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図 １　‌地上探査地点の森林タイプ。ここ
では主要な 2つの林である「ダケ
カンバ林」、「カラマツ林」を示し、
その他の林分はまとめて「その他
の林分」として示した。
図 2　‌調査対象範囲（富士山保全推進課、
山梨県道路公社から提供された地
図を加工して使用）
図 ３　‌地形データ別のシュミレー
ション結果
　　　‌１0m、50m、１00mメッシュの三
種類として計算をおこなった。
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富士山研究 1
リモートセンシングと地上探査を用いた富士山森林限界の広域的構造と動態に関する研究
富士山研究 3
富士山周辺の観光資源に対するステークホルダーの価値評価に基づく保護と利用のための体制整備の提示
富士山研究 4（重点化研究）
富士山火山防災のための火山学的研究─噴火履歴と噴火シミュレーション─
図 ４　‌出現した外来種
　　　‌ナガハグサ（国外）、タチツボスミレ（国内）、
シロツメクサ（国外）、ヨモギ（国内）、ウシノ
ケグサの仲間（不明）、バッコヤナギ（国内）
図 5　‌ランドサット衛星から推定された青木ヶ原周辺
における2000年から20１2年までの森林増減分布。
（上）が減少率、（下）が増加率。増加率には、
衛星データ欠損部によるエラー（斜めの帯状範
囲）を含む。
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基盤研究 1
富士山五合目付近の外来植物の分布の現状把握に
関する研究
基盤研究 4
衛星データを用いた富士山周辺の土地被覆変化把
握に関する研究
図 ８　‌３ 年以上観察されたチョウ各種の景観や管理
様式への反応を示す二次元座標のRDA解析。
花の種数は有意でなかったため除き、年の効
果は共変量として除外してある。中抜きの三
角は管理、中塗りの三角は景観を示す。種は
赤線で示し、景観や管理への反応が大きかっ
た種のみ示した。
図 ７　‌オブジェクト指向画像分類法による群
落区分
図 ６　‌UAV空撮による群落高の分布
（図中で赤く示されている部分
は樹木であり、緑が主に草原、
青が裸地を含む場所を示す）
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基盤研究 2
富士北麓の草原─森林移行帯に生育する種の分布と生育地特性に関する研究
基盤研究 3
富士北麓の蝶類群集の定量的モニタリングによる温暖化、外来種の影響と衰退種特性の解明
4図 ９　サーモカメラによる体温分布
基盤研究 6
高所登山時に見られる低酸素・脱水状態が低温環境にさらされた時の生体反応に与える影響に関する研究
5基盤研究11
山梨のジオ情報を利活用した地域環境特性に関する研究─暮らしやすい安全安心なまちづくりのために─
図１0　甲府盆地におけるジオ情報(ボーリング柱状図)の分布
　　　上図：約９00本のうち代表的なボーリング柱状図と断面図位置を示しいている
　　　中図：甲府盆地の代表的な南北方向の浅層地下ボーリング断面図
　　　下図：同地域の東西方向の浅層地下ボーリング断面図
図１１　‌山中湖の湖底堆積物から復元された約 2 ,３00年前（弥生時代）から １ ,200年前（平安
時代）の環境変化。（Paq値：有機物組成に基づく湖水位の指標）。
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基盤研究12
富士五湖・湖底堆積物の有機地球化学分析による自然環境変遷史の復元
基盤研究13
富士山の古地磁気を用いた溶岩噴出年代の決定
図１2　溶岩が示す古地磁気方位
　　　‌図中の数字は西暦、線は地磁気永年変化曲線を表す。四角は溶岩の古地磁
気方位、大小の円は古地磁気方位の信頼限界を示す。
7特別研究 3
富士五湖（特に河口湖）の水質浄化に関する研究─湖底堆積物の物理的および化学的性状の把握─
図１４　‌大石公園コア（１３0３2９-0６；図左）と船津沖コア（１４0３１８-0１- 2 ；図右）の粘土層中の有機炭素量の変化
　　　大石公園コア（左図）の左から堆積物写真、帯磁率、全有機炭素量を示す。
　　　船津沖コア（右図）の左から堆積物写真、全有機炭素量を示す。
特別研究 1（重点化研究）
富士山周辺における侵略的外来植物の広域分布推定に関する研究
図１３　‌調査経路および発見された外来植物（アレチウリ：赤、オオキンケ
イギク：橙、オオブタクサ：緑）の分布図（出典：国土地理院基盤
地図情報を使用）
8図１６　‌PCQ法を用いて作成された雪崩の確率的予測図（右下）と、それを作成するために行われた各計算ケース
の表（中央）、及びシミュレーション結果（以外）。50cm以上の厚さの雪崩が到達すると考えられる割合を
青(25%未満)、黄色（25～50%未満）、オレンジ（50～７5%未満）、赤（７5%以上）の四色で表した。
特別研究 5
雪崩発生条件の解明と観測機器の開発
図１5　‌山梨県における傾斜角度３5度以上の分布と20１４年 2
月に雪崩の発生した場所。
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は　じ　め　に
　山梨県富士山科学研究所では、富士山を中心とした研究に加えて、水資源の保全、外来種・有害鳥獣
対策など、全県的に対応が必要な環境課題などを研究する「研究」機能、県民や来訪者に対して富士山
及び地域環境に関する知識の普及や啓発、各種資料情報の収集・提供を行う「教育・情報」機能、さら
に研究成果等の発信や研究機関・研究者との連携を推進するための「広報・交流」機能の ３つが相互に
連携しながら、研究成果の見える、県民に開かれた研究所を目指しております。
　また、県では、県民の皆さまが明るく希望に満ち、安心して暮らせる「輝き　あんしん　プラチナ社
会」の実現に向け、県政運営の指針となる「ダイナミックやまなし総合計画」を平成２７年１２月に策定し、
この計画において、富士山火山防災対策への取り組みの推進を図ることとしていることから、当研究所
においてもこれへの対応を行っているところであります。
　このような中、「研究」機能においては、平成２７年度は富士山に関する研究に対してプロジェクトチー
ムを構成し戦略的に取り組む「富士山研究」 5課題、富士山及び富士山以外の地域環境に関する基礎的
な研究を推進する「基盤研究」１4課題、総合理工学研究機構が統括する他の研究機関との共同・連携研
究や県政上の喫緊かつ重大な課題に対応する研究に取り組む「特別研究」 5課題の計２4課題を精力的に
進めてまいりました。これらの研究活動の成果については、県の施策へ反映させるとともに、研究発表
会の開催、各種学会での発表、研修会への講師派遣、ニューズレター等を通じて、県民の皆様に提供し
ていきます。
　「教育・情報」機能においては、従来から実施している地域環境観察などの事業とともに、富士山に
関する研究内容等を取り入れた新たな教育プログラムの開発を進め、また、学校現場等における富士山
学習、火山防災学習等の支援を行っております。
　「広報・交流」機能においては、広報分野では、富士山科学講座、研究発表会等の開催を通じて富士
山の保存管理・活用等に関する研究内容・成果を広報し、加えて出版物による発信、出張講義、HPや
SNSを活用した発信を通じて教育事業等を積極的に広報します。
　交流分野では、世界文化遺産・富士山に係る公開セミナーやシンポジウム等を一層充実させながら富
士山に関する専門研究機関として他の研究機関との連携を推進して参ります。
　本年報は、平成２７年度に実施してきた研究や事業について取りまとめ、 １年間の実績を報告するもの
であります。県民の皆様や関係の方々に御活用いただくとともに、忌憚のない御意見をいただければ幸
いです。
　今後とも、県民ニーズに適合した研究や各種事業をより効率的、効果的に進め、より充実した研究機
関として環境保全の支援等に努めていく所存ですので、関係各位の御理解と御協力をよろしくお願い申
し上げます。
　　　平成２9年 ２ 月
	 山梨県富士山科学研究所
	 所　長　　藤　井　 敏　嗣
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1 　研究所の概況
1 － 1 　目　的
　富士山に関する当面の地域課題は、世界文化遺産に登
録された富士山の顕著な普遍的価値を「保存管理」し、
適正に「活用」していくための対策と、火山防災対策で
あり、これら地域課題に適切に対応していくためには、
第一に、富士山麓唯一の自然科学系の分野を研究する研
究機関として、「富士山包括的保存管理計画」に規定さ
れる環境変化、来訪者等による影響への対応、学術調査
の実施やその成果の公表など、富士山の保存管理と活用
について積極的に関わっていくことにより、富士山の適
切な保全に対応していくことである。
　第二に、富士山火山防災対策について実施してきた国
際シンポジウムや、山梨・静岡・神奈川の三県で組織し
ている「富士山火山防災対策協議会」において、研究機
関として唯一コアグループに加わるなどの活動を一層強
化し富士山火山研究と情報発信拠点の役割を果たすこと
により、富士山の火山活動の観測と火山防災対策への対
応をしていくことである。
　第三に、富士山を中心とした研究に加えて、水資源の
保全や外来種・有害鳥獣対策など、持続可能な社会の形
成に向けた県政を推進するうえで必要な山梨県の環境政
策への提言をしていくことである。
　富士山科学研究所には、研究所の大きな柱である「研
究」機能に加え、県民や来訪者に対して富士山及び地域
環境に関する知識の普及や啓発、各種資料・情報の収集・
提供を行う「教育・情報」機能、さらに研究成果の発信
や研究者・研究機関等との連携を推進するための「広報・
交流」機能を備えるものとし、 3 つの機能が相互に連携
しながら、研究成果の見える、県民に開かれた研究所を
目指す。
1 － 2 　機　能
1 － 2 － 1 　研究機能
　富士山の環境保全に関する研究、富士山火山及びその
防災対策に関する研究、富士山以外の県内の自然環境に
関する研究、富士山及びその他の地域環境と人間生活の
適切な関わりなどについての研究を行う。
　自然環境研究部：富士山を中心とした生物相の調査、
動植物の生態や生態系の維持に関する研究と長期的・広
域的なモニタリングを通じて、富士山の自然環境保全に
資する研究を行う。
　環境共生研究部：人と人をとりまく環境の関わりを明
らかにし、富士山をはじめとする山梨の環境と人の関わ
りの意義の評価や、よりよいあり方の提案をめざして研
究を行う。
　火山防災研究部：富士山における噴火災害を軽減する
ために、噴火履歴や予測に関する研究を行う。また、富
士山周辺の地下水や古環境に関する地球科学的研究を行
う。
1 － 2 － 2 　教育・情報機能
　教育：教育プログラムを活用して来訪者への環境教育
を行うとともに、富士山に関する研究内容等を取り入れ
た新たな教育プログラムの開発を進める。また、学校現
場等における富士山学習、火山防災学習等の支援を行う。
　情報：富士山や環境に関する情報を幅広く収集し、わ
かりやすく提供する。
1 － 2 － 3 　広報・交流機能
　広報：富士山の保存管理・活用等に関する研究内容・
成果や教育事業等を積極的に広報する。
　交流：世界文化遺産・富士山に係る公開セミナーやシ
ンポジウム等を一層充実させる。また富士山に関する専
門研究機関として、他の研究機関との連携を推進する。
1 － 3 　組　織
所　　長
副　所　長
特別研究員等
客員研究員 特別客員研究員等
総務課
環境教育・
交流部
自然環境
研究部
環境共生
研究部
火山防災
研究部
総
務
教
育
・
情
報
広
報
・
交
流
運営委員会
所内委員会
・倫理委員会
・動物実験倫理委員会
・動物飼育施設運営委員会
・共同研究備品管理委員会
・査読委員会
・ネットワーク管理委員会
・毒物・劇物及び特別管理産業廃棄物管理委員会
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研究─暮らしやすい安全安心なまちづくりのために─
12 　富士五湖・湖底堆積物の有機地球化学分析による自
然環境変遷史の復元　
13 　富士山の古地磁気を用いた溶岩噴出年代の決定　
14 　富士山の環境保全を目的とした環境教育プログラム
の構築　
特別研究
1  　富士山周辺における侵略的外来植物の広域分布推定
に関する研究（重点化研究）
2  　富士山におけるニホンジカの個体群動態と個体管理
に向けた行動学的特性の研究
3  　富士五湖（特に河口湖）の水質浄化に関する研究
─湖底堆積物の物理的および化学的性状の把握─
4  　富士北麓水資源の保全と活用のための水文学的研究
（総合理工学研究機構研究）
5  　雪崩発生条件の解明と観測機器の開発（総合理工学
研究機構研究）
（重点化研究：県の科学技術基本計画等、県政上の重要
な課題に的確・迅速に対応するため、山梨県企画県民部
が重点か分野に集中的に投資する競争的研究予算に基づ
いて行う研究）
2 　研究活動
2 － 1 　研究概要
　富士山科学研究所は
（ 1 ） 研究フィールドの主体を富士山とし、富士山に関
する研究にプロジェクトチームを構成し、戦略的
に取り組む研究（富士山研究）
（ 2 ） 各研究員が各自の専門性を活かし、富士山及び富
士山以外の地域研究に関する基礎的研究（基盤研
究）
（ 3 ） 総合理工学研究機構が統括する多野県立試験研究
機関等との共同・連携研究や県政上の喫緊かた重
要な課題に対応する研究（特別研究）
に取り組んでいる。
富士山研究
1  　リモートセンシングと地上探査を用いた富士山森林
限界の広域的構造と動態に関する研究　
2  　環境の変化が急性高山病に及ぼす影響および急性高
山病と血液生化学的指標との関連　
3  　富士山周辺の観光資源に対するステークホルダーの
価値評価に基づく保護と利用のための体制整備の提示
4  　富士山火山防災のための火山学的研究─噴火履歴と
噴火シミュレーション─（重点化研究）
5 　富士山の火山噴出物に関するデータベースの構築
基盤研究
1  　富士山五合目付近の外来植物の分布の現状把握に関
する研究
2  　富士山麓の草原─森林移行帯における種の分布と生
育特性に関する研究
3  　富士北麓の蝶類群集の定量的モニタリングによる温
暖化、外来種の影響と衰退種特性の解明
4  　衛星データを用いた富士山周辺の土地被覆変化把握
に関する研究
5  　急性高山病の要因を脳循環応答から検証する─安全
な富士登山確立に向けて─（重点化研究）
6  　高所登山時に見られる低酸素・脱水状態が低温環境
にさらされた時の生体反応に与える影響に関する研究
7  　富士山地下水に含まれるバナジウムの中性脂肪増加
抑制作用を安全に効率よく利用するための基礎的研究
8  　山梨県の山間地域における定住の状態と環境変化の
関連の総合的研究
9  　地域特性を考慮した自然公園の空間的利用区分に関
する研究
10 　富士北麓地域における災害履歴とその住民の対応
〜近世文書・聞き取り調査のデータベース化
11 　山梨のジオ情報を利活用した地域環境特性に関する
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2 － 1 － 1 　富士山研究
富士山研究 1
リモートセンシングと地上探査を用いた富士山森林
限界の広域的構造と動態に関する研究
担当者
　自然環境研究部：中野隆志・安田泰輔・前田沙希・
　　　　　　　　　勝俣英里
研究協力
　茨城大学：堀　良通・山村靖夫
　東邦大学：丸田恵美子
　静岡大学：増沢武弘
研究期間
　平成25年度〜平成28年度
研究目的
　富士山は、歴史の新しい火山であること、独立峰であ
ること、標高が著しく高いことなど日本の他の山岳に比
べて異なった地史や地形等をもつ。それを反映し、富士
山に見られる自然生態系や植生は、他の山岳と異なって
いる。富士山の自然は、学術的に重要であるばかりでは
ない。富士山の文化や芸術の礎となっていることや、観
光客に大きなインパクトを与える環境資源であること等
から山梨県民の大きな財産であり、次世代に引き継いで
いくことも我々の世代の重要な使命である。
  富士山の森林限界から上部はスコリア荒原が広がって
おり、現在カラマツなどの先駆樹種がスコリア荒原に定
着し、森林限界が上昇している過程にあるといわれてい
る。五合目付近のスコリア荒原上の草本群落、カラマツ
等が矮性化したクルムホルツ、天然のカラマツ林などは
他の山岳に類を見ない富士山を特徴づける植生である。
　また、富士山の森林限界は、現在平衡状態に無く上昇
中であることが知られている。田中（2000）は、富士山
北斜面において森林限界を形成する半島状の斜面上部に
突き出した植生を調査し、生育する樹木の年齢を半島の
先端部から下部まで測定した。その結果、対象とした半
島状の植生では、年平均標高で約0.8m植生が拡大して
いる事が分かった。Sakio and Masuzawa （2012）によ
る富士山南斜面宝永第二火口外側斜面での研究では、
1978年までは標高で年平均約0.8m、1978〜1999年では
年平均約1.0mで森林限界が上昇していることが示され
た。これらの研究は北斜面、南斜面の一部で行った研究
であり、両斜面の平均的森林限界の上昇速度としてとら
えることはできない。
　また田中は、同じ半島状の植生の調査から、カラマツ
は主に尾根部、ダケカンバは主に谷部に生育すること、
さらに遷移が進んだ半島の下部ではシラビソが多く出現
する事を明らかにした。しかしながら、これは富士山の
森林限界付近の限られた場所での研究であり、富士山の
森林限界の構造を広域的に明らかにした訳ではない。さ
らに、富士山の北斜面と南斜面では、植物の分布や植生
が異なる事が報告されている。
　そこで本研究では、富士山北斜面と南斜面において広
範囲での森林限界の構造と動態を解明するために、次の
2 つのサブテーマを設定し研究を行うこととした。 1 ）
衛星写真や航空写真を用いたリモートセンシングによる
富士山森林限界の動態の解明。 2 ）富士山森林限界付近
の地形と植生の関係に関する研究。
研究成果
1 ）‌衛星写真や航空写真を用いたリモートセンシングに
よる富士山森林限界の動態
　富士山北斜面の一部および南斜面の一部について、
1975年と2002年の空中写真をオルソ化し、 5 m× 5 mの
メッシュにわけた。さらにメッシュごとに植被率で 5 段
階にわけ、2002年から1975年の差分を取ることで、27年
間の植被面積の変化を抽出した。
　解析の結果、北斜面では、対象とした146ha中、植被
面積の増加分は7.7ha、減少分が2.4haとなり、調査対象
地域では27年間で5.3ha植被面積が増加した。南斜面で
は対象とした143ha中、植被面積の増加分は10.1ha、減
少分が1.1haとなり、調査対象地域では27年間で8.4ha植
被面積が増加した。また南斜面での森林限界上昇速度は
0.8m year－1となり、北斜面で推定された0.4m year－1と比
較し 2 倍高かった。水平方向への植被面積の拡大につい
ても、北斜面の1.0m year－1と比較し、南斜面では1.6m 
year－1と南斜面の方が大きかった。南斜面の植被の拡大
速度が速い理由については、今後の研究課題であると考
えている。 
2 ）富士山森林限界付近の地形と植生の関係
　森林限界における森林構造の広域的な分布状況を把握
するために、地上探査を行った。地上部探査はGPS 
（Garmin社　GPSMAP 60CSx）を携帯し、位置情報を
測定するとともに、その地点の森林を優占樹種により、
8 つのタイプ（ダケカンバ林、カラマツ林、シラビソ林、
ダケカンバ─カラマツ林、ダケカンバ─シラビソ林、カ
ラマツ─シラビソ林、ダケカンバ─カラマツ─シラビソ
林、その他の林分（その他の林））に分類した。調査地
点は、地図上で50mメッシュで分割し、各メッシュにお
いて少なくとも 1 地点以上地上探査を行った。また、
50mメッシュ内で異なる樹種構成の林分が有る場合はそ
れらについても同様に調査を行った。各調査地点で得ら
れた緯度経度情報は平面直角系（Ⅷ系）へ変換し解析に
用いた。また、ダケカンバが生育している場合、ダケカ
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ンバの平均の胸高直径（DBH）を測定し、10cm以下、
10〜20cm、20〜30cm、30cm以上の 4 つのサイズに分
類し、記載した。
　調査は富士山北斜面で行った。踏査した場所を図 1 に
示す。
図 1 　地上探査地点
　 調 査 地 点 は1411地 点 で あ っ た。1411地 点 中1191
（84.4％）地点でダケカンバが確認された。優占種によ
る分類では、ダケカンバ林に438地点（36.7％）が分類
された。また、カラマツ林には387地点（32.5％）が分
類され、これら 2 つの森林タイプで69.2％を占めていた。
また、ダケカンバ─カラマツ林が190地点（13.5％）で
あり、遷移初期種のカラマツ、ダケカンバが優占する地
点は全体の82.7％を占めていた。シラビソ林は141地点
（10.0％）、ダケカンバ─シラビソ林は66地点、カラマツ
─シラビソ林は96地点、ダケカンバ─カラマツ─シラビ
ソ林は44地点、その他の林分は50地点であった。シラビ
ソを含む林分が少なかったのは、森林限界が遷移初期に
出現する種であるカラマツとダケカンバから構成される
ため、遷移後期の種であるシラビソが少なかったためで
あると考えられた。
　野外調査で得られた林分の優占種々の分布と生育地形
関係を明らかにするため、地形に関しては航空レーザ測
量 （LiDAR） か ら 得 ら れ たDEM （Degital Elevation 
Model）データ（山梨県）を用い解析を行うこととした。
地上探査で測定した緯度経度に最も近いDEM地点を地
形特性値を求める際の中心とし、スケールごとに地形要
因を 8 近傍法により計算した。地形要因としては斜面傾
斜量、斜面方位、尾根─谷度を用いた。尾根─谷度は、
　（地上開度－地下開度）／ 2
で算出することとした。
　地形との関係については現在解析を進めており、今後
は富士山南斜面についても調査解析を進める予定であ
る。
図 2 　 地上探査地点の森林タイプ。ここでは主要な 2 つ
の林である「ダケカンバ林」、「カラマツ林」を示
し、その他の林分はまとめて「その他の林分」と
して示した。
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富士山研究 2
環境の変化が急性高山病に及ぼす影響および血液生
化学指標との関連
担当者
　環境共生研究部：堀内雅弘・長谷川達也・宇野　忠・
　　　　　　　　　半田陽子・遠藤淳子
　信州大学： 能勢　博
（富士山科学研究所特別客員研究員）
研究期間　
　平成26年度〜平成28年度
研究目的
　山の天気が急変することはよく知られている。一般に
は、急激な気温低下が原因となる低体温症の予防が重要
だとされている。一方、登山では低温環境での運動にも
関わらず、長時間運動の影響から、脱水の危険性も無視
できない。さらに、高所（低酸素）環境下では、大気圧
の低下から、吸入酸素分圧が低下する。このことは、相
対的に生体への酸素供給が不足するリスクを示してい
る。その結果、急性高山病の発症率が増大する。
　近年の研究では、生体の酸素不足に加えて、脱水症状
も急性高山病症状を憎悪させることが報告されている。
脱水症状は、心臓への静脈還流量を減らし、結果として
一回拍出量の低下から心拍数の増加をもたらすことにな
るため、脱水症状はそもそも登山のような長時間運動中
では生体に過度の負担をかけることになる。脱水症状の
回復には糖質・電解質溶液の摂取が効果的であるとされ
ているが、実際の富士登山中にこのような溶液の摂取が、
生体に及ぼす影響は明らかではない。
　そこで、本実験では脱水症状の回復に効果的だとされ
ている糖質・電解質を多く含んだ「経口補水液を摂取す
ることで登山中の心拍数増加が抑制できる」という仮説
を立て、検証を行った。
研究方法
（ 1 ）対象者
　健常な成人男女17名。被験者を無作為に登山中真水の
み摂取する群と経口補水液のみ摂取する群の二群に無作
為に分けた（表 1 ）。
（ 2 ）実験プロトコール
　実験は2015年 9 月 1 日〜 2 日にかけて行われた。各被
験者は、富士吉田口五合目に到着した後、軽い昼食をとっ
た。排尿後に体重測定を行い、実験機器を装着した。そ
の後、最大有酸素性作業能力測定のために、三段階の速
度（ゆっくり─中程度─最大努力：各段階 3 分間）から
なる 9 分間歩行を行った。
　登山中は規定の食事を摂取させ、自由飲水とした。実
験のプロトコールを図 1 に示した。
（ 3 ）実験飲料
　経口補水液のエネルギー量は10kcal/100mlであった
（タンパク質・脂質： 0 g、糖質：2.5g、ナトリウム：
115mg、ブドウ糖：1.8g、カリウム：78mg、クロール：
177mg）。
　一方、真水のエネルギー量は 0 kcalであり、上記の栄
養素もすべて含まれていなかった。
（ 4 ）測定項目
　エネルギー消費量は高度計を搭載した 3 軸加速度計に
より、実験中すべてにわたり 1 分毎にデータを記録した。
心拍数は心拍計により、同様に 1 分毎に測定した。エネ
ルギー消費量および心拍数は 2 日間の実験全行程を通じ
て連続測定した。登山開始前、山小屋滞在時、および下
山終了時に、体重および経皮動脈血酸素飽和度（SpO2）
を測定し、さらに同一ポイントで尿サンプルを採取した。
　採尿は500mlのボトルに各自排尿してもらい、重量を
測定し、50mlのスピッツにサンプルを分注した。尿サ
ンプルを分析会社に委託し、尿中クレアチニン、Naイ
オン濃度、Clイオン濃度、Kイオン濃度、尿比重、尿pH
を測定した。
　急性高山病スコアはレイク・ルイーズの質問表（ 3 点 
× 5 項目=15点満点）により調査をおこなった。先行研
表 1 　両群の身体特性
真　水
（男 7 女 2 ）
経口補水液
（男 6 女 2 ）
年齢、才 32.8 ± 8.6 32.5 ± 9.9
身長、cm 168.9 ± 6.4 170.0 ± 7.6
体重、kg 61.7 ± 7.6 63.1 ± 11.0
安静時HR、拍/分 83 ± 8.9 83 ± 8.4
最高HR、拍/分 155 ± 15.4 155 ± 9.8
最高VO2、ml/kg/分 31.9 ± 4.4 32.4 ± 7.3
HR, 心拍数；VO2, 酸素摂取量
図 1 　実験プロトコール,SpO2（経皮動脈血酸素飽和度）
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究に基づき、頭痛があり、合計で 3 点以上の者を急性高
山病発症者とした。
（ 5 ）データ処理
　登山開始後最初の30分間、山小屋に到着する直前30分
間、折り返し地点到着直前30分間の平均心拍数を分析対
象とした。さらに、尿中の各イオン濃度から尿中各イオ
ン排出量を算出した。
（ 6 ）統計処理
　両群の身体特性および最大有酸素性作業能力の差の検
定には対応のないt検定を用いた。各地点での心拍数、
エネルギー消費量および各尿指標の検定には繰り返しの
ある二元配置の分散分析（各群×時間経過）を用いた。
なお、有意水準は 5 ％未満とした
研究成果
（ 1 ）成果
　両群の身体特性および有酸素性作業能力に差は認めら
れなかった（表 1 ）。真水のみ摂取群の急性高山病発症
者は 2 名であり、経口補水液摂取群の発症者はいなかっ
た。登山開始後最初の30分間の心拍数は両群で有意な差
は認められなかったが、山小屋到着直前の30分間の心拍
数は経口補水液摂取群の値が有意に低かった。しかしな
がら、折り返し地点直前30分間の心拍数に有意な差は認
められなかった（図 2 ）。
　経口補水液の摂取により、両群のナトリウム摂取量に
有意な差が認められた（P＜0.05）。一方、登山開始前、
山小屋到着時および下山終了時の尿中ナトリウムイオン
量の変化を示した。その結果、尿中ナトリウムイオン量
に両群の差は認められなかった（図 3 ）。
図 2 　 登山開始後最初の30分、山小屋到着直前の30分、
および折り返し地点到達直前の30分における両群
の心拍数。真水群（白棒グラフ）、経口補水液群（黒
棒グラフ）。
　　　＊真水群との有意差。値は平均値±標準誤差。
（ 2 ）結論
　経口補水液摂取群は、真水のみ摂取群と比較して、登
山中の心拍数増加を抑制することができた。このメカニ
ズムとして、ナトリウムとブドウ糖の摂取により、体液
の回復が促進され、心臓への静脈還流が維持された結果、
一回拍出量も多いまま維持され、心拍数の増加が抑制さ
れたと考えられた。
（ 3 ）今後の課題
　本研究ではサンプル数が少なかったことや、到達高度
が比較的低かったこともあり、経口補水液の摂取が急性
高山病症状などに及ぼす影響は明らかにできなかった。
今後、被験者を増やすことと、急性高山病をより効果的
に防ぐ方策の確立が求められる。
図 3 　 登山開始前、山小屋滞在時、および下山後の尿中
ナトリウム量。値は平均値±標準誤差。
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富士山研究 3
富士山周辺の観光資源に対するステークホルダーの価
値評価に基づく保護と利用のための体制整備の提示
担当者
　環境共生研究部：菊池佐智子・遠藤淳子・半田陽子
　環境教育・交流部：本郷哲郎
研究協力者
　岩手大学農学部：山本清龍
研究期間
　平成27年度〜平成29年度
研究目的
　富士山北麓地域に点在する構成資産・要素の保存や活
用、周辺環境の保全に対する意識・取り組みを将来に継
承するためには、それらに関わる人間（ステークホル
ダー）と富士山との持続可能で良好な関係構築を目的と
した各種戦略・方法が必要である。本研究では、富士山
北麓観光の拠点となっている富士スバルライン五合目の
広場において、利用実態と空間特性の把握を試みた。
研究方法
（ 1 ）調査日時
　2015年 8 月 6 、 7 、 8 、 9 、11日の午前 9 時から午後
1 時までの 4 時間とした。
（ 2 ）対象範囲
　図 1 に対象範囲を示す。施設の所有および利用形態か
ら、「駐車場」「民間施設」「公共施設」「主に歩行利用（が
なされている空間）」「その他」に区分し、「その他」は、
「主に自動車利用（がなされている空間）」と「それ以外」
の計 6 つの空間区分を作成した。
（ 3 ）調査員
　調査員は、観光について興味関心を有する20代以上の
男女12名（岩手大学学生・教員、及び本研究所職員）と
した。学生は 2 名 1 組（写真の撮影担当と撮影位置の記
録担当）、教員・研究所職員は 1 名で調査した。
（ 4 ）調査・分析方法
　調査はレンズ付きフィルム（FUJIFILM LF1600HS-
NFL39SH1）とA 3 版にカラー印刷した地図（図 1 、調
査には凡例なし）を配布し、「この地図の範囲の中で、『将
来世代に向けて残していきたいと思われる空間（＝よい
景観）』と『富士山の将来を考えて改めたほうがよいと
思われる空間（＝悪い景観）』をレンズ付きフィルムで
撮影し、その撮影位置を地図上に記録してください」と
説明した。撮影した写真は、現像後、スキャナ（EPSON 
GT-X820）を用いて取り込んだ。写真の撮影位置をプロッ
トした地図もスキャナで取り込み、画像処理ソフト
（Adobe Photoshop）を用いて、 1 枚の図面に落とし込
んだ。
研究成果
（ 1 ）調査日時と撮影枚数
　表 1 に、撮影日時および調査組数、撮影枚数をまとめ
た。表 2 の分散分析表から、撮影日時および調査組数と
撮影枚数に違いがないことが確認できた。図 2 に、 6 つ
の空間区分ごとに景観写真を集計した結果を示す。表 3
表 1 　 1 日当たりの撮影枚数（カッコ）内は 1 組当たりの撮影枚数
組数 よい景観 悪い景観 合　計
8 月 6 日 1 18（18） 5（ 5 ） 23（23）
8 月 7 日 1 12（12） 5（ 5 ） 17（17）
8 月 8 日 2 22（11） 27（13） 49（24.5）
8 月 9 日 2 29（14.5） 32（16） 61（30.5）
8 月11日 6 81（13.5） 121（20） 202（33.7）
合　 計 --- 162（13.5） 190（15.8） 352（29.3）
表 2 　撮影日時および撮影者、撮影枚数の分散分析表
平方和 自由度 平均平方 F値 P値 判定
因子A 416.33 11 37.85 0.71 0.71
因子B 32.67 1 32.67 0.61 0.45
誤差 588.33 11 53.48
全体 1,037.3 23
因子A：撮影日時および撮影者、因子B：撮影枚数、判定：* 5 ％、** 1 ％
図 2 　空間区分からみた景観写真の枚数
図 1 　 対象範囲（富士山保全推進課、山梨県道路公社か
ら提供された地図を加工して使用）
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の分散分析表から、有意水準 5 ％（P値＝0.01）で、 6
種の空間区分による撮影傾向に違いがあることが明らか
になった。
（ 2 ）撮影位置
　図 3 によい景観の撮影位置、図 4 に悪い景観の撮影位
置を示した。表 3 の結果（ 6 種の空間区分による撮影傾
向が異なること）を参考に、よい景観・悪い景観に分け
て、一元配置分散分析と多重比較検定を行い、 6 種の空
間区分からみた特徴把握を試みた。
　よい景観では有意水準 1 %（P値＝1.50×10－4）、悪い
景観では有意水準 1 %（P値＝9.44×10－7）で撮影位置に
違いがあることが明らかになった。
図 2 　 よい景観の撮影位置（図 1 の地図上に撮影位置を
重ねてプロットした）
表 3 　景観の種類と空間区分の分散分析表
平方和 自由度 平均平方 F値 P値 判定
因子A 65.33 1 65.33 0.54 0.50
因子B 6,029.7 5 1,205.93 9.92 0.01 *
誤 差 607.67 5 121.53
全 体 6,702.7 11
因子A：景観の種類（よい景観・悪い景観）、因子B：6種の空間区分、判定：*5％、**1％
図 3 　 悪い景観の撮影位置（図 1 の地図上に撮影位置を
重ねてプロットした）
　表 4 に示したよい景観の多重比較検定の結果から、よ
い景観として撮影された場所の空間区分として、「主に
歩行利用（がなされている空間）」は「駐車場」「公共施
設」「主に自動車利用（がなされている空間）」と比較し
て、有意に多く撮影されていることが示された。表 5 に
示した悪い景観の多重比較検定の結果から、悪い景観と
して撮影された場所の空間区分として、「主に歩行利用
（がなされている空間）」は「駐車場」「民間施設」「公共
施設」と比較して、有意に多く撮影されていることが示
された。
（ 3 ）まとめと今後の課題
　本調査から、よい景観・悪い景観とも、「主に歩行利
用（がなされている空間）」を多く撮影していることが
示された。今後は、空間区分を参考に、景観写真に写り
込んでいる景観構成要素の分類を行い、それら要素を入
れ込んだ画像を作成し、質問票を用いた意識調査（現地
調査およびWeb調査）を行う予定である。
表 4 　多重比較検定（よい景観）
水準 1 水準 2 差 P値 判定
駐車場 民間施設 2.17 0.21
駐車場 公共施設 0.17 1.00
駐車場 歩行利用 3.33 0.01 **
駐車場 自動車利用 0.25 1.00
駐車場 それ以外 3.08 0.02 *
民間施設 公共施設 2.00 0.29
民間施設 歩行利用 1.17 0.81
民間施設 自動車利用 2.42 0.12
民間施設 それ以外 0.92 0.92
公共施設 歩行利用 3.17 0.02 *
公共施設 自動車利用 0.42 1.00
公共施設 それ以外 2.92 0.03 *
歩行利用 自動車利用 3.58 4.36×10－3 **
歩行利用 それ以外 0.25 1.00
自動車利用 それ以外 3.33 0.01 **
表 5 　多重比較検定（悪い景観）
水準 1 水準 2 差 P値 判定
駐車場 民間施設 0.83 0.98
駐車場 公共施設 0.33 1.00
駐車場 歩行利用 5.58 1.56×10－4 **
駐車場 自動車利用 0.25 1.00
駐車場 それ以外 4.50 3.44×10－3 **
民間施設 公共施設 1.17 0.91
民間施設 歩行利用 4.75 1.74×10－3 **
民間施設 自動車利用 0.58 1.00
民間施設 それ以外 3.67 0.03 *
公共施設 歩行利用 5.92 5.73×10－5 **
公共施設 自動車利用 0.58 1.00
公共施設 それ以外 4.83 1.38×10－3 **
歩行利用 自動車利用 5.33 3.27×10－4 **
歩行利用 それ以外 1.08 0.93
自動車利用 それ以外 4.25 6.66×10－3 **
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富士山研究 4 　（重点化研究）
富士山火山防災のための火山学的研究
─噴火履歴と噴火シミュレーション─
担当者
　火山防災研究部：内山　高・吉本充宏・山本真也・
　　　　　　　　　常松佳恵・馬場　章・笠井明穂・
　　　　　　　　　野澤すみれ・蓮尾麻由子・渡邊　学
研究協力者
　北海道大学：橋本武志
　防災科学技術研究所：藤田英輔
　東京大学地震研究所：金子隆之
　国立保健医療科学院：石峯康浩
　京都大学：柴田知之
　産業技術総合研究所：高田　亮・山本孝広・中野　俊・
　　　　　　　　　　　石塚吉浩・宝田晋治
研究期間
　平成25年度〜平成29年度
研究目的
　富士山では2000年末の深部低周波地震の増加以来、気
象庁や東京大学地震研究所、防災科学研究所などの機関
によって様々な観測研究が進められている。当研究所で
も、富士山の火山噴出物の特性に関する火山地質学的研
究や火山活動に関連する地下水変動観測と主とする火山
観測等に関して、平成14年度以降研究を行ってきた。さ
らに防災および防災情報の発信、防災教育の普及啓発等
もあわせて継続的に行っている。このような背景の中で、
環境科学研究所を富士山科学研究所に改変・再編する伴
い、火山防災研究が研究所の主要研究課題になった。
　しかし、富士山は我が国最大の活火山であるため、全
貌の解明には至っていない。さらに、最新の研究から富
士山の噴火は多様であり事前に火口も特定できないた
め、噴火に際して即時に対応できるハザードマップ（リ
アルタイムハザードマップ）の整備が急務である。また
このリアルタイムハザードマップを行政担当者ならびに
地域住民が使いこなすためのスキルも必要であるため、
教育も不可欠となっている。
　富士山の火山防災のための研究は、平成26年度県の重
要かつ迅速な対応が必要な施策に位置づけられている。
本研究では、富士山の噴火災害を軽減するために、富士
山の過去 1 万年の噴火履歴の地質学的・岩石学的解明と
その成果に基づいた噴火シミュレーションを行う。
　また、富士山噴火に関する監視･観測体制の強化と情
報の共有化も求められていることから、研究成果と火山
活動観測に基づいて、火山災害軽減のための予測手法を
確立する。さらに火山防災対策情報の発信および災害知
識の普及･啓発活動の拠点作りや仕組みについて検討す
る。
研究方法
　本研究は目的を達するために次の研究項目サブテーマ
1 〜 4 を設けて行っている。 
サブテーマ 1 　富士山の火山活動の解明
　富士山の詳細な噴火史について、特に過去 1 万年間の
火山噴出物を調査し、火口位置と噴火履歴を明らかにす
る。
図 1 　富士山の火山活動史（高田　2015）
サブテーマ 2 　 富士山の火山観測と噴火時観測手法の確
立
　活火山としての富士山の現状を把握するために、地下
水観測による噴火予知手法を開発するとともに、共同研
究機関と連携して低周波地震動などの常時火山活動観測
を行っている（図 3 ）。
図 2 　 過去 1 万年間の火口位置と最近2000年の溶岩流分
布（高田　2015および高田ほか　2014を簡略化）
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サブテーマ 3 　 火山災害を軽減するための予測手法の確
立
　火山災害を軽減するための予測手法の確立として、サ
ブテーマ 1 と 2 の成果を利活用して、噴火シナリオの構
築を行う。これを基として溶岩流･火砕流の流下シミュ
レーションによる到達予想手法や降灰シミュレーション
による降灰量予想手法の確立を行う。
サブテーマ 4 　火山防災情報の発信および防災教育
　サブテーマ 1 〜 3 までの研究成果を基として（図 4 ）、
火山防災情報の発信拠点としての情報発信の仕組みの構
築および拡充を行っている（図 4 ）。
図 4 　研究概要　各サブテーマの関連性
研究成果
サブテーマ 1 　富士山の火山活動の解明
　富士北麓の溶岩流の噴火火口位置の見なおしを行い、
また、噴火年代については別途詳細研究を立て再検討を
始めている。
サブテーマ 2 　 富士山の火山観測と噴火時観測手法の確
立
　本年度、火山噴火に関連するどのような前兆現象を捉
えられるように、地下水位観測点を当研究所敷地内に新
設した（図 5 ）。
サブテーマ 3 　 火山災害を軽減するための予測手法の確
立
図 5 　地下水位観測点位置図
　今年度は、平成16年以降の富士山の噴火履歴等につい
ての新しい知見、すなわち火山地質図の改訂、赤色立体
地図による火口位置の見なおしに基づいて、噴火シナリ
オも新たに構築する必要が出てきた。また、この間シミュ
レーション技術・理論そのものが格段に進歩した。この
ため今後ハザードマップの見なおしやリアルタイムハ
ザードマップの構築に向けて、溶岩流の噴火シナリオを
いくつか検討し、その際に溶岩流シミュレーションにつ
いても新たな知見に基づいて検証を行った。
　溶岩流シミュレーションは共同研究機関の防災科学技
術 研 究 所 で 開 発 さ れ た シ ミ ュ レ ー シ ョ ン コ ー ド
「LavaSIM」を用いた。初期条件は、粘性1,000Pa･ｓ、
噴出率2.5×10⁵kg/s、地形データ10m、50m、100mメッ
シュの三種類として計算をおこなった。
　その結果を次に示す（下図、次頁左上図）。
図 3 　富士山の火山観測網（気象庁HPをもとに作図）
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　地形データが細かいほどより良い結果がえられた。ま
た、計算には多大な時間を要しているためリアルタイム
ハザードマップを作成していく上では、より速い計算プ
ログラムを開発の検討をしていく必要が出てきたため、
今後は富士山に特有なパラメータの研究や数値モデルの
改良を行っていく予定である。
サブテーマ 4 　火山防災情報の発信および防災教育
　火山防災情報、火山観測情報の収集・発信については、
本年度関係部課の協力の下に、体制整備を始めた。
　火山防災教育に関しては、都県の防災関係者を始め、
一般県民向けにも50回以上の講演会を実施した。
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富士山研究 5
富士山の火山噴出物に関するデータベースの構築
担当者
　火山防災研究部：常松佳恵・内山　高・吉本充宏・
　　　　　　　　　山本真也・馬場　章
研究協力者
　産業総合技術研究所：石塚吉浩・中野 俊・山元孝広
　東京大学地震研究所：安田　敦・金子隆之
　日本大学：金丸龍夫
研究期間　
　平成27年度〜平成29年度
研究目的
　2000年の低周波地震の発生以降、来るべき噴火に備え
て富士山の噴火履歴の研究、地質図の作成、ハザードマッ
プの整備が行われてきた。これらの研究により富士山の
火山噴出物の様々なデータが複数の機関によって取得さ
れてきている。これらのデータは噴火履歴を詳細に解明
し、将来の噴火に向けて数値シミュレーションを行う際
などに重要な基礎データであるが、現状では既存のデー
タが散在しており、簡単に使用できる状態ではない。一
方で、噴火による被害の軽減には、詳細な噴火履歴から
構築された噴火シナリオを用いた噴火の推移を予測する
ことや噴火発生時に迅速にシミュレーションを用いて噴
出物の分布を精度良く予測することが求められている。
　火山防災研究部では、平成26年度から平成29年度にか
けて重点化研究として「富士山火山防災のための火山学
的研究─噴火履歴と噴火シミュレーション─」を行って
いるが、そのシミュレーションや噴火の長期予測に使用
する入力値等のデータを整備することが必要である。
よって、富士山の噴火予測に重要となる噴出物の化学組
成、年代、分布面積、粒径分布、密度、噴出量、火口位
置などの基礎データを整備し、データベース化すること
を目的とする。
研究方法
（ 1 ） 既存データの収集
  これまで報告された溶岩流、降下火砕物、火砕流堆積
物等について、基礎データを文献などから収集する。
（ 2 ） 未測定項目の測定
　各種噴出物に関しての基礎データのうち未測定の項目
については、新たに野外調査を行い、試料採取および各
種分析を行ってデータを補充する。
（ 3 ） データベースの構築
　収集された既存のデータに新たに取得されたデータを
加えてデータベースを構築する（図 1 ）。
図 1 　データベースの構成イメージ
研究成果
　今年度は主に既存の文献からデータの収集を行い、そ
れをデータベースに登録する作業を進めた。また、デー
タベースを登録するシステムを作成した（図 2 ）。
主に登録したデータは
　・ 富士山火山文献データベース（本研究所のHPに掲載）
上の富士山の地質・火山噴火に関連する文献
　・富士火山（山梨県・火山学会）の引用文献
　・富士山（富士急）の引用文献
　・ 高橋ら（2003）にまとめられている富士火山噴出物
の全岩化学組成
（a） 
（b） 
図 2 　 （a）データベース登録システムと（b）登録され
たデータのリストを表示するテーブル
　今後は未測定の項目の測定を行い、得られたデータを
シミュレーションや長期予測に用いることのできるよう
にまとめる作業を行っていく予定である。
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2 － 1 － 2 　基盤研究
基盤研究 1 　　　　　　　　　　　　　
富士山五合目付近の外来植物の分布の現状把握に関
する研究
担当者
　自然環境研究部：中野隆志・安田泰輔・前田沙希・
　　　　　　　　　勝俣英里
研究協力
　茨城大学：山村靖夫
研究期間
　平成26年度〜平成27年度
研究目的
　富士山五合目付近から上部は、UNESCOの世界文化
遺産「富士山」の構成資産となっており、富士山の自然
を最も特徴づける場所である。また、観光資源としても
重要な場所となっている。本研究では、富士山五合目の
自然生態系の脅威となる可能性がある外来植物の分布の
現状を明らかにし、今後の外来植物の侵入についての基
礎データを得ることを目的としている。
　富士山五合目から上部は、他の山岳に類を見ない富士
山を特徴づける植生が広がっている。例えば、シラビソ、
オオシラビソ、コメツガなどの常緑針葉樹が優占する亜
高山帯の極相林、落葉針葉樹であり遷移初期に定着する
カラマツや、落葉広葉樹で遷移初期に定着するダケカン
バ、ナナカマド、ミヤマハンノキ等が優占する遷移初期
の森林、スコリア上にオンタデやイタドリ等の草本や矮
性化した落葉広葉樹が点在する火山性荒原などである。
　富士山の火山活動は、最終氷河期以降も続いたことか
ら、残存型の高山植物は無かったと考えられ、高山植物
の種類が非常に少ない。また、富士山五合目付近では、
現在も一次遷移の過程にあり、スコリア荒原上にパッチ
状に植物が定着している場所が多い。このため、植物相
も植生構造も単純であり、生態学的にニッチが空いてい
る状態にある。
　植物相や植生構造が単純でニッチが空いている場所で
は、外来種の侵入が容易であり、外来植物が生態系に大
きな影響を及ぼすことが指摘されてきた。実際に富士山
同様植生構造が単純なハワイ、ガラパゴス、小笠原諸島
などでは外来植物が自然生態系に侵入し、在来で固有の
生態系に大きなダメージを与えている。
　一度生態系内に定着し、生態系の一部を形成するよう
になった外来種は駆除が困難である、そのため、外来植
物の防除に最も有効的な手段は、外来植物を持ち込まな
いことである。しかしながら、富士山五合目には、富士
スバルラインが開通しており、日本はもとより世界各地
からも多くの観光客がバス等の車両で直接来訪すること
が出来る。このことは、人や車両等に付着した種子が五
合目にもたらされる可能性があることを示している。つ
まり、富士山五合目は常に外来植物の侵入の脅威にさら
されていることになる。
　外来植物の防除のためには、種子を持ち込まないこと
に加え、定着した植物を駆除することも必要である。こ
のためには、定期的に外来植物の定着の有無をモニタリ
ングし、駆除していくことが大切である。しかしながら、
富士山五合目付近における外来植物の分布に関する詳細
な研究はスバルライン以外には無い。
　これまでの調査により、多くの外来植物が富士スバル
ライン沿いの奥庭駐車場から五合目駐車場間で観察され
ている。富士山五合目付近の元来の生態系に影響を及ぼ
す可能性がある外来植物は、国外産の植物だけではなく、
国内産の植物についても考慮する必要がある。このため、
様々な植生を通過する御中道と登山道を踏査し、本来の
植生に出現しない種を記載することで、五合目から上部
での外来植物の特定を行った。さらに、出現した外来植
物については、出現場所をGPSにて特定し（緯度・経度）
木本植物についてはサイズを測定した。
研究成果
　調査は、五合目駐車場から大沢（大沢崩れ）間の御中
道、御中道とスバルラインを結ぶ登山道及び車道。、吉
田口五合目から八合目（標高3150m）、泉が滝から吉田
口登山道六合目を調査地とした（図 1 ）。
図 1 　調査区間
今回の調査で出現した植物種のうち、バッコヤナギ
（Salix bakko）、ヨモギ（Artemisia indica）、シロツメク
サ（Trifolium repens）、 タ チ ツ ボ ス ミ レ（Viola 
grypoceras）、ウシノケグサの仲間（Festuca sp.）、ナガ
ハグサ（Poa pratensis）が富士山五合目付近の在来植生
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には見られなかった。このことから、これら 6 種を五合
目から上部での外来植物であると考えた。これらの種の
うち、シロツメクサ、ナガハグサが国外外来種、バッコ
ヤナギ、ヨモギ、タチツボスミレが国内外来種であった。
ウシノケグサの仲間は、種の同定ができなかったため、
国内外来種か国外外来種かわからなかった。スバルライ
ン五合目駐車場より東側、西側で分けると、シロツメク
サとタチツボスミレは西側で、ウシノケグサの仲間とナ
ガハグサは東側で、バッコヤナギ、ヨモギは両側で見ら
れた。シロツメクサ、タチツボスミレは奥庭駐車場から
の工事用車道の一部にしか見られなかった。ナガハグサ
は吉田口登山道八合目付近にしか見られなかった。最も
高標高に出現した種は、ウシノケグサの仲間とナガハグ
サで、標高3150mに出現した。ヨモギとウシノケグサの
仲間は吉田口登山道五合目から六合目ではほとんど連続
的に分布していた。
　外来種の多くは石垣、雪崩の導流堤、山小屋周辺等の
人工物の周辺に出現した。人工物周辺は土壌が比較的安
定しているため、植物の定着が比較的容易であることが
理由であると考えた。今後外来種のモニタリングや駆除
を行う際は、人工物周辺を重点的に行っていく必要があ
ると思われる。ウシノケグサの仲間は登山道から離れた
スコリア荒原上でも一部観察された。このことは、ウシ
ノケグサの仲間が在来植生内に侵入しスコリア荒原上の
植生を攪乱する可能性を示している。また、その他の種
に関しても五合目以上で生育していることから、潜在的
には在来植生に侵入する可能性を持つことが示された。
　さらに、バッコヤナギは、五合目付近にて多く見られ
る在来種のミネヤナギ（Salix reinii）と同じヤナギ属で
あり、ヤナギ属は種間の交雑種が多く知られていること
から、ミネヤナギと交雑し雑種を作る可能性がある。ま
た、ヨモギについても、五合目付近には同じヨモギ属の
ミヤマオトコヨモギ（Artemisia pedunculosa）が在来
種として自生しており、二種間で雑種を形成する可能性
があると考えられる。
　スバルラインの過去の調査で五合目付近上に見られた
セイヨウタンポポ（Taraxaxum officinale）、オオバコ
（Plantago major）、アカツメクサ（Triforium repense）
等の種についても潜在的に生育可能であると考えられる
ので、今後注意していく必要があると考えた。また、世
界遺産に指定されたことによる登山者の増加、特に海外
からの登山者の増加は新たな未知の外来種の侵入の可能
性があると考えている。
　本研究で、御中道、登山道等にも外来種が侵入してい
ることが明らかになった。本研究では未調査である八合
目から上部についても外来種の侵入の可能性があり、今
後調査を行うことが必要であると考えている。また、得
られた結果をもとに関連機関と協力し外来種駆除を行っ
ていくことが必要であると考えている。さらに定期的に
モニタリングを行い、外来種の侵入に注意していくこと
が重要であると考えられた。
ナガハグサ タチツボスミレ
シロツメクサ ヨモギ
ウシノケグサの仲間 バッコヤナギ
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基盤研究 2
富士北麓の草原─森林移行帯に生育する種の分布と
生育地特性に関する研究
担当者
　自然環境研究部：安田泰輔
共同研究者
　信州大学：渡邉　修
　広島大学：川村健介
研究期間
　平成27年度〜平成30年度
研究目的
　富士山及びその周辺地域には多様な群落や生態系が成
立しており、それぞれが独自の種構成や種数、群落構造
など生態的な特徴を有することがこれまで多くの研究成
果から示されている。しかし、異なる群落や生態系が隣
接する移行帯については生態的な特徴が把握されておら
ず、知見が限られている。一般的に移行帯は、局所的な
範囲で光条件や温度条件など環境条件が大きく変化する
ため、両群落とは異なる群落構造や移行帯に特徴的な種
が生育する傾向がある。そのため、移行帯の生態的な特
徴を明らかにし、富士山の自然環境保全に反映させるこ
とが重要である。
　草原環境は富士山を代表する生態系の 1 つである。移
行帯の生態的特徴を把握する上で、移行帯に生育する種
の分布と生育地特性を把握することは最も基礎的な情報
である。本研究は、草原─森林移行帯に生育する種の分
布と生育地特性の解明し、富士山の自然環境保全に資す
る基礎データ及び知見を提供することを目的としてい
る。具体的には、 1 ．林縁構造と物理的環境条件の関係
解明と 2 ．物理的環境条件と草本植物の分布の関係解明
を行い、林縁構造の観点から種の分布と生育地特性の解
明を試みる。
　本年度は研究を実施する上で基礎となるUAV（無人
航空機、ドローン）による植生モニタリングと画像分類
手法に関する報告をおこなう。半自然草地は場所によっ
て生育している種が異なり、遷移段階も異なっている。
加えて、林縁構造も複雑であるため、迅速な観測手法が
求められる。そのため、UAVによる植生観測の有効性
を検討した。
研究方法および成果
　調査地は富士河口湖町に所在する上ノ原であり、土地
所有者の了承を得て月 1 回程度、UAVによる空中撮影
を実施した。得られた画像から植生の 3 次元構造とオル
ソ画像を作成した（Agisoft社 Photoscan Pro.）。
（ 1 ）UAVによる植生観測
　UAVを用いた植生観測の結果、詳細な群落の分布と
群落高の空間的な特性が検出できることが示された（図
1 ）。草原の周囲に森林が広がり、また草原内部に樹木
が進入している様子が視認できる。野外調査のみでこの
ような分布図を得ることは時間的な労力が掛かるが、
UAV空撮では 2 時間程度であり、効率的に全体像が把
握できた。
図 1 　 UAV空撮による群落高の分布（図中で赤く示さ
れている部分は樹木であり、緑が主に草原、青が
裸地を含む場所を示す）
　群落高の空間的な特性を評価すると、草原から森林に
かけて平均群落高が増加し、頻度分布が広がる傾向が見
られた（図 2 ）。草原群落（草原）と草原に低木が混じ
図 2 　群落高の頻度分布
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る群落（草原＋低木）、森林群落（森林）の 3 か所にお
いて、群落高の頻度分布を比較した結果、草原では群落
高が 0 〜 5 ｍに集中しており（上右図）、低木や森林と
なるに従い、群落高の分布が広がる傾向があった。
 
　これらの傾向は草原は 1 ．比較的群落高の低いススキ
やトダシバが一様に広がっていること、 2 ．草原＋低木
は低木が混じることで群落高が不均一になること、 3 ．
森林では、高さの異なる樹種から群落が構成されている
ことを示している。
（ 2 ）画像からの群落抽出
　UAV空撮後に得られる 3 次元構造とオルソ画像は専
用ソフト上で比較的容易に算出される。これら画像デー
タから任意の対象物（たとえば、ススキ群落など）を抽
出することができれば、群落の面積や攪乱の影響を定量
的に評価できるようになる。加えて、UAV空撮の利点
として多時期の観測ができる点が挙げられ、画像分類法
を確立できれば、季節変化や年次変化を詳細に把握する
ことが期待される。
　本研究ではオブジェクト指向画像分類法を適用し、優
占群落 4 カテゴリ（高木、ススキ群落（低木を含む）、
短草型群落、裸地）を抽出することを検討した。具体的
には対数変換を行った群落高（ log（DHM+ 1 ） ）に対
してSLIC（simple linear iterative clustering）法を用い
てセグメンテーションを実施し、RandomForest法に
よって分類を行った。分類に用いた特徴量は群落高とオ
ルソ画像のRGB、RGBより算出したLabの各セグメント
ごとの平均と標準偏差を用いた、。
　その結果、正答率99.25％で群落の分布構造を得るこ
とができた（図 3 ）。図中の深緑は高木を示し、黄色は
ススキ群落、緑は短草型群落（トダシバやオオアブラス
スキが優占）、赤は裸地を示す。
　この結果は、従来RGBなど色情報を用いた分類が行
われていたが、UAV空撮と 3 次元構造の復元から群落
高が得られるため、群落の特徴を把握しやすくなり、高
い正答率が得られたため、と考えられた。
　まとめると、UAVによる植生観測は現地で約 2 時間
程度であり迅速な観測が可能であること、高解像度のオ
ルソ画像および群落高の地図が得られること、これらの
画像データより高精度で群落抽出が可能であることが示
された。このことはUAVによる植生観測は有効であり、
多時期観測を行うことで迅速な植生モニタリングが可能
であることを示す。
　UAVによる植生モニタリングは様々な生態系への応
用が可能と考えられる。今回対象としている半自然草原
は植生の空間的な不均一性が高いため、従来精密な分布
図を得ることが困難だった。また草原と森林の移行帯も
同様に複雑な構造を持っているため、定量的な計測には
多大な労力が必要だった。UAV空撮ではこれらの課題
を克服でき、画像分類法を適用することで定量的な評価
が行えた。UAVによる植生モニタリングの可能性が示
されたことから、より安全性を高めつつ、一連の手法と
して確立することが重要である。
　草原を構成する群落と群落高の分布は草原─森林移行
帯に生育する植物種の分布を解明する上で有効な情報と
なる。今後、種の分布構造と今回得られた群落及び群落
高の分布構造の関連性を明らかにすることで移行帯にお
ける生育地特性の解明を行っていきたい。
図 3 　 オブジェクト指向画像分類法による
群落区分
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基盤研究 3 　　　　　　　　　　　　　
富士北麓の蝶類群集の定量的モニタリングによる温
暖化、外来種の影響と衰退種特性の解明
担当者
　自然環境研究部：北原正彦・大脇　淳
　富士吉田市：早見正一
研究期間　
　平成24年度〜平成27年度
研究目的
　近年、人間の生活様式の大きな変化や様々な環境問題
を通じて、各地の生物群集に大きな変化が生じてきてお
り、それらをモニタリングすることでその実態や原因を
究明することが急務の課題となってきている。
　本研究は、環境指標生物群として昆虫の蝶類を選択し、
それらを一定期間、一定場所（富士北西麓）で定量的に
モニタリング調査を実施することにより、地域生態系レ
ベルにおける温暖化影響、外来種の動態や生物多様性衰
退の実態を探り、それらの将来予測を行い、生態系維持
のための管理・保全対策を考察することが主な目的であ
る。
　具体的には、研究期間全体を通じて、次の 4 点に的を
絞り調査・解析を進めている。
（ 1 ） 地域レベル（富士北西麓）における蝶類群集への
温暖化の影響を考察する（暖地性種、寒地性種の
分布・動態の解明）。
（ 2 ） 地域レベル（富士北西麓）における蝶類群集への
外来種の侵入・動態を把握する（外来種の侵入過程、
動態、在来種との関係）。
（ 3 ） 地域レベル（富士北西麓）における衰退種を識別し、
その生態的特性を把握する（国および県のレッド
リスト種、在来種、寒地性種等の個体数動態の解
明）。
（ 4 ） 群集の将来予測を行い、将来的な群集・生態系多
様性維持のための方策を考察する。
研究方法および成果
（ 1 ）温暖化指標種、外来種、絶滅危惧種の動態
　最終年度にあたる本年度は、富士山北西麓に位置する
本栖高原（上ノ原）で、蝶類成虫の個体数モニタリング
調査を実施した。調査は、成虫の主要出現期間（ 5 月〜
10月）に原則として月 2 回、好天の日を選択して、トラ
ンセクト・カウント法を用いて実施した。具体的には、
調査ルートを歩行して、ルートの左右10m 幅に出現し
た全ての蝶類成虫の種類と個体数を記録した。また、食
物資源の利用様式を把握するために、成虫の餌利用（例
えば花での吸蜜）が確認された場合は、その種類と数も
記録した。調査終了後、 1 年間を通じた種ごとの総個体
数を場所毎に算出して、解析の元データとした。また、
調査担当者の勤務上の理由から、野尻草原での調査は定
量的には実施できず定性的な調査を行った。以降、全研
究期間に得られた結果から、本節では温暖化指標種、外
来種、希少種の動態についてまとめる。
　先ず、本県に比較的最近侵入・定着を果たした暖地性
3 種について述べる。クロコノマチョウは1980年代に入
り、本県では記録数が飛躍的に増え、現在では県南部を
中心に確実に定着している。本栖高原では通年ではな
かったが、本研究期間中に確実に何回か記録され、同高
原に侵入を繰り返していることが明白となった。しかし
ながら、土着している可能性についてはまだ明白ではな
い。一方、野尻草原はこの 4 年間にまったく本種を確認
することができず、まだ侵入していない可能性が大きい。
次に、本県で1998年頃から記録が増え、現在都市部で最
普通種になっているツマグロヒョウモンは、本栖高原で
もほぼ毎年記録され、侵入・定着している可能性が極め
て大きいことが分った。都市部ではパンジー・ビオラ等
の園芸種を食しているが、本栖高原での食草は不明であ
る。本種も前種同様、野尻草原ではまだ記録されず、当
草原にまだ侵入していないものと考えられる。ナガサキ
アゲハは、本県では2000年代に入り記録数が激増し、県
南部には確実に定着している。本栖高原では過去に 1 度
だけ記録があるものの、本研究期間中には全く記録でき
なかった。本種は食樹の関係等もあり、富士北西麓部に
はまだ未定着の段階であると判断される。
　以上、温暖化指標 3 種の動向により、富士北西麓の蝶
類群集にも温暖化の影響が現れていることが確実になっ
た。また、本栖高原と野尻草原のモニタリング結果から、
僅か数百mの標高の違いではあるが、明らかに温暖化の
進行状況に違いが認められた。一方、気温の年次変動が
激しいのと同様に、温暖化指標種の出現も年次変動が激
しく、少なくとも 4 年間くらいのスパンでは、温暖化の
進行について言及することは極めて難しいと考えられ
た。
　次に外来種について述べる。ホソオチョウとアカボシ
ゴマダラは大陸原産で、放蝶により増えた外来種と考え
られ、共に甲府盆地では既に普通種に成りつつある。前
種は過去に野尻草原で記録があるものの、今回は両調査
地共に 1 個体も確認できなかった。本種については食草
（ウマノスズクサ）の分布が関係しているのか、富士西
麓地域への侵入はまだ進行していないものと判断され
た。一方、後種は調査 3 年目までは 1 個体も記録されな
かったものの、 4 年目に本栖高原で成虫が記録された。
甲府盆地周辺では極めて短期間のうちに土着し増加した
ので、富士北西麓地域においても今後の動向把握と駆除
対策は必須の事項といえよう。
32
　最後に絶滅危惧種の動向について述べる。本調査にお
いては両調査地を通じて、ギンイチモンジセセリ、ホシ
チャバネセセリ、アカセセリ、ヤマキチョウ、ヒメシジ
ミ、ヒョウモンチョウ、ウラギンスジヒョウモン、キマ
ダラモドキの計 8 種のレッドリスト（絶滅危惧）種を記
録できた。どの種も年次的な個体数変動が大きかったが、
これらのうち、ギンイチモンジセセリ、ヤマキチョウ、
ヒメシジミ、ウラギンスジヒョウモンの 4 種は毎年ある
程度の個体数が確認され、比較的良好に個体群を維持で
きていたが、ホシチャバネセセリ、アカセセリ、ヒョウ
モンチョウ 3 種は、近年個体数の減少が著しく低密度で、
記録できない年もあった。原因の特定はできていないが、
少なくともニホンジカの食害や人的管理（草刈）停止に
よる草本植生の著しい変化が確認されているので、その
影響が強く示唆され、ニホンジカ対策と人的管理（草刈
等）の実施が保全上必須の事項と考えられた。
（ 2 ）蝶類の環境との結びつき
　本栖高原における本調査（先行調査も含む）では、
2011年から2015年まで継続して 5 年間の蝶類群集のデー
タが得られた。また、同時に、蝶類の吸蜜源となる花の
種数も記録している。今回この全データを基に多変量解
析を行い、周辺の景観や管理が蝶類に及ぼす影響につい
て興味深い結果が得られたので以下に報告する。
　上ノ原の蝶類調査では、合計11本（一本当り50ｍ）の
調査トランセクトを設置して、 5 年間同じ調査努力で定
期的に調査を実施したが、それらのトランセクトは周囲
の景観および管理様式から、以下の 5 タイプに分けられ
た。
トランセクト名 景観 管理様式
A1, A2 両側森林 秋に草刈・刈り草は除去
（防火帯）
B1, B2 片側森林
片側低木地
同上
C1, C2 片側森林
片側草原
同上
D1, D2 両側草原 5 〜10年前まで草刈
E1, E2 両側草原 長期管理放棄
　まず蝶類各種が周囲の景観、管理様式、花の種数にど
う反応するかを調べるために、景観（ 4 タイプ）、管理
様式（ 3 タイプ）、 1 年当りの花の種数を説明変数、年
を共変量、各年の各トランセクトの蝶類群集データを応
答変数として、 5 年分のデータをまとめてRDA分析と
いう多変量解析を実施した。なお、この解析では 2 年以
下しか出現しなかった種は解析の対象から除外した。そ
の結果、周囲の景観や管理様式によって蝶の反応は種ご
とに異なることが明らかになった。ヒメキマダラセセリ、
スジグロシロチョウ、ヤマトスジグロシロチョウ、キタ
キチョウ、ミドリヒョウモン、オオウラギンスジヒョウ
モンは秋に草刈され、周囲を森林や低木地に囲まれた場
所で個体数が多かった（図 1 ．防火帯や両側森林の方向
に直線が伸びるこれらの種は、両側森林かつ防火帯の場
所で個体数が増加することを示す）。一方、コキマダラ
セセリ、ヒメシジミ、ウラナミシジミは秋に草刈され、
片方が草原と接する場所で個体数が増加した。ギンイチ
モンジセセリ、ミヤマカラスシジミ、ジャノメチョウは
少なくとも数年以上放棄され、両側草原の場所で個体数
が増加した（図 1 ）。
図 1 　 3 年以上観察されたチョウ各種の景観や管理様式
への反応を示す二次元座標のRDA解析。花の種
数は有意でなかったため除き、年の効果は共変量
として除外してある。中抜きの三角は管理、中塗
りの三角は景観を示す。種は赤線で示し、景観や
管理への反応が大きかった種のみ示した。
　次に、絶滅危惧種は生物多様性を保全する上で優先順
位が高いため、今回観察された絶滅危惧種 8 種のうち、
3 年以上観察された 6 種（全て草原性）について、周囲
の景観や管理への反応を詳細に解析した。その結果、ウ
ラギンスジヒョウモンを除く 5 種の絶滅危惧種は、周囲
を森林に囲まれた場所では個体数が少なく、面的に広が
りのある草原内のトランセクトであるC 〜Eで個体数が
多かった。ウラギンスジヒョウモンも森林に囲まれたト
ランセクトで個体数が特に多いわけではなく、本種は今
回調査した草原環境では個体数に差がなかった。この絶
滅危惧種の反応は、それ以外の種の多くが周囲を森林に
囲まれた場所で増加した結果と比較し対照的であった。
　以上より、周囲を森林に囲まれた防火帯では多くの種
の個体数が増加したが、草原性の絶滅危惧種は防火帯の
ような線状の草原をあまり利用せず、面的に広い草原を
利用することが明らかになった。また、絶滅危惧種の中
でも、草刈された草原を好む種（ヒメシジミ、ヒョウモ
ンチョウ）と放棄された草原を好む種（ギンイチモンジ
セセリ）があった。これらのことを考えると、管理区域
と非管理区域が混在した面的に広い草原が草原性のチョ
ウ群集の保全に必要であると考えられた。
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基盤研究 4 　
衛星データを用いた富士山周辺の土地被覆変化把握
に関する研究
担当者
　自然環境研究部：杉田幹夫・安田泰輔
研究期間　
　平成27年度〜平成29年度
　
研究目的
　富士山は観光客や登山者に人気があり、これまでも環
境保全対策などが課題となっていたが、世界文化遺産登
録に伴い、登山者等による自然生態系へのインパクトの
継続的な評価が求められている。
　富士山周辺の自然環境の保全を確実なものとするため
には、動植物の生育・生息地などの土地被覆状況を正確
に把握し、継続的なモニタリングを基礎として環境変化
を検出する必要がある。このためには、広範囲の土地被
覆情報を短時間に的確に把握することが可能なリモート
センシング技術の利用が有効である。近年、衛星観測デー
タは、空間・時間・分光の各分解能が高まり、非常に詳
細なスケールから地球規模に至る環境観測が可能になっ
ている。土地被覆状況の把握とモニタリングには、狭域
から広域までマルチスケールでのアプローチが欠かせな
いが、この点においてもリモートセンシング技術は極め
て有効である。
　土地被覆分布の特徴およびその変化の傾向は、例えば
植生遷移や生態系の面的把握に直結するため、自然環境
モニタリングにおいて重要な指標である。また、富士山
の普遍的な価値としての景観維持、富士山を眺望する視
点場の維持においても、土地被覆情報を精確に把握する
必要性が高い。
　本研究では、富士山周辺の土地被覆の現状とその変化
を面的に定量的に捉え、自然環境モニタリングの基礎
データとして提供することを目的とする。
研究成果
　中分解能の衛星データを用いて、富士山周辺を広域に
捉え、既存の各種土地被覆分類手法およびミクセル解析
手法の選択、組み合わせを変えながら分類精度を評価し、
最適な土地被覆解析手順を検討した。本報告では、全球
規模で作成された森林率マップに対して、富士山周辺を
対象に地域レベルでの検証を行った結果を紹介する。全
球森林率マップを基準情報として利用し、 2 時期の衛星
データからの森林率分布を推定した結果から森林変化分
布を作成、全球規模で公開されている森林変化図と比較
した。
（ 1）全球森林率マップの検証
　検証対象としたのは Hansenらが2013年に発表した全
球森林変化データセット（Hansen森林変化図）の一部
である2000年時点の森林率マップ（以下、GFC2000）で
ある。このデータセットは、衛星観測データを用いて
2000年から2012年までの森林の減少と増加が30mメッ
シュを単位に地図化されている。
　これに対し、2001年に青木ヶ原周辺でLiDAR計測さ
れた 1 mメッシュ単位の樹木の高さデータから、30m
メ ッ シ ュ の 森 林 率 デ ー タ（LIDAR2001） を 作 り、
GFC2000と比較を行った。GFC2000とLIDAR2001の散
布図は図 1 で示され、両者の単純線形回帰の結果は次式
となった。
LiDAR2001=13.4＋0.82・GFC2000
（R2＝0.4435, n＝959）
図 1 　 Hansen らの全球森林変化図による2000年時点森
林率（GFC2000）と 2001年LiDAR計測データに
基づく森林率（LiDAR2001）の相関関係 
　LiDAR森林率とHansen森林変化図の間で森林率の等
価性評価は難しく得られた検証精度は低い。これに対し、
衛星観測データを変換して得られる植生に関する指標を
LiDAR2001およびHansen森林変化図と比較した予備解
析では、後述するようにHansen森林変化図との相関が
高くなる傾向が見られ、Hansen森林変化図は、ランド
サット衛星のような中分解能衛星データからの森林率推
定などにおける係数決定用、検証用データとしての利用
価値が認められた。
（ 2）森林率推定に最適な指標の選択
　衛星データから計算される植生指数で最も代表的なも
の はNDVI（Normalized Difference Vegetation Index）
であり、このほか、雲や大気の影響を受けやすいという 
NDVI の 欠 点 を 改 良 し て 開 発 さ れ た 植 生 指 標EVI
（Enhanced Vegetation Index） な ど を 代 表 的 な 植 生
指数として検討対象に選んだ。VSW指数とは、植生
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（vegetation）、土壌（soil）、水（water）を基本要素と
して設定し、衛星データからそれらの構成比を算出する
手法であり、植生、土壌、水の 構成比はそれぞれVI, 
SI, WI （VI＋SI＋WI＝ 1 ） で表される。ランドサット衛
星データから代表的な植生指数、VSW指数など各種の
指 標 を 計 算 し、 森 林 率（ 上 記 GFC2000お よ び 
LIDAR2001）と相関関係の良い指標を探索し、以下の
結果を得た。
　図 2 に示す通り、単純線形回帰の相関係数を基準とし
て比較したとき、VSW指数のSIが最高値を示すことが
分かった。このとき、 4 月よりも 9 〜10月に観測された
衛星データから求めた指標で高い相関が得られることも
わかった。さらに、LIDAR2001よりGFC2000との相関
が高い結果が得られたことは、衛星データから算出され
た指標とGFC2000 がいずれも衛星データ由来の数値で
あるためと考えられる。
図 2 　 森林率と衛星データから計算された指標の相関係
数。横軸の年月は元の衛星データ観測時期、VI、 
SIはVSW指数の一部であり、NDVI、EVIは植生
指数を示し、縦軸は相関係数の値を示す。
　この結果をもとに、10月の衛星データから求めた
VSW指数のSIで、森林率を推定するのが妥当と考えた。
（ ３）森林変化図の作成
　Hansen森林変化図の基準年（2000年）と変化後（2012
年）に対応するランドサット衛星データから上記（ 2 ）
の結果をもとに森林率を推定し、森林変化図を作成した。
（ 2 ）において森林率と高い相関が認められた10月の SI 
指標を用いて、Hansen森林変化図を基準に、2000年、
2012年の各時期でランドサット衛星からSIを計算し、さ
らに森林率への変換係数を決定した結果、次の推定式を
得た。
　　2000年10月：森林率［%］=104－53・SI
　　2012年10月：森林率［%］=105－83・SI
　ただし、 SIのみによる推定では、森林と草原との判別
されない場合があり、SIと独立した別のパラメータ条件
で判別して草原等をあらかじめ除外し、森林率 0 ％とし
た。
　推定された森林率分布について 2 時期の差を取り、
2000年から2012年までの森林増減分布を作成した（図
3 ）。図 3 をHansen森林変化図の森林増加マップおよび
減少マップと比較した結果、ランドサット衛星データか
らの森林率推定を用いて10〜20％を超える森林率の増減
を検出可能であると示唆された。
図 3 　 ランドサット衛星から推定された青木ヶ原周辺に
おける2000年 から2012年までの森林増減分布。
（上）が減少率、（下）増加率。 増加率には、衛
星データ欠損部によるエラー（斜めの帯状範囲）
を含む。
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基盤研究 5 （重点化研究）
急性高山病の要因を脳循環応答から検証する
─安全な富士登山確立に向けて─
担当者
　環境共生研究部：堀内雅弘・遠藤淳子・半田陽子
研究協力者
　山梨大学：小山勝弘
　コロラド大学：Andrew W Subudhi
　チューリッヒ大学：Carsten Lundby
研究期間
　平成25年度〜平成27年度
研究目的
　高所（低酸素）環境下では、大気圧の低下から、吸入
酸素分圧が低下する。このことは、相対的に生体への酸
素供給が不足するリスクを示している。富士登山は、高
所環境で運動を行うことになるため、生体では最も重要
である脳への酸素供給と主要な活動筋である脚部への酸
素供給の競合が起きる可能性がある。組織への酸素供給
は、中心循環と末梢循環の相互作用によりコントロール
されているが、一般に中心循環の指標である心拍出量（心
拍数×一回拍出量）は、運動強度が高く、長時間の運動
では一定状態を示し、それ以上増加がみられない。
　近年血管拡張作用により、末梢循環を改善させる可能
性のある硝酸塩（ビートルートジュースなど）を運動前
に摂取することで、運動時のパフォーマンスを改善しよ
うとする試みがなされている。硝酸塩はホウレンソウや
ビーツの根などに多く含まれており、日常健康食品とし
ての効果もあるため、これらの食品群の摂取が低酸素環
境下における運動能力改善にどのような影響を及ぼして
いるのか検証することは意味があると思われる。先行研
究においては、硝酸塩の摂取は最大下運動時の酸素摂取
効率を改善させることなどが報告されているが、低酸素
環境下における研究は皆無である。
　そこで本実験では、硝酸塩を事前に摂取することが低
酸素環境下での運動パフォーマンスにどのような影響を
及ぼすか検討することを目的とした。
研究方法
（ 1 ）対象者
　健常な若年男性 9 名（平均年齢21± 1 歳、平均値±標
準誤差、以下同様）であった。
（ 2 ）プロトコール
　すべての実験は、室温24℃、相対湿度50%の環境下で、
固定式自転車を用いて行われた。運動時のペダル回転数
は毎分60回転であり、運動様式は脚自転車運動を用いた。
実験は、事前に実験飲料を摂取せず、かつ常酸素環境で
運動を行うコントロール実験（CON）と、事前に偽薬（プ
ラセボ）飲料を摂取し低酸素環境下で運動を行うプラセ
ボ実験（PL）、および事前に硝酸塩（ビートルートジュー
ス）を摂取し低酸素環境下で運動を行うビートルート実
験（BR）の 3 条件をランダムに行った。PLとBR条件は、
験者および被験者のバイアスを防ぐために、ダブルブラ
インドで行った。
　各被験者は、実験開始の 3 日前から、1 日140ml（70ml
× 2 本）のプラセボ飲料またはビートルートジュースを
それぞれ摂取し、当日の朝実験開始前にも同量摂取した。
低酸素環境下での酸素濃度は13.95%（標高約3,250m相
当）に設定した。実験は、早朝採血後に、全ての実験機
器を装着した後に行った。各被験者はセミリカンベント
式のイスに座り、10分間の安静を保った。その後、心拍
数が140拍／分に到達するような一定の運動強度で25分
間の最大下自転車漕ぎ運動を行った。25分間の安静休息
後、各被験者は30ワット／分の負荷より運動を開始し、
毎分30ワットずつ負荷を漸増させ疲労困憊に至るまで運
動を行った。
　実験飲料に用いたビートルートジュースのエネルギー
量は68kcal ／70mlであり、 1 本あたり0.4gの硝酸塩を含
有している。プラセボ飲料は、このジュースから硝酸塩
の成分のみ取り除き、味、匂いおよび色をできるだけ同
じになるように作成されている。
（ 3 ）測定項目
　全ての実験において、呼気ガスを一呼吸毎に採取し、
心拍数（HR）は心拍計を用いて連続測定し、 1 分間の
図 1 　実験プロトコール
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トルートジュースの摂取により運動耐容能が改善された
と考えられた（図 4 ）。さらに、最大酸素摂取量もBR条
件の値がPL条件よりも高い傾向を示した（3,127±120ml
／ 分；CON条 件、2,450±92ml／ 分；PL条 件、2,612±
112ml／分；BR条件、CON vs. PL；P＜0.001、PL vs. BR；
P＝0.066）。
図 4 　 最大運動テストにおけるPL条件とBR条件の運動
終了に至る時間。点線は各被験者のデータを示し、
実線は全被験者の平均値および標準誤差を示す
　以上のことから、低酸素環境下で運動を行う際には、
血管拡張作用がある硝酸塩などを事前に摂取することに
より、低酸素環境における運動時のパフォーマンス改善
に効果がある可能性が示された。これらの結果は、今後
富士登山などを試みる登山者に対しての事前準備として
有効な方策になるかもしれない。
　本実験においては、サンプル数が 9 名と比較的少な
かったため、硝酸塩摂取が急性高山病症状にどのような
影響を及ぼすかは明らかにすることができなかった。ま
た、運動パフォーマンス改善作用のメカニズムを今後明
らかにしていく必要がある。
平均値として算出した。血圧を左中指より 1 拍毎に連続
測定した。また、右中指よりパルスオキシメータを用い
て経皮動脈血酸素飽和度（SpO2）を実験開始から終了
まで 1 分毎に記録した。各 3 条件実験当日の朝に、肘静
脈より10ml採血を行い、硝酸イオンを分析した。
（ 4 ）統計処理
　低酸素環境の影響を比較検討するために、CON条件
とPL条件の差の検定に対応のあるt検定を用いた。同様
に、硝酸塩摂取の影響を比較検討するために、PL条件
とBR条件の差の検定に対応のあるt検定を用いた。有意
水準は 5 ％未満とした。
研究成果
　ビートルートジュースの摂取により、実験開始直前に
おける全被験者の硝酸イオンが有意に増大した（図 3 ）。
最大運動テスト時の疲労困憊にまで至る運動時間は、
CON条件と比較してPL条件では有意に短かった（576±
15秒；CON条件、491±13秒；PL条件、P＝0.021）。こ
のことは、低酸素環境の生体に対する負の影響があった
と考えられる。
　一方、BR条件の疲労困憊に至るまでの運動時間（512
± 8 秒）は、PL条件より有意に長く（P＝0.036）、ビー
図 2 　実験に用いた硝酸塩飲料（左）、低酸素制御装置（中）、および実験風景の写真（右）
図 3 　 実験当日の各条件における血中硝酸イオン濃度。
CON；コントロール条件、PL；プラセボ摂取条
件（偽薬条件）、BR；ビートルートジュース摂取
条件（BR条件）。＊；BR条件と他二条件の有意差
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基盤研究 6
高所登山時に見られる低酸素・脱水状態が低温環境
にさらされた時の生体反応に与える影響に関する研究
担当者
　環境共生研究部：宇野　忠・堀内雅弘・遠藤淳子・
　　　　　　　　　半田陽子
研究期間
　平成27年度〜平成29年度
研究目的
　富士山の世界文化遺産登録に伴い、富士山の観光的利
用は加速すると考えられる。「富士登山」はその最たる
ものの一つであり、年間30万人前後の人々が山頂を目指
し、入山している。しかし、富士登山には様々なリスク
がつきまとう。代表的なものとして「高山病」が挙げら
れる。高山病は標高2,500m以上で発症する頭痛、吐き
気などの症状であるが、その発生機序は未だ詳細にわ
かっていない。今後、増加するであろう登山者が安全で
快適に富士山の登頂を目指し、富士山への訪問に対する
満足度を上げるためには、高山病予防に対する啓蒙が必
要であり、そのための知見の蓄積が求められている。
　急性高山病の発生機序の詳細は明らかとなっておら
ず、多くの要因が複雑に絡み合っていると考えられてい
る。そのひとつに激変する環境要因（例えば、寒暖差や
低湿度など）に生体が適応できず、脱水や低体温症など
と伴に引き起こされる場合が考えられる。また、高山病
に関するこれまでの研究はヒト被験者を使用したフィー
ルド調査、実験室内研究が主であり、より詳細な生体内
の反応をみることは難しい。高所の特徴である低酸素環
境下での生理機能を解明するためには動物モデルを使用
した実験による基礎的なデータの収集が必要不可欠であ
る。
　これまで行った富士登山者に対する調査研究におい
て、高山病スコアが高い被験者は舌下温度が登山中に低
下する傾向があった。また、温冷感申告にて寒さをより
感じ、喉が有意に渇いているとの結果が得られた。既往
研究から高所登山時の低酸素環境は利尿を促進し、低湿
度環境下での長時間の登山運動は発汗、呼吸促進に伴い
脱水状態に陥りやすい。脱水状態と低酸素暴露の生体影
響について報告はされているが、これらに加えて寒冷環
境曝露によってもたらされる影響についての報告はあま
り見られない。
　本研究では、富士登山者の安全で快適な登山を目指し、
高山病の発生機序解明につながる基礎的知見を実験動物
による実験系により提出することを本研究の目的とし、
そのために高所登山時に見られる寒冷環境、低酸素曝露、
脱水状態によって生体機能、特に体温調節反応が受ける
影響について動物モデルを使用し明らかとすることを目
標とする。
研究成果
　実験動物はラットwistar系オス、体重270g〜320gを使
用した。本年度は通常酸素状態において、寒冷曝露を行っ
た時の体温調節反応をはじめとする生体反応を測定する
実験系の構築を行った。実験動物ラットの深部体温、行
動量を自由行動下で測定するため、テレメトリーセン
サーを腹腔内に埋め込み手術を行い、術後十分回復した
状態で寒冷環境 6 ℃（± 1 ℃）に24時間暴露し、深部体
温の変動と行動量の測定を行った（図 1 ）。環境温度の
低下に伴う深部体温の上昇や行動量の増加などの体温調
節反応が観察された。また、尾部の皮膚血管収縮、拡張
による熱放散反応や褐色脂肪組織での熱産生を観察する
ためのサーモカメラ撮影（図 2 ）、チャンバーを用いた
O2／CO2ガス計測による呼吸代謝性熱産生と酸素消費量
の測定、血球計測器による血液性状の測定を通常酸素環
境下で行い基準となる生体反応を測定する実験環境を確
立した。
 　今後、寒冷曝露による体温調節などの生体反応が通
常酸素環境と低酸素環境下でどのような応答の違いが見
られるか観察するため、これらの各生体反応の測定を低
図 1 　 腹腔内 テレメトリーセンサによる自由行動下で
のラット深部体温と行動量の変化
　　　（上： 24 時間、下：寒冷環境以降時）
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酸素環境下でおこなうための実験装置の作成を行った。
これにより高所登山時にみられる環境条件としての低酸
素、寒冷がもたらす生体影響を明らかとする。また、脱
水状態を引き起こした脱水動物モデルの作成を行い、低
酸素環境下における寒冷に対する反応と脱水状態の関連
を明らかとする予定である。
図 2 　サーモカメラによる体温分布の測定
　本研究は動物モデルを用いることによりヒト被験者で
は行えない条件や測定による実験で、高所登山である富
士登山で特徴的な低酸素環境暴露や脱水状態が寒冷環境
による体温調節反応へ与える影響をあきらかにする。こ
れらの基礎的な知見は、応用的なヒト被験者による高山
病研究に役立てることができ、直接的な富士登山リスク
軽減につながる提案の科学的根拠としての成果が期待さ
れると考えられる。
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基盤研究 7
富士山地下水に含まれるバナジウムの中性脂肪増加抑
制作用を安全に効率よく利用するための基礎的研究
担当者
　環境共生研究部：長谷川達也・遠藤淳子
研究期間　
　平成25年度〜平成27年度
研究目的
　これまでに我々は0.1mgV/Lに調整したバナジウム水
溶液をマウスに飲料水として 5 ヶ月間与えた場合、血中
の中性脂肪の増加が抑制することを認めている。しかし、
投与量や投与期間を変化させた実験は行っていない。そ
こで本研究では、バナジウムの投与量や投与期間を変化
させ、効果的に中性脂肪増加抑制作用を示す条件を明ら
かにする。さらに、糖尿病や高脂肪血症に関連するホル
モンであるアディポネクチンを分析して、アディポネク
チンとの関連性を検討する。一方、バナジウムは劇物に
指定されている化学物質である。そのため、高濃度のバ
ナジウムを摂取する場合、あるいは低濃度でも長期間摂
取する場合には注意が必要である。そこで、安全にバナ
ジウムを利用するための検討として、バナジウムが引き
起こす酸化ストレスに着目し、これらに関する検討も行
うことにした。本研究で得られた結果はバナジウムの中
性脂肪増加抑制作用を安全に効率よく利用するための基
礎的なデータとなる。
　昨年までの研究において、0.1、 1 、10mgV/Lにそれ
ぞれ調製したバナジウム水溶液をマウスに飲料水として
5 ヶ月間与えた場合、対照としてイオン交換水（ 0  
mgV/L）を同様に与えたマウスに比べ、血中の中性脂
肪レベルが抑制することが明らかとなった。この中性脂
肪の抑制作用は、マウスに与えたバナジウムの濃度に依
存しなかった。一方、血中のアディポネクチン濃度を測
定したが、全てのマウスで有意な違いは認められなかっ
た。このことから、バナジウム摂取によって認められた
中性脂肪抑制効果にアディポネクチンが関与しないこと
が明らかとなった。本年度はバナジウムの安全性に関す
る検討を行った。
研究方法
　マウス（DBA/2, 4 週齢オス）にメタバナジン酸アン
モニウムを溶かして調製した濃度の異なる三種類のバナ
ジウム水溶液 0.1mgV/L、 1 mgV/L、10mgV/Lをそれ
ぞれ飲料水として与えて 5 ヶ月間飼育した。エサには精
製飼料を用いた。飼育期間中体重および飲水量を毎週測
定した。 1 ヶ月、 3 ヶ月、 5 ヶ月後にそれぞれマウスを
解剖して肝臓障害の指標であるALTならびに腎臓障害
の指標であるBUNを測定した。さらに、小腸の障害の
指標として過酸化脂質の測定を行った。なお、これらの
指標はイオン交換水（ 0 mgV/L）を与えた対照群に比
べて有意に上昇した場合、障害が発生していることを示
すものである。
研究成果
　バナジウム水溶液を 5 ヶ月間マウスに与えた場合、動
物の体重は対照群と有意な差は認められなかった。 1 ヶ
月、 3 ヶ月、 5 ヶ月目にマウスを解剖して血液ならびに
各種臓器を摘出して、安全性の検討を行った。
　肝障害の指標となる血中のALT活性を測定した結果、
図 1 に示すごとく、 1 ヶ月、 3 ヶ月、 5 ヶ月ともバナジ
ウム投与による変動は認められなかった。
　腎障害の指標となるBUN値もALT活性と同様にバナ
ジウム投与による変動は認められなかった（図 2 ）。
　小腸などの消化管障害の指標となる血液検査は存在し
ない。そこで、摘出した小腸中の過酸化脂質を測定して
小腸障害の指標とした。過酸化脂質の測定結果を図 3 に
図 1 　肝臓障害の指標であるALT活性の測定結果
図 2 　腎臓障害の指標であるBUN値の測定結果
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示す。バナジウム10mgV/Lを与えたマウスの小腸中過
酸化脂質量は、 1 ヶ月後では対照群と有意な差は認めら
れなかった。しかし、 3 ヶ月後、 5 ヶ月後になると有意
（P＜0.05）に上昇していることが示された。この結果か
ら、経口投与され小腸粘膜でバナジウムが吸収されると
同時に、生体内の成分と反応して活性酸素種を生成し、
3 ヶ月以上投与し続けると過酸化脂質を増加させたこと
が考えられた。
図 3 　小腸障害の指標としての過酸化脂質の測定結果
　我々は、これまでの研究においてバナジウムの毒性を
マウスで検討した場合、マウスに与えるエサに含まれる
カロリー量の違いによって大きく変動することを明らか
にしている。高カロリー食を与えたマウスの方がバナジ
ウムの毒性が増強される。今回の実験では標準のカロ
リー量である精製飼料を与えている。近年の私たちの食
生活において食事中のカロリー量は増加している。従っ
て、今後、この研究成果をより人の生活に役立てるため
には、カロリー量の異なるエサを用いた検討が必要であ
る。
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基盤研究 8 　　　　　　　　　　　　
山梨県の山間地域における定住の状態と環境変化の
関連の総合的研究
担当者
　環境共生研究部：池口　仁・小笠原輝・本郷哲郎
　自然環境研究部：杉田幹夫
研究期間
　平成24年度〜平成27年度
研究目的、および成果
　山梨県では戦後以降長期にわたって人口減少が続き、
近年は少子高齢化と重なり居住の継続が危ぶまれる状況
になってきている。山岳に囲まれ人の活動が地形により
制限され非都市域の面積割合が高い我が県では、都市の
機能と安定した居住の継続の維持には人口の地域的安定
の意義が大きい。過疎問題、中山間地問題の進行はそれ
ぞれの地域で異なっており、これは、地域の産業の興隆
や観光資源の分布と利用、その歴史的な経緯、中核的な
都市間を結ぶ交通インフラとの接続などによって大きく
左右され、人口が比較的安定な地域と急速に減少した地
域がみられる。今日まで各地で継続した生活と居住、こ
れを「定住」として位置づけ、定住の様態の異なる集落
の比較により、その維持と条件の構造的な理解を進める
ことを目的とした。
　本研究では、定住の継続をのぞましいものと考え、そ
の理解のために、山梨県の山間の集落での定住の事情、
さらに定住の変化を山間集落の間で比較し、さらに自然
的・社会的条件に適応して定住を成立させている持続性
の質的な違い、定住の変化と環境の変化の関連および定
住の方向性の変化の必要性と可能性という 3 つアプロー
チから理解を進めた。そのために調査手法と問題に対す
る取り組みの方向性の異なる研究者が、意見を総合参照
して総合化する研究とした。
　まず、研究方法の議論を行い、自然環境、社会基盤、
産業、大都市との関係の異なる西桂町下暮地集落、山中
湖村平野集落、早川町五箇集落、甲府市中道（中畑・心
経寺）集落の 4 カ所を調査対象地と決め、概況調査の後、
聞き取りなどの現地調査と第二次世界大戦後の定住の変
化を資料から調査・分析を行った。また、対象地区の衛
星データと国土数値情報から森林率の変化を調査した。
　現地調査からは、いずれの集落も現在の居住域の外に
人の活動の痕跡が残る領域が広くみられ、急速に人の活
動域が狭まっていた。また、集落が相対的に安定して維
持されている場所では森林管理の頻度が高いと考えられ
た。リモートセンシングを用いた調査とこれまでの調査
検討の対照を行った結果、図 1 のように山中湖村を除く
地域は、森林率の増加が確認された。このことは現地調
査で人の活動域が狭まったことを追認されたものと考え
られた。
　都市から離れている山間地では人口の社会現象が止ま
りつつある。これに当てはまる早川町と山中湖村では、
それぞれ大幅な社会人口減少期にはみられなかった家屋
等の補修など長期的に居住するための投資、別荘地への
移住がみられた。
　人の活動とその基盤の結びつきから集落間のリンク概
念図（図 2 ）を作成した。山間地である早川町や山中湖
村では道路で集落間のリンク（つながり）が形成されて
いる。いっぽうで、甲府市中道では広域農道の完成でこ
うしたリンクが補強されたものの集落との関係性が弱
く、西桂町では行き止まりとなっており、これらの二つ
の都市近郊農村集落では人口流出が続いている。
　リンクとそれに適合的な居住の形成は、通過する道路
利用者があること、災害時などには避難が一方向に限定
されないことなどの定住上のメリットが存在すると考え
られ、こうした集落の形態の違いが人口の安定に関与し
ていることが示唆された。
図 1 　各地区の森林率の変化
　　　上段：衛星データから推定した地区内森林率
　　　下段： 国土数値情報土地利用細分メッシュから集計し
た地区内森林率
図 2 　調査地の各集落の概念図
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基盤研究 9
地域特性を考慮した自然公園の空間的利用区分に関
する研究
担当者
　環境共生研究部：菊池佐智子・遠藤淳子・半田陽子
　環境教育・交流部：本郷哲郎
研究協力者
　岩手大学農学部：山本清龍
研究期間　
　平成24年度〜平成27年度
研究目的
　自然資源や文化資源といった地域資源や拠点施設を連
関させ、持続的な活用を目指すには、地域資源の価値を
評価し、来訪者の属性や行動特性を整理・分析すること
は有効な資料となる。本年度は、「富士山北麓地域の地
域資源実態調査（2014）」の結果を用いて、総合満足度
と旅行の際に重視した事柄、再訪理由との関係を分析し、
富士山北麓地域の来訪者特性を明らかにすることを試み
た。
研究方法および成果
（ 1）調査・分析方法
　「富士山北麓地域の地域資源実態調査（2014）」とは、
2014年 8 月 6 、 7 日に道の駅（なるさわ、富士吉田）、
鉄道駅（富士急行線河口湖駅）、同 8 月 9 、11、12日に
富士スバルライン五合目（広場、泉ヶ滝）の滞在者（来
訪者・利用者）に、調査票を直接配布し、その場で回収
した調査である。
　分析に使用した総合満足度は、「非常に満足（10点）」
から「非常に不満足（ 0 点）」の11段階評価とした。旅
行の際に重視した事柄13項目（限界に挑戦／発見やスキ
ル／交流／価格・費用／健康／交通・アクセス／滞在日
数／自然／歴史文化／話題性／落ち着いた環境／気分転
換／日本最高峰）は、「最も重視した（ 5 点）」から「まっ
たく重視しなかった（ 1 点）」の評価点を配した。再訪
理由は、「また来たい」から「来たくない」の 4 段階で
評価させたのち、その理由14項目（ご来光／マナー／（富
士山北麓の）歴史文化／トイレ・駐車場／渋滞・混雑／
宿泊施設／（富士山の）動植物・自然／看板・標識／サー
ビス／登山道・遊歩道／費用・金額／地域の自然／観光
案内所／準備中の情報／旅行中の情報）からあてはまる
項目すべてを選択させた。
　集計は調査場所ごととし、旅行の際に重視した事柄も
しくは再訪理由を説明変数、総合満足度を目的変数とし
た重回帰分析（減少法）を行った。得られた偏回帰係数
の有意性と符号に着目して、その意味を解釈した。
（ 2）成果および考察
　総合満足度（平均）は、泉ヶ滝は8.4と 5 か所の調査
場所の中で最も高く、以降はなるさわと富士吉田（8.1）、
河口湖駅（7.9）となり、広場は7.7と最も低くなった（表
1 参照）。
　次に、総合満足度に関係のある旅行の際に重視した事
柄からその意味を解釈した。五合目広場（表 2 参照）で
は、回帰式に含まれる変数は「交流」「歴史文化」「落ち
着いた環境」となった。偏回帰係数の有意性と符号から、
「落ち着いた環境」を重視した滞在者は総合満足度を低
く評価する傾向にあることが示された。同じ五合目でも、
より吉田口登山道に近い泉ヶ滝（表 3 参照）では、回帰
式に含まれる変数は「交流」「健康」「歴史文化」「落ち
着いた環境」となった。偏回帰係数の有意性と符号から、
「健康」を重視した滞在者は総合満足度を高く評価し、「落
ち着いた環境」を重視した滞在者は総合満足度を低く評
価する傾向にあることが示された。道の駅なるさわ（表
4 参照）では、回帰式に含まれる変数は「限界に挑戦」「発
見やスキル」「価格・費用」「健康」「自然」「歴史文化」「落
ち着いた環境」となった。偏回帰係数の有意性と符号か
ら、「自然」と「落ち着いた環境」を重視した滞在者は
表 2 　 偏回帰係数とその有意性の検定（広場）＊5％，＊＊1％
変 数 偏回帰係数 t値 P値 判定
交 流 －0.152 －1.719 0.087
歴 史 文 化 －0.148 －1.738 0.083
落ち着いた環境 －0.194 －2.154 0.032 *
定 数 項 　8.985  31.484 6.191×10－95 **
表 1 　回答数と有効回答数、有効回答率
回収数 有効回答数 総合満足度（平均）
広 場 351 328 7.7
泉 ヶ 滝  70  66 8.4
な る さ わ 126 120 8.1
富 士 吉 田 101  99 8.1
河 口 湖 駅 209 179 7.9
表 3 　偏回帰係数とその有意性の検定（泉ヶ滝）＊5％，＊＊1％
変 数 偏回帰係数 t値 P値 判定
交 流 －0.400 －1.783 0.080
健 康 　0.506 2.328 0.024 *
歴 史 文 化 －0.252 －1.394 0.169
落ち着いた環境 －0.353 －2.007 0.050 *
定 数 項 　9.567 15.929 1.198×10－91 **
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総合満足度を低く評価する傾向にあることが示された。
道の駅富士吉田（表 5 参照）では、回帰式に含まれる変
数は「歴史文化」「話題性」「気分転換」となった。偏回
帰係数の有意性と符号から、「歴史文化」を重視した滞
在者は総合満足度を高く評価し、「話題性」「気分転換」
を重視した滞在者は総合満足度を低く評価する傾向にあ
ることが示された。河口湖駅（表 6 参照）では、回帰式
に含まれる変数は「交流」「価格・費用」「交通・アクセ
ス」「自然」「気分転換」「日本最高峰」となった。偏回
帰係数の有意性と符号から、「交通・アクセス」と「気
分転換」を重視した滞在者は総合満足度を低く評価する
傾向にあることが示された。
表 4 　偏回帰係数とその有意性の検定（なるさわ）＊5％，＊＊1％
変数 偏回帰係数 t値 P値 判定
限 界への 挑 戦 　0.209 　1.408 0.163
発 見 やスキル －0.257 －1.832 0.071
価 格・ 費 用 －0.220 －1.581 0.118
健 康 　0.215 　1.553 0.125
自 然 －0.415 －3.135 0.002 **
歴 史 文 化 　0.181 　1.300 0.198
落ち着いた環境 －0.314 －2.160 0.034 *
定 数 項 　9.110  16.199 1.618×10－26 **
表 5 　偏回帰係数とその有意性の検定（富士吉田）＊5％，＊＊1％
変数 偏回帰係数 t値 P値 判定
歴史文化 0.378 　2.017 0.048 *
話 題 性 －0.382 －2.353 0.021 *
気分転換 －0.797 －4.169 8.745×10－5 **
定 数 項 　9.552  17.285 8.953×10－27 **
表 6 　偏回帰係数とその有意性の検定（河口湖駅）＊5％，＊＊1％
変 数 偏回帰係数 t値 P値 判定
交 流 －0.202 －1.662 0.099
価 格・ 費 用 　0.155 　1.608 0.110
交通・アクセス －0.293 －2.639 0.009 **
自 然 　0.155 　1.345 0.181
気 分 転 換 －0.403 －3.196 0.002 **
日 本 最 高 峰 　0.138 　1.405 0.162
定 数 項 　8.710 24.123 8.585×10－51 **
　また、総合満足度に関係のある再訪理由からその意味
を解釈した。五合目広場（表 7 参照）では、回帰式に含
まれる変数は「ご来光」「（富士山北麓の）歴史文化」「宿
泊施設」「（富士山の）動植物・自然」「登山道・遊歩道」
「費用・金額」「準備中の情報」となった。偏回帰係数の
有意性と符号から、「ご来光」「宿泊施設」「（富士山の）
動植物・自然」を再訪理由として選択した滞在者は総合
満足度を高く評価する傾向にあることが示された。同じ
五合目でも、泉ヶ滝（表 8 参照）では、回帰式に含まれ
る変数は「ご来光」「（富士山北麓の）歴史文化」「（富士
山の）動植物・自然」「費用・金額」となった。偏回帰
係数の有意性と符号から、「ご来光」「（富士山北麓の）
歴史文化」を再訪理由として選択した滞在者は総合満足
度を高く評価する傾向にあることが示された。道の駅な
るさわでは、回帰式に含まれる変数は「ご来光」「登山道・
遊歩道」「費用・金額」となったが、偏回帰係数の有意
性と符号からは、総合満足度に関係のある項目を見いだ
すことはできなかった。同じく、道の駅富士吉田でも、
回帰式に含まれる変数は「ご来光」「宿泊施設」「（富士
山の）動植物・自然」「観光案内所」になったが、偏回
帰係数の有意性と符号から、総合満足度に関係のある項
目を見いだすことはできなかった。河口湖駅（表 9 ）の
回帰式に含まれる変数は「ご来光」「宿泊施設」「（富士
山の）動植物・自然」「サービス」「費用・金額」「地域
表 7 　偏回帰係数とその有意性の検定（広場）＊5％，＊＊1％
変 数 偏回帰係数 t値 P値 判定
ご 来 光 0.560  2.233  0.026  *
歴 史 文 化 0.558  1.861  0.064 
宿 泊 施 設 1.042  2.423  0.016  *
動 植 物・自 然 0.644  2.144  0.033  *
登山道・遊歩道 0.624  1.763  0.079 
費 用・ 金 額 0.811  1.426  0.155 
準 備中の情報 0.803  1.285  0.200 
定 数 項 6.380  29.311  1.983×10－95 **
表 8 　偏回帰係数とその有意性の検定（泉ヶ滝）＊5％，＊＊1％
変 数 偏回帰係数 t値 P値 判定
ご 来 光 1.442 2.674 0.009 **
歴 史 文 化 1.674 2.314 0.024 *
動植物・自然 0.994 1.411 0.163
費 用・ 金 額 3.197 1.434 0.156
定 数 項 6.803 17.674 1.617×10－26 **
表 9 　偏回帰係数とその有意性の検定（河口湖駅）＊5％，＊＊1％
変 数 偏回帰係数 t値 P値 判定
ご 来 光 0.876 2.428 0.121
宿 泊 施 設 1.776 11.845 0.001 **
動植物・自然 0.947 4.797 0.030 **
サ ー ビ ス 0.779 2.007 0.158
費 用・ 金 額 0.694 1.699 0.194
地 域 の自 然 －5.738 6.362 0.012 *
定 数 項 5.666 330.784 2.041×10－44 **
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の自然」となった。偏回帰係数の有意性と符号から、「宿
泊施設」と「（富士山の）動植物・自然」を再訪理由と
して選択した滞在者は総合満足度を高く評価し、「地域
の自然」を選択した滞在者は総合満足度を低くする傾向
にあることが示された。
　今回、富士山北麓地域の来訪者とその施設の利用者か
らなる滞在者の総合満足度評価と、旅行の際に重視した
事柄や再訪理由との関係性の分析から、滞在者が富士山
北麓地域に期待する内容が抽出できると仮定した。その
結果、調査場所により旅行の際に重視した事柄が異なり、
とくに、道の駅なるさわと富士吉田では、滞在者の期待
する内容が顕著に異なることが明示できた。再訪理由で
は、「ご来光」の影響を受けており、五合目の広場・泉ヶ
滝では顕著であることが示唆された。
　今後は、これら来訪者や利用者の特性を観光計画や
ルートの立案に展開するため、現在進行中の研究課題（富
士山周辺の観光資源に対するステークホルダーの価値評
価に基づく保護と利用のための体制整備の提示）の基礎
資料に活用し、研究を進める。
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基盤研究10
富士北麓地域における災害履歴とその住民の対応
〜近世文書・聞き取り調査のデータベース化
担当者
　環境共生研究部：小笠原　輝
　富士河口湖町役場：杉本悠樹
　富士吉田市立ふじさんミュージアム：篠原　武
研究期間　
　平成27年度〜平成29年度
研究目的
　東日本大震災発生以降、災害とその記録や人間の記憶
について改めて見直されることになっている。我が国で
は「東日本大震災からの復興の基本方針」を定め、その
なかでは、災害の記録と伝承の重要性が指摘されている。
　一方、富士山麓地域では春先などに全層雪崩を伴った
土石流「雪代」が発生し市街にも被害が及ぶことがある。
山梨県富士吉田市においては、最も古い記録として『勝
山記』に1545年に雪代が集落まで到達し被害を与えたこ
とが記され、近年では1961（昭和36）年 4 月、1977（昭
和52）年 3 月に雪代が発生し、市街地の築堤、橋梁、道
路、建物等に被害を及ぼしている（表 1 ）。その間、お
よそ10〜50年に一度の間隔で市街地にも被害を及ぼす雪
代が発生しており、火山の噴火より高頻度に住民に被害
を与えてきた災害である。
　本研究では、現代からさかのぼるかたちで昭和期の災
害記録について聞き取り調査を行う。また、明治大正期
〜江戸期までの災害の実態、記録、文書を読み解き、さ
らにデータベース化することを目指し、この地域の災害
履歴を明らかにすることを目的とする。雪代災害への市
民への啓発と、その結果として減災に結びつけることが
可能と考えられる。
研究方法および成果
（ 1）昭和期の雪代災害に対する聞き取り調査
　雪代災害が起こったのは1977年であり、30年以上経過
していること、昭和期に起こった雪代災害は過去のもの
から見てそれほど大規模なものではなく、限定的な地域
に起こっていることから市民の記憶からも消去されつつ
ある。そこで、被害が生じた地域の住民を中心に、雪代
災害時の社会情勢、災害の場所や状況、音や匂いなど五
感に感じる記憶について聞き取りを行った。こうした災
害と人間との対応の詳細は身近な災害史を知り、その災
害についてよく考え備え減災を図る上で有用な情報とな
りうる。
　今年度は1961年の雪代災害で被害を受けた下吉田地区
において聞き取り調査を行い、情報を収集した。その結
果、当時は雪代に対しての注意喚起がなかったこと、雪
代被害が発生する直前の夜には川を流れる岩の轟音を聞
いたこと、土石の流入の程度、土石の流入原因、土石の
におい、子供達の対応や当時の築堤などの情報を得た。
今後はこれらの聞き取り調査をさらに進展させるととも
に、1977年の雪代災害についても聞き取り調査を行って
いく予定である。
（ 2）雪代災害の記録探索と古文書の精読
　主に大正期以前の雪代災害の実態を把握するために過
去の文献や古文書等の文献調査を行った。山梨県立図書
館や山梨県立博物館、富士吉田市立ふじさんミュージア
ム等の古文書所蔵目録や文献などから雪代災害に関する
文献を探索した。
　今年度は、表 1 のとおり記録が見つかり、来年度以降
はこの他の記録の探索を行うと同時に、整理と解読をし
て文献の整理を行っていく予定である。
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表 1 　市街地まで被害がおよんだ雪代の発生年表
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基盤研究11　
山梨のジオ情報を利活用した地域環境特性に関する
研究─暮らしやすい安全安心なまちづくりのために─
担当者
　火山防災研究部：内山　高・吉本充宏・山本真也・
　　　　　　　　　常松佳恵・馬場　章・笠井明穂・
　　　　　　　　　野澤すみれ・蓮尾麻由子・渡邊　学
研究協力者
　都留文科大学：内山美恵子
　大阪市立大学：三田村宗樹
　福島大学：柴崎直明
　山梨大学：後藤　聡
研究期間　
　平成25年度〜平成28年度
研究目的
　東北地方太平洋沖地震では甚大な津波被害の他に、多
大な地質・地盤災害がもたらされた（図 1 ）。これを受
けて内閣府では南海トラフ沿いでの連動型巨大地震を想
定し、被害想定が見直された。山梨県でも、国の被害想
定地震の見直しにより、この南海トラフ巨大地震等によ
る被害想定を見直し、くわえて富士山噴火が想起される
ことから、これらの災害を減じる方策が立てられている。
図 1 　2011年東北地方太平洋沖地震に地盤被害（左図）
　　　歴史地震による甲府盆地の液状化痕（右図）
　県民の安全・安心な暮らしや県土の適正な利用に資す
ることを目的に、ジオ情報（地質地盤情報）のデータベー
スを構築し、これを利用して、山梨県下各地域の地域環
境特性について解析する。目標としては、地域の環境特
性を生かした「将来像」（土地保全・適正利用のための
基本指針）を描くための基礎資料を提供することがあげ
られる。 
研究方法
　本研究は目的を達するために次の目標を設けて行って
いる。 
1 ．ジオ情報の収集とデータベース化
　・各種ジオ情報データの収集とデータベース化
　データベース化に当たって使用したシステムは、国立
研究開発法人防災科学技術研究所と産業技術総合研究所
により、科学技術振興費重要課題解決型研究「統合化地
下構造データベースの構築」の一環として開発、公開さ
れたシステム（下記ソフトウェア）を使用した（図 2 ）。
　・防災科学技術研究所関係ソフトウェア
　　ボーリング柱状図表示システム
　　ボーリングデータ品質確認システム
　・産業技術総合研究所関係ソフトウェア
　　ボーリング柱状図入力システム
　　ボーリング柱状図土質名変更システム
　　ボーリングデータバージョン・変換システム
　　ボーリング柱状図解析システム
　・収集ジオ情報
　ジオ情報の収集に関しては、地盤工学関係は山梨県建
築士会編集委員会・同青年部会編（1992）「山梨の地盤
調査図Ⅲ」を用いた。および新・関東の地盤（地盤工学
会関東支部編（2015）から編集した。地下水関係は、山
梨県（2011、2012）と富士北麓市町村による水井戸工事
報告書を用いた。
図 2 　ボーリング柱状図入力システム
　　　データ入力画面の 1 例
2 ．地域環境特性の解析
　地域環境特性の解析について、上記の情報および自然
環境に関する情報の収集と、災害履歴および水文研究調
査から解析、分析を行う。
3 ．山梨地域環境特性の情報の評価と公開
　目標 1 と 2 を総合して、地域環境特性の評価方法と表
現手法の検討し、情報の開示、公開を行う予定である。
研究成果
　ジオ情報の収集・データベース化では、データベース
化したジオ情報の本数は地盤工学関係が約900本である。
このうち甲府盆地における地域環境特性について解析し
て結果を図 3 に示す。図 3 下図で、甲府盆地北部中央に
軟弱な地盤分布していることが判明した。なお、ボーリ
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ング柱状図等のジオデータの収集については、山梨県地
質調査事業協同組合にご協力いただいている。
図 3 　甲府盆地におけるジオ情報(ボーリング柱状図)の分布
　　　上図：約900本のうち代表的なボーリング柱状図と断面図位置を示しいている
　　　中図：甲府盆地の代表的な南北方向の浅層地下ボーリング断面図
　　　下図：同地域の東西方向の浅層地下ボーリング断面図
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基盤研究12　
富士五湖・湖底堆積物の有機地球化学分析による自
然環境変遷史の復元
担当者
　火山防災研究部：山本真也・内山　高
研究期間　
　平成25年度〜平成27年度
研究目的
　富士山を取り巻く自然環境は、度重なる噴火により、
破壊と再生を繰り返してきた。しかし過去の火山活動に
伴う自然環境擾乱の実態については、ごく最近の噴火（宝
永や貞観噴火など）を除けば、未だ明らかになっていな
い。そこで本研究では、山中湖・河口湖・本栖湖の湖底
堆積物の有機地球化学分析を行い、富士山火山活動に伴
う富士北麓の自然環境変遷史を明らかにすることを目的
とする。
研究方法および成果
（ 1）前年度までの研究概要
　平成25年度の研究では、富士五湖の中でも最も多く富
士山由来のテフラが含まれる山中湖（YA－1、図 1 ）の
湖底堆積物を対象に植物ワックスの分析を行い、①約
6,000〜4,500年前の気候の寒冷湿潤化に伴い山中湖周辺
に湖環境が成立したこと、②約3,300年前と約1,300年前
には火山活動の影響により山中湖の水位が大きく変化し
ていたことを明らかにした。また、芳香族炭化水素の分
析から、約1,900年前のスコリア降下により、大規模な
植生破壊が引き起こされた可能性のあることが明らかと
なった。
　更に平成 26 年度には、山中湖の堆積物中の長鎖脂肪
酸の安定炭素同位体比の測定を行い、過去11,000年間の
植生復元を行なった。その結果、長期的には有効降水量
の変化や花粉化石から推定される植生変化と一致する変
動が確認された一方で、約2,000年前には、噴火等の影
響により森林植生が破壊され、ススキなどC4植物のが卓
越する草原環境が成立したことが示唆された。
（ 2）平成2７年度の研究とその成果
　平成 27 年度は、前年度までの研究で明らかとなった
約2,000年前の植生破壊イベントの詳細を明らかにする
ために、より詳細な安定炭素同位体比の検討を行い、ま
た森林火災の有無を調べるために、燃焼起源有機化合物
（PAHs）の分析を行った。更に、同イベントの他地域
への影響を調べるために、河口湖の湖底堆積物（KA－1；
図 1 ）でも植物ワックスの安定炭素同位体比の測定を行
なった。その結果、以下のことが明らかとなった。
① 　山中湖堆積物中の植物ワックスの安定炭素同位体比
の解析から、約1,900年前と約1,550年前に短期的（数
十年以内）かつ急激なC4植物（主に草本類）の増加イ
ベントが認定できた。また、これらイベントに先立ち
湖水位の上昇とピレン等の燃焼起源有機化合物の増加
が見られ、噴火等により湖が堰き止められ、また森林
火災により植生が焼失したことが示唆された（図 2 ）。
② 　上記変化が見られた約2,000〜1,500年前は、富士山
北東麓で側火山の活動が活発化した時期にあたり（田
島ほか、2007）、これら火山活動が山中湖周辺の自然
環境に大きな影響を及ぼしていたことが示唆される。
ただし、地球化学的指標から読み取れる環境変化イベ
ントは必ずしも堆積物中のテフラ層と一致しているわ
けではなく、噴火自体は比較的高標高域で起こってい
た可能性がある（図 2 ）。
③ 　上記に対応する一連の環境変化は、河口湖の堆積物
からは確認することができず、これら噴火による環境
変化は山中湖周辺に限定された局地的なものであった
と考えられる。
図 1 　 本研究で用いた山中湖、河口湖の湖底堆積物の採
取地点。
図 2 　 山中湖の湖底堆積物から復元された約2,300年前
（弥生時代）から1,200年前（平安時代）の環境変化。
（Paq値：有機物組成に基づく湖水位の指標）。
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基盤研究13　
富士山の古地磁気を用いた溶岩噴出年代の決定
担当者
　火山防災研究部：馬場　章・吉本充宏・内山　高・
　　　　　　　　　山本真也・常松佳恵・笠井明穂・
　　　　　　　　　野澤すみれ
研究協力者
　日本大学：金丸龍夫
　東京大学地震研究所：金子隆之・安田　敦
研究期間　
　平成27年度〜平成29年度
研究目的
　富士山の将来の噴火による災害を軽減するには、過去
にいつ、どこで、どのような噴火が起こったかを明らか
にすることが重要である。富士山では、近年噴火履歴の
研究が進み、溶岩の分布域や火山噴出物の層序、C14法
（放射性炭素年代法）や古文書による年代値などがまと
められている。一方で、いまだ噴出年代が明らかになっ
ていない噴出物も多く、過去2200年間でも42回の噴火の
うち13回の噴出年代が明らかになっていない。
　本研究では、年代が確定していない噴出物の噴出年代
を決定するため、新たに岩石磁気特性を応用した方法を
導入し、次に挙げる研究項目を実施する。
（ 1 ） 年代既知の溶岩が保持している岩石磁気方位を測
定し、富士山周辺域の古地磁気方位のデータベー
スを作成する。
（ 2 ） 既存の地球磁場の変遷データベースと照合し、年
代未詳な溶岩の噴出年代を明らかにする。
研究方法および成果
　本年度は研究項目（ 1 ）を検証するため、富士山周辺
に分布域・年代値が既知の溶岩14層30地点において222
試料を定方位サンプリングした。得られた試料から岩石
磁気分析をおこなうため試片に整形し、156試片の分析
をおこなった。また、分析精度を検証するため、日本大
学へ50試片の分析を委託した。
（ 1）段階交流消磁実験
　古地磁気方位測定は、スピナー磁力計（ASPIN）・交
流消磁装置（DEM-95C）を用いて段階交流消磁実験を
おこなった。測定精度を向上させるため、既存の試料保
持具を改良し、交流消磁装置を最大70mTから120mTに
なるよう消磁レベルの高出力化を図った。そのうえで、
段階交流消磁実験は試片ごとに 0 〜120mTまでの10〜
14ステップをおこなった。
　得られた測定値の安定成分を取り出すため、最小自乗
近似によって特徴的磁化方向を求めた。富士山の溶岩試
片の消磁特性は、直交ベクトル図上で直線的に減衰する。
このことは安定な単一の磁化成分から成っていること示
している。
（ 2）溶岩の古地磁気方位
　溶岩ごとに測定値（N= 5 〜15）を平均化した古地磁
気方位は、12層が精密度係数（k）200以上、信頼限界（α
95）3.00以下の信頼性を満たしており、年代値の整合性
を検討するため、地磁気永年変化曲線（Hatakeyama et 
al., 2012）との対比をおこなった。溶岩ごとの古地磁気
方位は、地磁気永年変化と調和的であり、噴出年代の決
定に有効であると考えられる（図 1 ）。
　北麓に分布する剣丸尾第一溶岩と南麓に分布する不動
沢溶岩は、山元ほか（2005）により同時噴火の可能性が
指摘されている。より南麓に分布し、西暦880年の噴火
とされている大淵丸尾溶岩は、剣丸尾第一溶岩と重複す
る古地磁気方位を示していることから、同時期の噴火で
ある可能性が示唆される。一方で、西暦800〜802年の噴
火とされている鷹丸尾溶岩の古地磁気方位は、西暦620
〜700年を示し、より古い年代である可能性も考えられ
る。これらのことから、報告されているC14法や古文書
による年代値、火山噴出物の層序、そして古地磁気方位
を含めた噴火年代の再検討が必要である。
　今後、研究項目（ 1 ）の継続に加えて、岩石の化学組
成・鉱物量比など岩石学的研究から溶岩の識別・同定を
おこない、富士山の噴火履歴を詳細化していく予定であ
る。
図 1 　溶岩が示す古地磁気方位
　　　 図中の数字は西暦、線は地磁気永年変化曲線を表
す。四角は溶岩の古地磁気方位、大小の円は古地
磁気方位の信頼限界を示す。
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基盤研究14　
富士山の環境保全を目的とした環境教育プログラム
の構築
担当者
　環境教育・交流部：本郷哲郎
研究協力者
　東京大学：濱　泰一
研究期間　
　平成27年度〜平成28年度
研究目的
　富士山の世界文化遺産登録継続には、人と自然が共生
する形で地域が保全されることが重要である。そのため
には人々の協力が不可欠であり、環境教育の役割が重要
となる。本研究では、富士山の環境保全を目的とした環
境教育プログラムを作成するとともに、その評価手法の
検討を行うことを目的とする。この目的を達成するため
に、①環境保全を目的とする環境教育プログラムから、
地域に根ざした環境教育に必要な構成要素を抽出する、
②統計的手法を用いて構成要素を構造化する、③プログ
ラムを提供する対象のニーズを把握する、④環境教育プ
ログラムのモデルプランを作成、試行し、評価手法の検
討を行うこととする。
研究方法および成果
（ 1）‌『環境教育』に掲載された環境教育プログラムの整
理
　先に示した①の作業として、現在実践、あるいは研究
されている環境教育プログラムについて、できるだけ広
い視野から把握することを考慮に入れ、どのような構成
で整理できるのかを明らかにする目的で文献調査を実施
した。先駆的・網羅的に環境教育プログラムの実践を掲
載し、それらの内容について詳細に記述されている学術
誌『環境教育』（第 1 巻第 2 号（1991）から第20巻第 2
号（2010））を対象とした。
　分析には、著者自身が環境教育プログラムを実践して
報告しているもの（実践：134文献）、筆者が自身では実
践はしていない環境教育プログラムを紹介しているもの
（紹介：20文献）、いくつかの環境教育プログラムを比較
するなどして、内容を批評しているもの（論説：6 文献）
に、環境教育プログラムを直接は扱っていないものの、
報告された調査の中でその手法や材料が環境教育プログ
ラムに活用できると判断されたもの（調査報告：88文献）
を加えた合計248文献を用いた。各文献に記載されてい
る「目的」「方法」「場所」「対象」に加え、「内容」から
プログラムに必要とされる238項目を構成要素として抽
出した。
　整理結果の一例として、「目的」および「方法」と、「内
容」の一部から抽出された項目について、該当する文献
数を表 1 に示す。「目的」でみると、知識・関心を高め
ることを目的にしたものが多かった。また、環境に配慮
表 1 　『環境教育』掲載の環境教育プログラムから抽出した項目の整理結果 ※対象文献数248
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した態度・行動を促すことを目的としたプログラムも多
くみられたが、どのように態度・行動につながるのか具
体的な説明が十分にはできていないものが多かった。
　今後は、クラスター分析により項目間の連関を明らか
にするとともに、目的に応じて、適切な方法や必要とな
る内容を整理し、環境保全の意識を高めていくような系
統的な環境教育プログラムの作成をめざす。
（ 2）富士山の環境保全に対する小中学生の意識
　富士北麓地域の小中学校では、富士山の世界文化遺産
登録を契機に、積極的に富士山に関する学習を推進して
いる。富士山の周囲で起こる様々な問題は、その解決に
あたって立場の異なるものの間で合意形成を図ることが
むずかしいといった社会的ジレンマの様相を含んでお
り、それを念頭に学習内容を整理する必要があると考え
られる。しかし、このような観点からの整理は行われて
おらず、環境問題に対する意識も把握されていないのが
現状である。そこで、先に示した③の作業として、富士
河口湖町の小中学校の児童・生徒に対し、質問紙調査を
実施し、富士山の環境保全に対する意識を把握すること
とした。社会的ジレンマの解決には道徳性の発達が有効
であると指摘されており、その発達段階を把握するため
に、既往研究で用いられた正義の推論や生命を大切に思
う程度、あるいは道徳的行動力の程度を質問の基準とし
て用いた。
　質問紙で用いた質問項目を、回答結果とともに表 2 に
示す。富士山の環境保全意識に関する質問については 4
段階の選択肢（ 1 〜 4 点）を、環境配慮意識・行動に関
する質問については 2 段階の選択肢（ 1 〜 2 点）を用い
た。調査は富士河口湖町内の各小中学校に依頼して2015
年 5 月下旬に実施し、500（99.0％）の有効回答を得た。
　その結果、富士山の環境保全意識に関する質問では、
ほとんどの質問で平均得点が、配点の中間値である2.50
を上回っており、全般的に高くなっていた。そのなかで、
選択肢の基準が道徳的行動力となっている質問の得点は
他の質問に比べ低くなっていた。また、富士山の環境保
全意識の質問をクラスターに分けたところ、道徳的行動
力が基準となる質問は他の質問と違うクラスターに入
り、他の質問に対する回答傾向と異なることが明らかに
なった。
　さらに、重回帰分析の結果、環境配慮意識・行動の質
問のなかの、資源・エネルギーに関する質問の得点、一
般的配慮に関する質問の得点、および、属性の質問のな
かの、家族と環境問題について対話をする頻度の得点が
高いと、富士山の環境保全に関する意識の得点（各質問
項目の平均点）も高くなることが明らかになった。
　得点が高かった質問は、学校へのインタビュー結果か
ら、通常学校でよく教えられている内容に関するもので
あり、学校における環境教育の効果が現れているものと
考えられた。また、環境保全に対する意識を高め、行動
を促すためには、親子が一緒に参加し、富士山で起きて
いる社会的ジレンマ課題について討論し、自分の生活を
見直すきっかけとなるような環境教育プログラムが有効
と考えられた。
表 2 　富士山の環境保全に対する意識調査の結果 ※有効回答数500
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2 － 1 － 3 　特別研究
特別研究 1 （重点化研究）
富士山周辺における侵略的外来植物の広域分布推定
に関する研究
担当者
　自然環境研究部：安田泰輔
研究協力者
　茨城大学：山村靖夫
　信州大学：渡邉　修
　広島大学：川村健介
　帝京科学大学：岩瀬剛二
研究期間
　平成27年度〜平成29年度
研究目的
　富士山周辺及び山梨県内において、侵略的な外来植物
の侵入が確認されている。これらの外来植物は短期間で
大繁茂することがあり、在来植物との競合や駆逐による
生態系の改変や農林水産業への被害も指摘されている。
　侵略的外来植物に対する防除計画立案と実施のために
は河川や農耕地、道路といった土地利用に外来植物の分
布情報を組み合わせたGIS（地理情報システム）が有効
である。これは駐車場や動線の確保といった実際の駆除
活動の際に必要なだけでなく、たとえ対象地域に外来植
物が侵入していなくとも、将来的な侵入の可能性を検討
する上でも有効である。しかし、外来植物の分布自体が
明らかされておらず、一部地域での侵入記録のみ報告さ
れている。
　本研究は 1 ．広域的な分布調査方法の検討を行い、2 ．
野外調査と広域的な分布推定から侵略的外来植物の広域
分布を明らかにすることを通じて、富士山周辺における
侵略的外来植物の広域的な分布を解明することを研究目
的としている。対象種は侵略的外来植物の中でも富士山
周辺に多いアレチウリ（Sicyos angulatus  特定外来生
物）、オオキンケイギク（Coreopsis lanceolata 特定外来
生物）、オオハンゴンソウ（Rudbeckia laciniata 特定外
来生物）、オオブタクサ（Ambrosia trifida）とした。
　本年度は広域的な分布調査方法を検討した結果につい
て報告する。
研究方法および成果
　広域的な分布を推定する場合、既存のデータベースを
活用することが多いが、これら外来植物のデータベース
が不足しているため、広域的な分布の推定が困難であっ
た。そのため、短期間で広域的な分布を調査する手法を
検討した。
　今年度の調査範囲は、山梨県全域及び富士山周辺（静
岡県側も含む）の主に市街地とした。これは対象種が河
川や農耕地、市街地等で繁茂する傾向があるためである。
（ 1）広域的な分布調査方法について
　広域的な分布状況を明らかにするためには、可能な限
り多くの地点での侵入状況を確認する必要がある。その
ため、広域を移動しつつ、 1 地点での調査時間を短縮す
る必要がある。本研究では、自動車で移動しながらGPS
により時刻と位置座標の記録（Holux m-241）とデジタ
ルビデオカメラ（Sony アクションカムHDR-AS100V）
で録画しつづけ、音声にて対象種の分布（在のみ）を記
録する方法を用いた。
　この方法では記録したデータを後処理することで、分
布図を作成する。具体的には調査終了後に保存した動画
ファイルから音声データを抽出し、対象種が記録された
時刻を得て、GPSの時刻と同期し対象種の位置座標を得
る。以下にデータの後処理手順を示す：
　 1 ． FFmpeg （http://www.ffmpeg.org）により録画
ファイル（MP 4 形式）から音声ファイル（wav
形式）を抽出
　 2 ． 抽出した音声ファイルにSox
　　　 （http://sox.sourceforge.net/）を用いてHigh-pass 
filter （1000Hz）とnormalize処理を施し、音声の
クリーニング（発生音の確認のため）を実行
　 3 ． ELAN（http://tla.mpi.nl/tools/tla-tools/elan/）
により発見時刻の抽出（画像と音声で確認）
　 4 ． GPSの時刻と発見時刻を同期させ、位置座標を抽
出し、GISソフトで地図化
　また、図 1 に調査時の画像と処理前後の音声データを
示す。図 1 右上図はクリーニング前、右下図はクリーニ
ング後を示し、発生音が識別しやすくなっていることが
わかる。
図 1 　記録画像と音声データ
　上記以外の手法も試みたが、静止画の撮影では対象種
が記録されていないことがあり、連続した動画撮影が有
効であった。また、本手法は比較的安価な機材とフリー
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ソフトを用いているため、後処理手順が確立されたこと
で様々な場面にも応用が可能であると考えられる。
（ 2）外来植物の分布状況
　次に本手法を用いて調査した結果を示す（図 2 ）。調
査期間は2015年 6 月から10月の間の計15日間であり、相
移動距離は1313.5kmである。対象種が確認された草地
点数は2259か所であり、アレチウリは331か所、オオブ
タクサは947か所、オオキンケイギクは981か所だった。
なお、オオハンゴンソウの発見数は非常に少なかったた
め、ここでは除いた。
図 2 　 調査経路および発見された外来植物（アレチウ
リ：赤、オオキンケイギク：橙、オオブタクサ：
緑）の分布図
  （出典：国土地理院基盤地図情報を使用）
　調査の結果、本研究で適用した手法は効率よく広域的
な分布状況を把握できることが示された。山梨県内では
これまで河口湖周辺や北杜市の一部、上野原市の一部で
アレチウリの分布記録があったが、今回の調査でこれま
で未確認であった地点で外来植物の分布状況を把握する
ことができた。このような分布記録が得られることで、
周辺地域への侵入拡大の可能性を検討することや駆除計
画の立案が行える。
　また、河川や農耕地、市街地といった土地利用図や気
象条件の地図を用いることで、地域ごとの外来植物の出
現確率（侵入確率）を推定することが可能となる。今後、
調査地点を増やし、広域的な分布を解明しつつ、外来植
物の防除に資する知見を提供する。
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特別研究 2
富士山におけるニホンジカの個体群動態と個体数管
理に向けた行動学的特性の研究
担当者
自然環境研究部：小平真佐夫・安田泰輔・勝俣英里
研究期間
　平成25年度〜平成27年度
研究目的
　シカの個体数管理に有用な、個体群動態とそれに関わ
る外的要因との関係、大量捕獲法の開発に資するシカの
行動学的特性を明らかにする。
研究方法および成果
（ 1）個体数指標
　本年度は、富士北麓において夜間に林道で行うスポッ
トライト調査、その林道沿いに配置した調査区で行う糞
塊調査、そして同じ調査区でのカメラトラップ調査から
得られる、 3 つのシカ個体数指標の関係を考察した。ま
た、林道が閉鎖される積雪期に、雪上の足跡をカウント
する足跡調査を行い、個体数指標としての可能性を調べ
た。
図 1 　 富士北麓調査地域。スポットライト調査経路（太
線灰色）と、足跡調査経路（破線）。等高線は500 
m置き。
　スポットライト調査は前年度と同様、富士林道から軽
水林道へ続く延長約27kmのコース（図 1 ）を 5 月、7 月、
9 月、11月の 4 期にそれぞれ 2 夜で合計 8 回行った。糞
塊調査とカメラトラップ調査では、前年度に植生指標調
査のため上記林道沿いに設置した調査区（10m×20m）
13ヶ所を対象とし、スポットライト調査実施前に調査区
内のシカ糞を全て除去してカメラを設置し、スポットラ
イト調査を含む15日後に新規の糞塊数を計数し、カメラ
を回収した。足跡調査は富士北麓に 5 本の調査ルート（合
計約60km）を設定した。手法としては、降雪後24時間
経過してから踏査を開始、ルートを横切る新規の足跡を
計数するものである（Stephens et al. 2006）。
　 4 期、 8 回のスポットライト調査にて目撃したシカ頭
数は228頭（28.5頭／回、10.43頭／10km）で、前年度（193
頭）に比較して月変動、年変動に有意差はなかった（2-
way ANOVA）。メス成獣が最も多く（63.6％）、幼獣（ 0
才）が少ない（1.8%）傾向も前年どおりで、個体群成長
率は低いと推察された。
　糞塊調査とカメラトラップ調査に関し、調査区のひと
つは皆伐されたため、12ヶ所を分析対象とした。糞塊調
査は 4 期で209回分の糞塊を数え、 5 月が最多で79回分
であった。9 月と11月には除去した糞塊数も記録したが、
除去数より新規数の方が多い調査区もあった。カメラト
ラップには 4 期720カメラ日で210枚、241頭の撮影が
あった。 7 月が最多で103頭だった。内訳は、やはりメ
ス成獣が最多（73.0％）で幼獣が少ない（7.9％）という
傾向で、スポットライト調査と同様であった。
　足跡調査に関し、今年度は条件に合う降雪が少なく、
予定の 5 ルートのうち 4 ルートしかできなかったため、
ここでは富士北麓の西側に限っての分析となる。なお、
実施しなかった富士北東部の滝沢林道は昨年度に踏査
し、約10kmでわずか 2 頭分の足跡しか発見できなかっ
た地域で、冬季のシカ密度が極めて低いと予想される。
今年度の 1 月から 3 月に、 4 ルート、合計46.5kmを踏
査し、398頭分の足跡を雪上に数えた。シカの24時間で
の平均移動距離を他地域のデータから約 3 kmと推定し、
FMP法（Stephens et al. 2006）にあてはめて簡易推定
すると、冬季の富士北西部におけるシカ生息密度は4.48
頭／km2となった。これは環境省や県森林総研による広
域のシカ密度推定値より大幅に低いが、本研究で得られ
た他の密度指標から見れば妥当な値である。少なくとも
冬季は、富士北麓のシカ密度は 5 頭／km2以下であると
考えられる。
　
（ 2）指標間の関係性
　区間別目撃数（月毎 2 夜の和、C）、糞塊数（D）、撮
影枚数（E）の 3 指標について、年間データをプールし
て比較したところ、いずれも相関は弱かった（図 2 ）。
　時期毎に見ると、 4 時期・ 3 組の12通りの組み合わせ
のうち、 9 月の糞塊数と撮影数（F1,9＝6.17、P＝0.035）、
11月の目撃数と撮影数（F1,10＝6.034、P＝0.034）の 2 例
のみ、有意な正相関があった（図 2 ）。
　12調査区で前年度に求めた植生指標 2 種（シカ被食の
ある木本個体数／全ての木本個体数、シカ被食のある小
径木個体数／全ての小径木個体数）について、 3 つの個
体数指標と比較したところ、やはり相関は弱かった。
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　本来、シカが極めて低密度、あるいは極めて高密度の
場合、これら 3 種の密度指標はいずれも相関することが
期待できるが、本調査地のような低〜中密度の場合は、
必ずしも指標間に相関が見られない可能性がある。
図 3  　 密度指標の相関関係。左が 9 月の糞塊数×撮影
数、右が11月の目撃数×撮影数。
図 2 　 3 指標の相関関係。
左上が目撃数×糞塊
数、右上が目撃数×
撮影数、下が糞塊数
×撮影数。データは
いずれも通年プール
したもの。
　目撃数・撮影数と糞塊数の間に相関が弱い理由として、
シカが 1 ヶ所に落ち着かず、調査区内での滞在時間が短
い場合が考えられる。目撃数と撮影数に相関が弱い理由
として、定点カメラによる同個体の重複撮影（過大評価）、
あるいは撮影インターバルによる群れ後続個体の撮影漏
れ（過小評価）が考えられる。定点カメラに設置場所を
生息域とする個体が繰り返し撮影されるのは、カメラト
ラップ調査の弱点であり、避けられない。インターバル
を長く取ることで同じ個体を連続して撮影する事態を避
けられても、同じ個体が高頻度でカメラの撮影範囲を訪
れればやはり重複撮影は起こる。また、インターバルを
長くすれば、上記のように群れの先頭だけが撮影され、
後続が記録されない事態が増え、過小評価を招く。
　植生指標とシカ個体数指標の関係について、本調査で
相関が得られなかった理由はいくつか考えられる。ひと
つには、本調査で用いた植生指標が単年度の被食ではな
く、これまでの被食の蓄積を定量化した数値ということ
にある。シカの個体数指標が現在の生息密度を反映した
ものならば、植生指標も現在の採食圧を数値化すること
で対応が取れる。その場合、ある年度の植生調査とその
翌年度の植生調査の差分をその年度の被食を表す指標と
し、対応する期間のシカ個体数指標と比較するべきであ
ろう。さらに、シカの影響を測る植生指標に、最近は小
径木を対象とする指標が提唱されているが、富士北麓の
多くを占める人工林はもともと林床植生が乏しく小径木
が少ない。本調査で用いた面積（10m×20m）では十分
な標本数に達しない疑いがあった。今後調査区を拡大す
るなど、改善を図りたい。
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特別研究 3
富士五湖（特に河口湖）の水質浄化に関する研究
─湖底堆積物の物理的および化学的性状の把握─
担当者
　火山防災研究部：内山　高・山本真也・吉本充宏・
　　　　　　　　　常松佳恵・馬場　章・笠井明穂・
　　　　　　　　　野澤すみれ・蓮尾麻由子
研究期間
　平成25年度〜平成27年度
研究目的
　近年、富士北麓地域では、富士五湖（特に河口湖）の
環境が30から50年前に較べ悪化しており、これ以上の環
境悪化が進まないように、現状把握と対策を講じてもら
いたいとの住民からの要望がでている。こうした背景か
ら、山梨県富士山科学研究所では、河口湖の環境汚染の
現状を包括的に把握することを目的に、河口湖底質の物
理的・化学的性状の把握と湖水の化学分析を行っている。
　上記の目的を達成するために、目標・研究計画として
は下記の 3 項目を掲げた。
1 ．流入河川の流量と水質分析
　・流入河川の流量観測
　・水質分析
2 ．底質の性状の把握
　・湖岸および湖底表層堆積物の性状の分析
　・物理的および地球化学的分析
3 ．総合解析
研究方法および成果
　今回調査を行った地点を図 1 に示す。
図 1 　河口湖における調査地点
　　　試料採取地点と湖盆の区分
1 ．流量観測と水質分析
　平成27年度の研究では、流入河川の流量を明らかにす
るために、常時流入河川である寺川に流量観測機器を設
置し、流量観測を行った。また、水質の経年変化を明ら
かにするために、県保有の既存のデータを使い水質の長
期的な変動傾向を調べた。その結果、2014年11月に観測
された寺川の流量は0.138m3/secから0.157m3/secであ
り、これは前回観測して昭和56年の平均値0.046m3/sec
の約 3 倍であった。今回観測月が 1 ヶ月と短いため季節
変動が大きく作用したと考えられる。現在長期間にわた
る観測を行っているので、そちらのデータで改めて比較
を行う予定である。
　また、過去40年間の河口湖の表層水中の富栄養化指標
（全窒素TN、全リンTP、クロロフィルaChl-a）をまと
めた結果、概ね減少傾向にあることがわかった（図 2 ）。
図 2 　河口湖における富栄養化指標の変化
　　　（県大気水質保全課のデータを基に作成）
2 ．底質の性状の把握
　今年度の研究では、湖岸 5 地点、湖心 7 地点から打ち
込み式柱状採泥器を使い表層堆積物を採取し、堆積物の
堆積学的特徴を調べた。その結果、東（中央）湖盆（図
1 大石公園コア）で約 5 cmから10cm、船津湖盆（図 1
船津沖コア）で約30cmのヘドロ状堆積物が確認された。
これら堆積物中の有機炭素含有量の層序学的変動を調べ
たところ、表層ほど高い値を示し、近年の有機炭素の堆
積が増加傾向にあることが示唆された（図 3 ）。
　また、有機炭素の堆積が増加した年代を明らかにする
ために放射性元素鉛210（210Pb）及びセシウム137（137Cs）
を使って、年代測定を行った。
　210Pb測定値について、大石公園コアでは深度38cmに
ピークがあり、その前後では濃度が大きくは変化がなく、
船津沖コアでは深度10cmにピークがあり、それ以深で
は小さくなる。137Csについて、210Pbと同じように船津
沖コアでは深度10cmに大きなピークがあるのに較べ、
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大石公園コアでは深度24cmと42cmの二つの極大値があ
り、両コアでは傾向が異なる。
　このことは、河口湖において、湖盆の東西で堆積物の
供給系が大きく異なることを意味する。
図 3 　 大石公園コア（130329-06；図左）と船津沖コア
（140318-01- 2 ；図右）の粘土層中の有機炭素量
の変化
　　　 大石公園コア（左図）の左から堆積物写真、帯磁
率、全有機炭素量を示す
　　　 船津沖コア（右図）の左から堆積物写真、全有機
炭素量を示す
59
特別研究 4 （総合理工学研究機構研究）　
富士北麓水資源の保全と活用のための水文科学的研
究
担当者
　富士山科学研究所：内山　高・山本真也・長谷川達也・
　　　　　　　　　　赤塚　慎
　衛生環境研究所：吉澤一家・小林　浩・小田切幸次
　静岡県環境衛生科学研究所：古屋洋一・村中康英・
　　　　　　　　　　　　　　神谷貴文・渡邊雅之
　山梨大学国際流域環境研究センター：佐野哲也・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村高志
　都留文科大学：内山美恵子
研究期間
　平成25年度〜平成27年度
研究目的
　本県は生活・産業用水の水源の約 7 割を､ とくに富士
北麓地域ではほぼすべてを､ 地下水等に依存している。
さらに、近年では富士山の地下水の水質の特性から、富
士北麓では水産業が急発展し、水資源としての地下水の
量･質の把握が急務となっている。しかしながら､ 富士
北麓地域では火山山麓特有の地下水の偏在性が見られ､
さらに複雑な地質構造から地下水流動の実態が十分解明
されていない。このような状況で、将来にわたり安全な
地下水・湧水を安定的に利用していくためには、気象の
変化など水文条件への影響を考慮に入れ､ 富士山北麓で
の水資源の総合管理・保全計画が必要とされる。富士山
麓では地表水（河川、湖水）が少なく、地域の発展のた
めには地下水・湧水の安定的な利用とその保全が不可欠
である。例えば、富士北麓では地下水利用可能量は1994
年時点で約 1 億トン／年とされ、その水資源としての価
値は約4.5〜10兆円と推定される。しかし、近年の開発
増加により湧水の枯渇など地下水量の減少や水質悪化な
どの地下水障害が懸念されている。このような地下水障
害を克服し、世界文化遺産としてふさわしい富士山・富
士五湖の水環境の保全が必要とされる。
　富士山をひとつの巨大な天然ダムとしてみると、東西
南北の各山麓はそれを構成する地下水盆として捉えられ
る。水資源として、各地下水盆に賦存する地下水･湧水
と湖水を含めた地表水との水量と水質を良好に保つため
に、水文科学的研究をおこなう。とくに、安全、良質な
水資源を確保するために、富士北麓を一つの地下水盆と
してとして捉え、それをいくつかの地下水区から構成さ
れるものとして水文科学的研究をおこなう。ここではま
とめの途中経過について報告する。
研究方法
1 ．水文科学的現況の把握
　富士山の水資源を包括的に捉えるため、本研究におけ
る降水量推定解析対象地域は、富士北麓だけでなく富士
山周辺域とした。また解析対象地域における降水量推定
について用いた観測レーダは、Xバンドマルチパラメー
タレーダ（X-MPレーダ）で山梨大学のX-MPレーダ（以
下、梨大レーダと呼ぶ）及び国土交通省が静岡域に 3 台
設置しているX-MPレーダ（通称、X-RAIN）である。
なお、レーダによる降水量推定の検証に使用した地上雨
量計の標高は富士北麓地域では860〜2,305m間の高標高
に設置してある一方、富士南麓では66〜530m間とそれ
ほど標高が高くない位置にある。梨大レーダ及び
X-RAINの観測データについては、真木と朴（2009）に
よる降雨強度推定式に基づき、ZH（水平偏波のレーダ反
射因子）、KDP（偏波間位相差変化率）を主としたパラメー
タを用いて降雨強度を算出した。なお降雨強度（R）に
ついては、KDP≦0.3deg/kmもしくはZH≦30dBZの時に
R-ZHを採用し、これ以外ではR-KDPを用いることとした．
この算出結果から得られたデータを水平・鉛直解像度
500m間隔の 3 次元グリッドデータへと変換し、地上雨
量計の実測値との比較や推定降雨量分布を作成する際に
は、ある 1 つの水平グリッド内において鉛直方向に高度
3.25kmまでの降雨強度を調べ、その最大値をそのグリッ
ドでの降雨量として設定した。
　X-MPレーダに対する比較対象としては気象庁Cバン
ドレーダのデータを使用した。 1 kmメッシュ全国合成
レーダのバイナリデータから、降雨強度に該当する部分
を抽出した。この抽出結果から得られた水平解像度
1 kmのグリッドデータ（高度は約 2 km）を用いて、
X-MPレーダと同様に降雨量を推定した。
　これら気象レーダからの推定結果に基づいて、富士山
周辺域に設置されている各々の地上雨量計データの実測
値（地点データ）と地上雨量計が位置する緯度経度座標
が当てはまる気象レーダのグリッドデータ（面データ）
とを比較し、気象レーダで推定された降雨量の精度につ
いて検証した。推定精度の検証には推定値が実測値から
どの程度乖離しているかを表す次式のRMSE（二乗平均
平方根誤差）を用いた．RMSEの値が“ 0 ”に近い値ほ
ど、推定精度が良い。なお、解析対象とした事例は2013
年夏季において特徴的な降雨が見られた11事例である：
なおJST はJapan Standard Time（日本標準時）の略称
である。
60
2 ．水の由来に関する水文科学的特性の解明
　富士北麓の地下水･湧水の起源、由来を明らかにする
ために、水の安定同位体比、主要イオン分析、微量元素
分析を行った。採水は忍野地域の湧水群の水文学的特性
を把握するために、対象地域の湧水、河川水、地下水を
2013年 6 月から 1 月の期間に毎月、地下水については隔
月で採水を行った。湧水は、忍野八海に属する出口池、
お釜池、底抜池、銚子池、湧池、濁池、鏡池、菖蒲池で
採取した。また、忍野八海湧水群から東に 1 km弱離れ
た地点にある鷹丸尾湧水群の浅池において 2 ヶ所の湧水
を採取した。河川水は、湧水が流出する桂川において 4
地点、新名庄川 2 地点、阿原川 1 地点で採水を行った。
富士北麓の地下水は山梨県環境科学研究所の井戸を用い
て採取した。井戸の深度は150ｍである。さらに比較の
ために、山梨県が所有していた河口湖ならびに山中湖の
湖水、富士山の積雪を試料として入手した。
　水の水素および酸素安定同位体比は、山梨大学大学院
医学工学総合研究部付属国際流域環境研究センター所有
の同位体分析装置により、キャビティーリングダウン分
光光度法（PICARRO, L1102-i）で測定した。安定同位
体比の値は以下の式で定義する。
　　δsample（‰）= 
　　　［（Rsample – Rstandard）／Rstandard］×1000
　ここで、RはD/Hまたは18O／16Oである。水の水素お
よび酸素安定同位体比測定のスタンダードは国際標準物
質のV-SMOW、SLAP、GISPから値付けされた 3 種の
異なる同位体比値を有するワーキングスタンダードを用
いた。測定の精度については、水素安定同位体比で±
0.5‰、酸素安定同位体比で±0.05‰であった。
３ ．水の循環系の解明
　忍野八海の湧出量を把握するため、忍野八海湧池（山
梨県南都留郡忍野村）とその周辺河川で流量調査を行っ
た。
　湧池では、流出路の幅と水深を長尺で計り、プロペラ
式流量計を用いて流速を計り流量を算出した。また周辺
河川の流量はYSI社製リバーサーベイヤーM 9 を用いて
2015年 2 月 3 日に調査した。リバーサーベイヤーM 9 は
水深、流速及び位置（D-GPS）のデータを同時に計測で
きるため川を横断することにより流量を算出できる。リ
バーサーベイヤーM 9 はトランスデューサー3.0MHzを
3.0MHz及び1.0MHzを 4 基づつ備え周波数は自動切替で
あり、計測範囲は水深0.06m〜30m、流速は±20m ／秒
で精度は±0.25%または±0.2cm／秒である。
研究成果
1 ．‌水文科学的現況の把握
　降水量推定のために、複数のXバンドMPレーダに基
づいた合成データを用いた結果、富士山全体の降雨をカ
バーでき、なおかつ狭い領域の降雨の多寡も緻密に捉え
られることが分かった。また降水グリッド抽出方法の改
善について検討を行ったところ、特に対流性降雨事例に
おいて推定精度を向上させることができた．一方層状性
降雨については降雨強度の推定式による影響の方が大き
いため、抽出方法の変更によって若干改善する程度の結
果となった。
　2013年夏季に富士山周辺域に降雨をもたらした事例は
全40事例にわたるため、これら全事例についても解析を
進め、独立峰の富士山に見られる夏季の特徴的な降雨を
捉えていく必要性が出てきた。また層状性降雨事例につ
いては推定精度を向上させる必要があることから、推定
式を含めた改善方法を検討していくことは不可欠であ
る。
2 ．‌水の由来に関する水文科学的特性の解明
　水の安定同位体比測定結果を表 2 － 1 に示す。湧水、
地下水、河川水、湖水、富士山の積雪の水素および酸素
安定同位体の統計値を示す。最も低い同位体比値を示し
たのは富士山の積雪で、水素および酸素安定同位体比値
はそれぞれ、－191.6‰〜－63.8‰ならびに－25.3‰〜－
10.8‰の範囲で変動し、平均値は－112.4‰ならびに－
16.1‰であった。深度150ｍの井戸水の水素および酸素
安定同位体比値はそれぞれ、－82.0‰〜－80.2‰ならび
に－11.9‰〜－11.4‰で変動し、その範囲は極めて小さ
かった。湧水の水素および酸素安定同位体比値はそれぞ
れ、－68.0‰〜－56.9‰ならびに－10.2‰〜－7.6‰の範
囲で変動し、その平均値は－63‰ならびに－9.4‰を示
し、富士山の降雪や深度150ｍの井戸水より優位に高い
同位体比値を示した。河川水の水素および酸素安定同位
体比値はそれぞれ、－65.6‰〜－51.0‰ならびに－9.9‰
〜－7.2‰の範囲で変動し、その平均値は－62‰ならび
に－9.4‰を示し、湧水の変動範囲ならびに平均値と良
く一致している。湖水の水素および酸素安定同位体比値
はそれぞれ、－70.0‰〜－49.6‰ならびに－10.4‰〜－
6.4‰の範囲で変動し、その平均値は－57‰ならびに－
8.0‰で比較的高い値を示した。
３ ．忍野八海の湧出量の調査結果
　忍野八海湧水の湧出量は表 3 － 1 のとおり、湧池（①）
では0.083m3/s、②では0.396m3/s、③では0.692m3/sと湧
池から下流にいくにしたがい流量は増加した。
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　ここでは、水文科学的研究よる研究成果についてのべ
た。全体のまとめについては、現在別途まとめている最
中なので別途報告する。
表 2 － 1 　各種水試料の酸素および水素安定同位体比の統計値
表 3 － 1 　忍野八海における流量
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特別研究 5
雪崩発生条件の解明と観測機器の開発
担当者
　火山防災研究部：吉本充宏・常松佳恵・内山　高
　工業技術センター：油井誠志・宮本博永・布施嘉裕・
　　　　　　　　　　中込広幸
研究協力者
　名古屋大学：西村浩一
　（株）フィールドプロ
研究期間
　平成27年度〜平成29年度
研究目的
　山梨県では2014年 2 月の大雪の際に、多くの地点で雪
崩が発生し、道路や建物などに大きな被害を及ぼした。
雪崩の発生メカニズムは、気象観測や雪層の直接観察に
より、どのような条件で雪崩が発生しやすいかというこ
とは明らかになりつつある。一方で、どのような気象条
件で発生したかなど、まだ解明できていない点も多く認
められる。さらに、雪崩の予兆に関する研究についても、
クラックの成長以外の点については、まだよく知られて
いない。そこで本研究課題では、雪崩の発生のメカニズ
ムの解明とその観測を手助けするための計器の開発を目
的とする。
研究方法
　本研究では、雪崩発生条件の解明と観測機器の開発を
目的として、以下の 5 項目を実施する。
1 ． 県内の雪崩発生状況の把握と地理的要因の検討
　雪崩発生メカニズムを観測によって検討するために、
2014年に発生した県内の雪崩発生状況の把握と斜面の傾
斜角などの地理的要因の検討を行い、県内で発生した雪
崩の特徴を明らかにする。
　1.1　県内の雪崩発生状況の把握
　1.2　斜面角度の解析
　1.3　危険地域におけるハザードマップの作成
2 ．雪崩発生メカニズムの研究
　気温、降雪量、降雨量、雪面の温度変化の観測を行い、
雪崩の発生時の気象条件を抽出する。また雪層の観察を
行い、雪層の実際の強度を測定し、どのような気象条件
で積雪の安定度が低下するかを明らかにする。
　2.1　雪崩発生条件の観測
　2.2　雪層の安定度に関する研究
3 ．雪崩の予兆現象の検出に関する研究
　実験施設において傾斜計、加速度計を用いて斜面での
雪の安定性を観測し、雪面の動きを検知可能かどうか検
証する。さらに、野外においてビデオカメラなどを用い
て予兆と考えられる雪の表面における動きをとらえるこ
とを試みる。
　3.1　雪の安定性に関する研究
　3.2　予兆現象の観測
4 ．雪崩発生のメカニズムを理解するための機器の作成
　上記 3 の雪崩の予兆現象に関する観測を行うために、
傾斜、加速度、気温を測定し、測定結果を無線で送信す
る機器を開発する。
　4.1　計測機器の選定と計測器の作成
　4.2　無線によるデータ転送システムの確立
5 ．計測器を応用した雪崩発生の検知手法の開発
　上記 2 の雪崩発生のメカニズムの研究で開発した計測
器の実地テストとこれらの機器を使用した雪崩の予兆お
よび発生の検出を行うための手法を確立する。
　5.1　計測器を応用した雪崩発生の検知手法の開発
　5.2　実地テスト
　項目 1 ではDEM（Degital Elevation Model）をもち
いて山梨県全土の傾斜角度を解析し、雪崩の発生地点と
の重ねあわせを地図上で行った。また、1.3の危険地域
におけるハザードマップ作成のための作成手法を検討し
た。ハザードマップ作成時には数値シミュレーションに
よって現象を再現し、その影響範囲を取得するが、シミュ
レーションの入力パラメータの値には不確実性が含まれ
るため、ある程度幅を持った値を考慮する必要がある。
この幅を考慮した場合、シミュレーション結果は一意で
はなく、複数求められる。この複数の結果からハザード
を推測するため、確率的な予測図を作成する手法を取り
入 れ る こ と を 検 討 し た。 今 回 はPolynomial Chaos 
Quadrature （PCQ）法という確率予測図を作成する手
法を用いて、富士山の滑沢で2014年に雪崩が起こった場
所を例に確率的ハザードマップを作成した。
　項目 2 の雪崩の発生メカニズムがどのような気象条件
によって左右されるかを調べるため、富士山四合目より
さらに登ったところに建設中の導流堤付近で気象観測と
カメラによる監視を行った。気象観測では、気温、風向
風速、積雪深を常時観測し、データは10分毎に携帯電話
図 1 　 富士山四合目上の建設
中の導流堤のすぐ下に
設置された気象観測装
置および、モニタリン
グカメラ
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のネットワークを利用してサーバーに送信した。カメラ
のデータも 1 時間毎に同様にサーバーに送信した。また、
冬の間に起こった雪崩を検出するために、四合目の駐車
場の裏に地震計と空振計を取り付け、冬期観測を行った。
このデータはロガーに記録し、 4 月に回収した。
研究成果
項目 1について
　傾斜解析の結果では山梨県の多くのところで雪崩が発
生すると予想されている35度以上の箇所が見られ、2014
年の大雪で雪崩が発生した箇所はこの地域の中に含まれ
るように分布することが分かった（図 2 ）。
図 2 　 山梨県における傾斜角度35度以上の分布と2014年
2 月に雪崩の発生した箇所
図 3 　 PCQ法を用いて作成された雪崩の確率的予測図
（右下）と、それを作成するために行われた各計
算ケースの表（中央）、及びシミュレーション結
果（以外）。50cm 以上の厚さの雪崩が到達する
と考えられる割合を青（25%未満）、黄色（25〜
50%未満）、オレンジ（50〜75%未満）、赤（75%
以上）の四色で表した。
　ハザードマップ作成手法として、PCQ法の検討を行っ
た結果、図 3 のようにそれぞれの計算結果を反映して確
率的な予測図を作成した。今後はモンテカルロ法など他
の確率的予測図作成手法などとの計算効率の比較検討
や、PCQ法を使用する際の入力パラメータの分布の検
討を行っていく必要がある。
項目 2について
　富士山四合目の気象観測装置は2015年11月に設置後、
データを送信してきたが、2016年 2 月14日の未明にデー
タ送信が途絶えた。現地調査の結果、 2 月14日未明に発
生した雪崩によって被災し土砂に埋まったと見られる。
2 月14日は 2 月にしては気温が高く、四合目上の気象観
測においても深夜にも関わらず 0 ℃を上回っていた（図
4 a）。前日夜から雨が降り続いており、河口湖では 2 月
13日から14日に日付が変わる頃、降水量がデルタ関数的
に急激に増加したことが分かる（図 4 b）。
図 4 　 （a） 四合目の導流堤下の気象観測で得られた積雪
深（赤）と気温（青）のデータ、及び、（b）気
象庁の河口湖のアメダス観測点から得られた降水
量（赤）と気温（青）のデータ。
（a）
（b）
　 2 月13日時点での積雪は図 4 aと図 5 から分かるよう
にほとんど無い。一方で、雪崩発生後の 2 月15日に現場
の調査を実施したところ、建設中の導流堤の一部が破壊
され、その下流にあった気象観測装置は砂礫と雪が混じ
る土砂に埋積されていた。このことから、相当な量の雪
と土砂が導流堤よりも上の地点から供給された可能性が
高い。 2 月15日にスバルライン周辺で行った調査では、
複数箇所で雪崩による土砂流出が確認された。四合目に
設置した地震計や空振計にも記録されていると考えられ
るため、今後はこれらのデータを解析し、雪崩発生後に
撮影した斜面の写真などと合わせて雪崩の供給源の場所
の特定、および雪崩の発生条件を検討したい。
図 5 　 四合目上の導流堤付
近に設置した気象観
測装置に取り付けら
れたカメラから得ら
れ た2016年 2 月13日
13時の写真
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富士山五合目調査報告
富士山における登山者を対象としたアンケート調査
報告（2015）日本人登山者を対象としたアンケート
調査結果
岩手大学（山梨県富士山科学研究所）：山本清龍
明治大学：トマス ジョーンズ
1 ．はじめに
　近年、富士登山をとりまく社会環境は大きく変化し、
2013年に富士山が世界文化遺産に登録され、2014年には
富士山の価値をまもるための仕組みとして富士山保全協
力金制度が本格導入された1）。山梨県の富士山保全協力
金制度の目的には「環境保全」に加えて「登山者の安全
対策を図る」ことが掲げられており、環境への負荷、登
山事故の危険リスクに寄与する要因の一つとして混雑・
渋滞について検討する必要がある。また、富士山保全協
力金制度については、2015年に徴収率が50％を切るなど、
その制度の運用方法の改善、再検討が求められている。
そこで、2015年度調査の目的は、①日本人の富士登山者
の属性に加えて、混雑、環境保全協力金に関する意識を
把握すること、②富士山のよりよい管理を検討するため
の基礎資料を提供するため調査結果を公表すること、の
2 点とした。なお、富士山における日本人登山者を対象
としたアンケート調査は2008〜2013年の結果をとりまと
めた報告書2）が刊行され公表されており、本報告はこの
6 年間の調査報告の続報として位置づけられる。
2 ．調査方法
（ 1 ）調査方法
　登山者の属性や意識を把握するため、富士山の開山期
中の2015年 8 月 6 〜10日（土〜水曜日）の連続 5 日間、
吉田口五合目登山道分岐泉ガ滝付近において面接式のア
ンケート調査を行った。調査は、頂上を目指して登山し
た後の下山者を無作為に抽出し、調査への協力依頼に対
し同意を得ることができた18歳以上のすべての日本人に
回答を求めた。
（ 2 ）調査票の構成
　前述した調査目的に合わせて、2015年度調査では 2 つ
の調査票を作成した。
　 1 ）混雑・渋滞に関する意識調査
　まず、調査票では、年齢、性別、住所の基本属性を問
う項目を設けた上で、登山特性については交通手段（複
数回答）、グループの人数と構成（複数回答）、登山を開
始した登山口、山小屋への宿泊の有無、ガイド同行の有
無、登頂の有無の質問を設けた。その上で、混雑に関わ
る事象として「富士スバルラインの渋滞の有無」「混雑、
渋滞による山小屋への到着の遅れ」「混雑、渋滞による
山頂への到着の遅れ」「混雑、渋滞による五合目への下
山到着の遅れ」「下山中のトイレ利用場所（複数回答）」「混
雑、渋滞に対する不快感」「混雑、渋滞による悪影響」「野
趣性の重要性」「混雑、渋滞解消のために導入してほし
い対策（複数回答）」に関する設問を設け、調査票を構
成した。
　 2 ）富士山保全協力金制度に関する意識調査
　混雑・渋滞に関する意識調査と同様に、調査票では、
年齢、性別、住所の基本属性を問う項目を設けた上で、
登山特性については交通手段（複数回答）、グループの
人数と構成（複数回答）、登山を開始した登山口、山小
屋への宿泊の有無、ガイド同行の有無、登頂の有無の質
問を設けた。その上で、「富士山保全協力金制度の認知度」
「富士山保全協力金制度に関する情報の収集源（複数回
答）」「富士山保全協力金制度の目的の認知度」「富士山
保全協力金の支払い場所の視認性」「富士山保全協力金
制度への協力の呼びかけ,声かけの有無」「協力金が任意
制であることの認知度」「協力金支払いの有無」「協力金
支払割合に対する意向」「協力金の使途として望むもの
（複数回答）」「トイレチップの任意制度の認知度」「登山
時のお金の支払いに関する意識」「インターネットで新
たに提供してほしい,強化してほしい情報（複数回答）」
に関する設問を設け、調査票を構成した。
3 ．調査結果
　結果、 8 月 6 〜10日（土〜水曜日）の 5 日間に770人
から有効回答を得た。調査時の協力依頼に対する回答拒
否率は49.9％と高かった。
（ 1 ）混雑・渋滞に関する意識調査
　 1 ）登山者の属性
　年齢は10代から80代までと幅広く、20〜30代が63％を
占め、若年層の登山者が多いことが明らかとなった（表
1 ）。また、性別では62％が男性と多かった。さらに、
住所では北海道から九州まで広い誘致圏を持ち、なかで
も関東が66％で多数を占めた。
　 2 ）登山者の登山特性
　富士登山回数は初めての登山者が58％と多かった（表
1 ）。調査期間中はすべてマイカー規制期間中であり、
ほぼすべての登山者がシャトルバスを利用したと考えら
れる。その上で、登山を開始するまでに利用した他の交
通機関としては、ツアーバスが最も多く38％、次いで、
電車や高速バス、路線バスなど公共交通が36％、マイカー
の利用が32％となり 3 つの回答選択率が拮抗していた。
グループ人数は 3 〜 5 人が37％で最も多く、グループ構
成は友人同士を含めたグループが51％で最も多かった。
登山を開始した登山口は、調査地が吉田口ということも
あり、その吉田口が最も多く92％と大半を占めた一方で、
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富士宮口など静岡県側から登山して山梨県側の吉田口に
下山する登山者も少数みられた。登山日程は 1 泊以上が
81％で多かったが、宿泊しないで頂上を目指した登山者
も20％いた。ガイドの同行は24％の登山者でみられ、多
くの登山者はガイドが同行しない登山形態となってい
た。登山者の登頂率は94％であり、 7 ％の登山者は途中
で登頂を断念して下山していた。
　 3 ）混雑・渋滞に関する意識
　ⅰ）富士スバルラインの渋滞の有無
　吉田口ではない他の登山口から登り始めた登山者、麓
から登山を開始した登山者はスバルラインを利用しない
が、大半の登山者は有料道路である富士スバルラインを
通行して吉田口五合目に到達し登山を開始する。そこ
で、富士スバルラインの渋滞の有無について訊ねたとこ
ろ、30人（ 8 ％）が渋滞を経験した一方で、多くの登山
者は渋滞を経験していなかった（図 1 ）。調査期間中は
富士スバルラインにおいてマイカー規制が実施されてお
り、渋滞経験の少なさはその効果と考えられた。
　ⅱ）混雑、渋滞による山小屋への到着の遅れ
　混雑や渋滞は、予定していた場所への到着を遅らせる
要因になりうる。そこで、混雑、渋滞によって山小屋へ
の到着に遅れがあったか否か訊ねた。その結果、54人
（18％）が山小屋への到着に遅れがあったと回答し、当
初の登山計画のとおりには行動できなかったことが明ら
かとなった（図 2 ）。
　ⅲ）混雑、渋滞による山頂への到着の遅れ
　同様に、山頂への到着に遅れがあったか否か訊ねた。
その結果、99人（28％）が山頂への到着に遅れがあった
と回答した（図 3 ）。
図 2 　混雑、渋滞による山小屋への到着の遅れ
表 1 　回答者の属性と登山特
図 1 　富士スバルラインにおける渋滞の有無
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　ⅳ）混雑、渋滞による五合目への下山到着の遅れ
　下山においても混雑や渋滞が発生する可能性があるこ
とから、混雑、渋滞によって五合目への下山の到着に遅
れがあったか否かを訊ねた。その結果、11人（ 3 ％）が
会ったと回答し、登山者全体からみるとわずかであった
（図 4 ）。
　ⅴ）下山中のトイレ利用場所
　吉田口ルートの下山道を頂上から下ると、ルート沿い
では、国（環境省）が七合目に設置したトイレを最初に
発見できるが、そこに辿り着くまでトイレが無い。仮に、
トイレを利用したくなった場合は、下山道から登山道沿
いの山小屋まで歩いて、その山小屋のトイレを使うほか
なく、トイレ利用を理由として登山者の利用の集中が起
図 3 　混雑、渋滞による山頂への到着の遅れ
図 4 　混雑、渋滞による五合目への下山到着の遅れ
きている可能性がある。そこで、登山者が下山中にどこ
のトイレを利用したかを訊ねた。その結果、最も利用が
多かったのは八合目山小屋のトイレで114人であり、登
山道と下山道が最も近接する八合目でトイレ利用が多い
ことが明らかとなった（図 5 ）。次いで、七合目のトイ
レ利用が多く77人であった。その他、下山中にトイレを
利用しなかった人も131人と少なくなかった。
　ⅵ）混雑、渋滞に対する不快感
　混雑、渋滞は“いりまじって分けにくいこと”や“こ
みあうこと”を意味し3）、単に空間が人によって満たさ
れ詰まりすぎた状態あるいは近接した状態か否かによっ
て決定されるだけでなく、人が心理的に混雑を感じるか
否かによっても規定される4）。そうした事象をどのよう
に捉えたか、その心理評価を「混雑、渋滞に対する不快
感」としてたずねた。その結果、146人（38％）が「非
常に不快だった」と「やや不快だった」を回答した一方
で、226人（59％）が「あまり不快ではなかった」「まっ
たく不快ではなかった」と回答し、過半数の人では混雑
や渋滞によって心理的な負の評価が生起していなかった
（図 6 ）。
　ⅶ）混雑、渋滞による悪影響
　混雑、渋滞が発生した状況下では、多数の登山者によっ
て自然資源が劣化すること、登山者同士の間隔が狭くな
図 6 　混雑、渋滞に対する不快感
図 5 　下山中のトイレ利用場所 図 7 　混雑、渋滞によって悪影響を受けるもの
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り足場の悪い場所で将棋倒しが発生する可能性があるこ
と、登山者がそれを避けるため登山道から外れて歩くな
どマナーの低下が起きること、など負の影響が想定され
る5）。そこで、「富士山の自然」「富士山の文化」「登山
者の安全性」「登山者の快適性」「なし」「その他」の 6
つの選択肢を用いて、登下山中の混雑、渋滞によって悪
影響を受けているものはあるか訊ねた。その結果、「登
山者の快適性」が最も多く、過半数の198人が選択した。
次いで、「登山者の安全性」が多く177人だった（図 7 ）。
　登山者の評価からは、混雑、渋滞が「富士山の自然」「富
士山の文化」に悪影響を及ぼしているとは捉えられてお
らず、むしろ「登山者の安全性」「登山者の快適性」を
脅かす負の因子として捉えられていた。
　ⅷ）野趣性の重要性
　富士山では、富士講が隆盛だった江戸時代から集団登
山を行ってきた歴史6）があり、人によって混雑、渋滞を
厭わない可能性が考えられる。そこで、 1 人で、あるい
は静かに富士登山を楽しむことは重要か否かを 4 段階で
回答してもらった。その結果、「非常に重要である」「や
や重要である」と回答した登山者は201人（53％）となり、
「あまり重要ではない」「まったく重要ではない」と回答
した登山者は177人（46％）となり、全体としては野趣
性を重視する登山者がやや多かった（図 8 ）。
図 8 　富士登山における野趣性の重要性
　ⅸ）混雑、渋滞解消のために導入してほしい対策
　混雑、渋滞を解消するために導入してほしい対策とし
ては「登山道の拡幅・整備」（142人）、「登山マナーの啓
発・向上」（135人）、「施設の増設・整備」（110人）、「混
雑と渋滞に関する情報提供」の順に多かった（図 9 ）。
一方、最近話題となっている「登山者数の上限設定によ
る登山規制」については74人とそれほど支持されていな
かった。
（ 2 ）富士山保全協力金制度に関する意識調査
　 1 ）登山者の属性
　年齢は10代から70代までと幅広く、20〜30代が57％を
占め、比較的若年層の登山者が多いことが明らかとなっ
た（表 2 ）。また、性別では65％が男性と多かった。さ
らに、住所では東北地方と中国地方を除く全国からの来
訪者があり、なかでも関東が68％で多数を占めた。全体
として、混雑・渋滞に関する意識調査の結果と同じ傾向
を示した。
　 2 ）登山者の登山特性と行動
　富士登山回数は初めての登山者が58％と多かった。（表
2 ）。調査期間中はすべてマイカー規制期間中であり、
ほぼすべての登山者がシャトルバスを利用したと考えら
れるが、登山を開始するまでに利用した他の交通機関と
しては電車や高速バス、路線バスなど公共交通が36％で
最も多かった。次いで、マイカーの利用が31％で多かっ
た。また、グループ人数は 3 〜 5 人が35％で最も多く、
グループ構成は友人同士を含めたグループが46％で多く
を占めた。調査地が吉田口ということもあり、利用した
登山口は吉田口が最も多く92％と大半を占める一方で、
富士宮口など静岡県側から登山して山梨県側の吉田口に
下山する登山者もみられた。登山日程は 1 泊以上が78％
で多かったが、宿泊しないで頂上を目指した登山者も
15％いた。ガイドの同行は29％の登山者でみられ、多く
の登山者はガイドが同行しない登山形態となっていた。
登山者の登頂率は93％であり、 6 ％の登山者は途中で登
頂を断念して下山していた。登山特性と行動についても、
混雑・渋滞に関する意識調査の結果と同様の傾向を示し
た。
　 3 ）富士山保全協力金制度に関する意識
　ⅰ）富士山保全協力金制度の認知度
　富士山保全協力金の認知度は、調査協力依頼時に「知っ
ていた」の回答者が最も多く252人（65％）で最も多く、
「知っていたがあまり意識していなかった」が36人
（ 9 ％）、「知らなかった」が92人（24％）、「無回答」が
8 人（ 2 ％）となった（図10）。総じて、富士山保全協
力金の認知度は高く、約 4 分の 3 が認知していた。
図 9 　混雑、渋滞解消のために導入してほしい対策
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　ⅱ）富士山保全協力金制度に関する情報の収集源
　富士山保全協力金制度に関する情報の収集源として
は、「テレビ・新聞」が最も多く165人が回答した。
次いで、「インターネット」（48人）、「富士登山ガイドブッ
ク」（44人）が多かった（図11）。富士山保全協力金制度
は2014年度に正式導入された経緯があり、 2 年目とまだ
目新しいこの制度についてテレビ、新聞を通した報道が
多かったことが影響していると考えられた。
　ⅲ）富士山保全協力金制度の目的の認知度
　富士山保全協力金制度の目的は制度導入時に作成され
た実施要綱（山梨県、2014；静岡県、2014）によれば、
山梨県では「美しい富士山を後世に引き継ぐため、富士
山の環境保全や登山者の安全対策を図ります。」、静岡県
では「富士山の環境保全、富士山に係る情報提供、富士
山の登山者の安全対策その他の富士山の顕著な普遍的価
値の後世への継承等」と整理され、定められている。
　そこで、この富士山保全協力金制度の目的の認知度を
把握した。その結果、「知っていた」が184人（64％）、「知っ
ていたがあまり意識していなかった」が59人（21％）、「知
らなかった」が44人（15％）、「無回答」が 1 人（0.3％）
となり、85％の大半の登山者がこの制度を認知していた
（図12）。
　ⅳ）富士山保全協力金の支払い場所の視認性
　富士山保全協力金の支払い、収集を円滑に進めるため
には、その支払場所の視認性が重要である。そこで、「富
表 2 　回答者の属性と登山特性
図10　富士山保全協力金制度の認知度
図11　富士山保全協力金制度に関する情報の収集源
図12　富士山保全協力金制度の目的の認知度
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士山保全協力金を支払う場所はすぐに分かりました
か？」と回答者に訊ねた。その結果、「すぐに分かった」
が302人（78％）で最も多く、次いで「分かりにくかった」
が48人（12％）、「見つけられなかった」31人（ 8 ％）、「無
回答」が 7 人（ 2 ％）となった（図13）。
　ⅴ） 富士山保全協力金制度への協力の呼びかけ、声か
けの有無
　富士山保全協力金制度を維持する上では、現地におい
て、制度に賛同する人に対し協力を呼びかける行為が重
要である。そこで、回答者に対し富士山保全協力金制度
への協力への呼びかけ、声かけがあったか否かを把握し
た。その結果、呼びかけ、声かけが「あった」という回
答者は266人（69％）と多かった一方、117人（30％）は
「なかった」と回答し、現地において協力金制度への協
力依頼されていない人は少なくなかった。なお、無回答
は 5 人（ 1 ％）いた（図14）。
　ⅵ）協力金が任意制であることの認知度
　現在の富士山保全協力金制度は協力意思を持つ登山者
が任意に支払う仕組みとなっているが、全員からの徴収
ではないこの仕組みの性格を知っているか否かは、登山
者が制度に対する態度を決める上で重要な因子となりう
る。そこで、協力金が任意制であることの認知度を把握
した結果、289人（74％）が「知っていた」と回答した
図13　富士山保全協力金の支払い場所の視認性
図14　 協力金制度への協力の呼びかけ、声かけの
有無
一方で、95人（25％）が「知らなかった」と回答し、富
士山の価値をまもるために創設されたこの制度を知らな
かった人が一定の割合いることが確認された（図15）。
　ⅶ）協力金支払いの有無
　富士山保全協力金を支払ったか否かを訊ねた結果、「支
払った」人は229人（59％）、「支払わなかった」人は155
人（40％）、無回答は 4 人（ 1 ％）だった（図16）。
　ⅷ）協力金支払割合に対する意向
　富士山保全協力金の支払率（協力率）は試行段階の
2013年と比較すると、2014年は山梨県で55.8％、静岡県
で41.1％と低下した。そこで、登山者に占める協力金支
払割合に対して登山者自身がどのように考えているの
か、その意向の把握を行った。その結果、「もっと高い
図15　協力金が任意制であることの認知度
図16　協力金支払の有無
図17　協力金支払割合に対する意向
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割合の人が支払う制度を目指すべき」と回答した人が最
も多く182人、次いで「現状のままでよい」が158人、「もっ
と低い割合の人が支払う制度でもよい」は少なく17人と
なった（図17）。
　ⅸ）協力金の使途として望むもの
　富士山保全協力金の使途は、大きくは、制度の目的に
よって規定されるものであるが、具体的な使途について
は定められていない。そこで、調査では協力金の使途と
して望むものについて登山者に訊ねた。その結果、最も
多かった回答は「自然環境の保全」であり231人、次いで、
「夏山期間の臨時公衆トイレの設置」（189人）、「登下山
道の維持・管理」（157人）、「登山者の安全対策」（137人）
となった（図18）。
図18　協力金の使途として望むもの
　ⅹ）登山時のお金の支払いに関する意識
　富士登山では、シャトルバスへの乗換前の駐車料金の
支払い、登山開始時の富士山保全協力金の支払い、トイ
レチップの支払いなど、何度もお金を支払う場面がある。
そこで、「わずらわしい」「不快だ」「一括して集金する
など簡素化すべき」の 3 項目について印象評価、考えを
訊ねた。なお、回答選択肢は 4 段階（ 4 点：とてもそう
思う〜 1 点：まったくそう思わない）を提示し、中立的
な評価は中央値の2.5である。その結果、「わずらわしい」
の評価得点は2.42点、「不快だ」は1.92点となった。また、
「一括して集金するなど簡素化すべき」は2.59点となっ
た。総じて、強い意向ではないが、何度もお金を支払う
場面があることに対して登山者は少しわずらわしいと考
える登山者がいるものの、不快ではなく、支払方法を簡
素化すべきという意向を持っていることが明らかとなっ
た（図19）。
4 ．考察
（ 1 ）登山者の属性と登山特性
　富士登山においては、年齢が20〜30代の若年層が多い
こと、初めての登山者が多いことが大きな特徴である。
こうした登山者は、富士山を含めた登山に対する経験そ
のものが少ないこと、富士登山に関する情報収集が少な
い可能性が考えられることから、登山体験の質の劣化を
防ぐ、あるいは登山者の安全確保の観点から注視する必
要がある。
（ 2 ）混雑・渋滞に関する意識から
　混雑、渋滞の経験割合は調査企画時の予想時に比べる
とそれほど多くなかったが、大半の登山者は御来光を見
るため夜明け前に頂上に集中するため、山頂への到着に
遅れがあった登山者が約 3 割いた。マイカー規制の効果
が表れていると考えられるが、混雑・渋滞は登山計画に
狂いを生じさせるため、登山者の管理を考える上では注
視すべき重要な事象と考えられる。一方、混雑、渋滞が
不快と考える登山者は約 4 割おり、登山者の快適性の低
下の観点から排除できるか否か検討する必要もある。さ
らに、富士山においては夏季の 2 ヶ月間に登山者が集中
するため、 1 人で、あるいは静かに富士登山を楽しむ機
会は少ないと考えられるが、過半数の登山者は野趣性を
まもる仕組みを望んでおり、登山者が期待する野趣性を
まもる方法論についても検討が必要である。
（ 3 ）富士山保全協力金制度に関する意識から
　全体としては、富士山保全協力金制度に関する認知度
は高く、また、富士山保全協力金の支払い場所の視認性
は高く、現地において、協力金を収集する際には大きな
混乱もなく円滑に収集できている状況をみてとれた。し
かし、富士山保全協力金制度への協力の呼びかけ,声か
けについては、約 3 割がなかったと回答しており、声を
かけられなかった登山者が相当数いることが明らかと
なった。回答者全体で協力金を支払った登山者は約 6 割
であり、2014年の支払率（協力率）に対する登山者の意
図19　登山時のお金の支払いに関する意識
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向から、もっと高い割合の人が支払う制度を目指し、ど
のように公平な制度として維持できるかを検討する必要
がある。登山者が望む「自然環境の保全」の取り組みの
成果を可視化する必要もあると考えられる。
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富士山五合目調査報告
富士山における登山者を対象としたアンケート調査
報告（2015）外国人登山者を対象としたアンケート
調査結果
担当者
　明治大学：トマス ジョーンズ
　岩手大学（山梨県富士山科学研究所）：山本清龍
　 8 月 6 〜10日（木〜月）の期間に調査を実施し、計
576人から回答を得た。調査は頂上を目指して登山し、
下山してきた者を対象とする面接式アンケート調査であ
り、午前 8 時30分から午後 1 時の間 に行った。回答時
刻は 9 時30分から 9 時59分までの時間帯に多く下山の
ピークの時間帯と考えられた（図 1 ）。
図 1 　2015年度外国人登山者の回答時刻
（ 1 ）登山者の属性
　年齢層は20〜30代が76.1%を占め、平均年齢は30.3 歳
であった（図 2 ）。最も若い回答者は14歳であり、最も
高齢の回答者は72歳であった。性別では男性が 63%と
多かった。収入（平均年収）をみると$19999 より低い「低
年収層」が41%と多く、昨年までの調査と同様に留学生
や研修生など低年収層が多いと考えられた。出身国はア
ジア圏が45.8%と最も多かった。回答者の国籍は54ヶ国
となり多くの国から来日し登山をしており、中でも中国
が全体の14%を占め国籍別では最も多かった（表 2 ）。
また、63%が訪日旅行者であり、日本に居住していない
インバウンド旅行者（以降、インバウンドと略記）であっ
た。反対に、日本における居住者は37.2%あり、年齢な
どの他の属性情報との組み合わせから、学生として現在
日本に住む回答者も相当数いることが推測された。日本
語の能力を「ネイティブレベル」「ビジネスレベル」「会
話程度」「ほとんど話せない」「まったく話せない」の 5
段階で尋ねたか結果、「会話程度」以上話せる回答者の
割合は16.7%と少なく、83.3%は「話せない」「ほとんど
話せない」と回答した。
表 1 　登山者の属性
図 2 　外国人登山者の年齢分布
（ 2 ）回答者の登山特性と行動
　回答者の登山特性と行動は表 3 のとおりとなった。調
査期間中はすべてマイカー規制期間中であり、ほぼすべ
ての登山者がシャトルバスを利用したと考えられた。富
士山麓までの交通手段は電車やバスといった公共交通機
関が多く、インバウンドでは54.2%がJRパスを利用して
いた。富士登山の回数では初めての回答者が94.8%を占
めた。登山前に山小屋のことを知っていた回答者は
79.6%であり、山小屋に宿泊した人は65.5%であった。山
小屋に宿泊しなかった理由では、宿泊費の高さが多く回
答された。
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（ 3 ）登山者の意識
　ロゴの認知度を把握した結果、世界遺産のロゴの認知
度はわずか1.7%であったのに対し、トヨタのロゴでは
77.2%、三菱のロゴでは73.4%の回答者が認知しており、
富士山の保全に関連するロゴの認知度は高くなかった。
　富士山の世界遺産登録は79.2%の回答者が認知してい
たが、富士山の国立公園指定の認知度は低く55.3%の回答
者しか認知していなかった。しかし、認知度の高い世界
遺産登録についても、74.3%の回答者が自然と文化の両
方の価値が世界遺産に登録されたと誤って認識している
ことが明らかとなった。富士山保全協力金（基本として
1,000円／人）は68.5%の回答者が登山前に知らなかった
と回答し、回答時の登山では41.2%の回答者が支払った
と回答し、支払率は高くなかった。また、富士山保全協
力金の 1 人あたりの金額が1,000円から3,000円に値上が
りした場合、67.2%は払いたくないと否定的な回答が多
かった。一方、金額が500円に値下がりした場合、57.3%
は支払意思があった。富士山への再登山意向は48.5%が
「多分登る」、10.7%が「絶対に登る」と答え、肯定的な意
向が多かった。反対に、否定的な意向は40.8%であった。
　富士登山の満足度（表 6 ）をアクセス、山小屋、看板、
トイレ、総合の 5 つに区分し、10：満足〜 0 ：不満の評
価尺度によって把握した結果、トイレに対する満足度は
相対的に低かった。自由記述におけるコメント等を考慮
すると、悪臭などの臭いが満足度を低下させている要因
と考えられた。また有料のトイレであるにもかかわらず、
清潔感を欠いていることも不満につながっている要因の
一つと考えられた。
表 4 　ロゴの認知度
表 2 　外国人登山者の国籍
表 3 　登山者の特性と行動
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表 5 登山者の意識
表 6 　富士登山の満足度
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2 － 2 　外部評価
　平成13年 3 月策定の「山梨県立試験研究機関における
評価指針」に基づき、平成14年度から全試験研究機関に
導入された「試験研究課題及び機関運営全般に関する外
部評価」のうち、研究所が実施する調査・研究課題につ
いて、事前評価（調査・研究課題の選定時に、調査・研
究に着手することの適切性・妥当性について行う評価）、
中間評価（一定期間を経過した時点で、当該調査・研究
の継続及び見直しについて行う評価）及び事後評価（調
査・研究終了後、研究目的・目標の達成度や成果の妥当
性等について行う評価）を実施した。
2 － 2 － 1 　課題評価委員
委員長
　平田　徹：山梨大学大学院教授
副委員長
　石原和弘：京都大学名誉教授
委　員（50音順）
　北村眞一：山梨大学生命環境学部教授
　鈴木敦子：健康科学大学理学療法学科教授
　中山隆治：環境省自然環境局生物多様性センター長
　原澤英夫：独立行政法人国立環境研究所理事
2 － 2 － 2 　平成27年度第 1 回課題評価の概要
評価対象研究課題
　平成28年度から研究を開始する研究課題 9 件につい
て、評価を行った。
（ 1 ）事前評価　 9 件
　 1 ）富士山研究　 2 件
　　① 　富士山森林限界における植生の地理的分布に関
する研究  （H28〜H32）
　　② 　富士北東麓における地下水涵養機構と深部地下
水流動系の解明  （H28〜H30）
　 2 ）基盤研究　 4 件
　　① 　富士山北麓におけるニホンジカとニホンカモシ
カの分布および個体群動態  （H28〜H29）
　　② 　広域的昆虫相調査による富士山の自然生態系の
保全生態学的研究  （H28〜H30）
　　③ 　血漿および細胞内のバナジウム結合タンパク質
の分析ならびにその特徴を明らかにするための基
礎的研究  （H28〜H30）
　　④ 　特定有機化合物放射性炭素年代測定法の富士山
噴火史への応用  （H28〜H30）
　 3 ）特別研究　 3 件
　　① 　富士五湖（特に河口湖）の水質浄化に関する研
究 II－ヘドロの堆積状況の面的把握 （H28〜H30）
　　②　富士火山北麓における噴火実績の再検討
  （H28〜H30）
　　③ 　富士山の吉田口登山道における山小屋建築の意
匠と構成に関する研究  （H28〜H29）
課題評価委員会開催日時
　平成27年 9 月 1 日（火）
　午前10時〜午後 3 時30分
研究課題に対する評価結果
　新規研究 9 課題に対する総合評価点は3.6〜4.0（平均
3.9）で、全ての研究課題について「妥当」との評価結
果であった。
2 － 2 － 3 　平成27年度第 2 回課題評価の概要
評価対象研究課題
　平成26年度で研究を終了した研究課題 6 件について評
価を行った。
 ・事後評価　 6 件
（ 1 ）基盤研究　 4 件
　① 　遷移過程における半自然草地の種多様性と機能群
の空間分布に関する研究  （H22〜H26）
　② 　富士五湖湖畔域における特定外来植物アレチウリ
（Sicyos angulatus L.）の分布と侵入予測に関する研
究  （H24〜H26）
　③ 　衛星データによる土地被覆情報把握の高度化
  （H24〜H26）
　④ 　青木ヶ原周辺の植生構造と植生分布の広域解析に
関する予備的研究  （H25〜H26）
（ 2 ）特別研究　 2 件
　① 　甲府盆地地域の夏季暑熱環境の実態とヒートアイ
ランド現象の緩和要因についての研究 （H22〜H26）
　② 　都市近郊の里山林における「森の癒し機能」の効
果的な発揮に関する研究  （H24〜H26）
課題評価委員会開催日時
　平成27年12月 3 日（木）
　午前10時30分〜午後 2 時
研究課題に対する評価結果
　事後評価 6 課題に対する総合評価点は3.3〜4.4（平均
3.9）で、全ての研究課題について「妥当」との評価結
果であった。
※ 5 段階評価
5 ：非常に優れている。
4 ：優れている。
3 ：良好・適切である。
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2 ：やや劣っている。
1 ：劣っている。
2 － 3 　セミナー
2 － 3 － 1 　所内セミナー
平成27年
4 月28日
「私のこれまでの里山研究と今後の研究計画」
大脇　淳（自然環境研究部）
「千島列島、最近 1 万年間のテフラ層序学的研究」
馬場　章（火山防災研究部）
「20150420に発生したスラッシュ調査報告」
吉本充宏（火山防災研究部）
5 月29日
「空間デザインに関する実践と研究　これまで・これ
から」
奥矢　恵（環境教育・交流部）
6 月24日
「総理研研究「新しいバイオマーカーを利用した山梨
県の有用植物等資源の探索と活用」一年目の成果」
長谷川達也（環境共生研究部）
「御嶽山2014年噴火と災害」
吉本充宏（火山防災研究部）
7 月22日
「シカを数える─Measuring abundance of deer─」
小平真佐夫（自然環境研究部）
「御嶽山の2014年噴火における火山岩塊の数値的研究」
常松佳恵（火山防災研究部）
9 月25日
「森林セラピーへの期待と感想からみた武田の杜保健
休養林の計画」
菊池佐智子（環境共生研究部）
「河口湖で新たに見つかった湖底湧水とその起源につ
いて」
山本真也（火山防災研究部）
10月28日
「ドローンの活用と画像分類」
安田泰輔（自然環境研究部）
「路上動画撮影による富士山への見通しの確認」
池口　仁（環境共生研究部） 
11月26日
「高所（低酸素）環境で起こる脳血流自動調節機能と
認知機能の低下〜急性高山病症状との関連から〜」
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堀内雅弘（環境共生研究部）
「広報・交流事業の見直しについて」
小石川　浩・奥矢　恵（環境教育・交流部）
12月25日
「山梨県内での熱中症救急搬送データ解析からその対
策を考える」
宇野　忠（環境共生研究部）
「中分解能衛星により整備された森林分布データの比
較」
杉田幹夫（自然環境研究部） 
平成28年
1 月27日
「これからの山間地の暮らしを考える」
小笠原　輝（環境共生研究部） 
「青木ヶ原周辺地域の植生構造」
中野隆志（自然環境研究部） 
2 月15日
「韓国における国立公園の特徴と景観管理の課題」
孫　鏞勲（ソウル大学環境大学院、富士山科学研究所
招聘研究員） 
2 月24日
「富士山の水理地質構造と地下水流動メカニズム」
内山　高（火山防災研究部）
「中山間地における交流による環境保全と地域活性化
の取り組みについて：早川町の事例」
本郷哲郎（環境教育・交流部）
2 － 3 － 2 　 山梨県富士山科学研究所・山梨県森林総合
研究所合同セミナー
平成27年 5 月18日
「里山の昆虫の多様性の特徴と維持機構」
大脇　淳（自然環境研究部）
平成28年 2 月17日
「関東・中部地方の半自然草原における草原生植物の
消失と加入に影響を与える要因と復元対策」
大津千晶（森林総合研究所）
2 － 3 － 3 　 山梨県富士山科学研究所・山梨大学合同セ
ミナー
平成27年12月17日（山梨大学甲府キャンパスS 2 号館）
「細菌藻類バイオマスによる有機果樹栽培法の開発」
Fomichova, K.、御園生拓（山梨大学生命環境学部）
「河口湖で新たに見つかった湖底湧水とその起源につ
いて」
山本真也（火山防災研究部）
「富士北麓における伝統工芸品の継承と社会変容」
小笠原　輝（環境共生研究部）
「まち・ひと・しごと総合戦略と文科省補助事業COC
およびCOC＋」
北村眞一（山梨大学生命環境学部）
2 － 3 － 4 　第17回富士山セミナー
平成27年12月 5 日（富士山科学研究所）
「 6 年周期が確定 ! 　オビババヤスデ富士北麓個体群
の集団発生」
萩原康夫（昭和大学）
「富士山森林限界における植生動態の解析；裸地への
高木種の侵入」
宮内直樹（茨城大学）
「森林限界において樹木が冬季に受けるストレス─太
平洋側と日本海側の比較─」
丸田恵美子（東京農業大学）
「青木ヶ原樹海針葉樹林の林分構造と標高の関係」
城取陽一郎 （茨城大学）
「山岳自動車道路の路傍植生への外来植物の侵入；交
通量および除草管理の影響」
紺野由佳（茨城大学）
「シカ密度指標 3 種の比較」
小平真佐夫（山梨県富士山科学研究所）
「富士山亜高山帯におけるシカ剥皮の発生年」
元吉遼太郎（東邦大学）
「傾度法を用いた富士山麓アカマツ林におけるオゾン
フラックスの計測」
永田　栞 （帝京科学大学）
「UAVと画像解析による草原植生マッピング」
安田泰輔 （山梨県富士山科学研究所）
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2 － 4 　学会活動
北原正彦
　日本環境動物昆虫学会
　　理事、評議員
　日本チョウ類保全研究会
　　幹事
　International Scholarly Research Notices誌
　　Editorial Board（Ecology）メンバー
　科学研究費審査委員
　　日本学術振興会科学研究費審査委員（審査第二部会
     総合生物小委員会）
安田泰輔
　日本草地学会
　　国際情報委員会・委員、英文誌編集委員会・委員
長谷川達也
　日本毒性学会
　　評議委員
　The Journal of Toxicological Sciences
　　Editorial Board
　Fundamental Toxicological Sciences
　　Editorial Board
池口　仁
　日本造園学会
　　技術報告集委員会委員、関東支部運営委員
堀内雅弘
　日本体力医学会
　　評議員
　日本運動生理学会
　　評議員
菊池佐智子
　日本造園学会
　　 国際委員会幹事、総務委員会委員、ランドスケープ 
研究査読委員、日中韓国際ランドスケープ専門家会
議・シンポジウム実行委員会 
　日本都市計画学会 
　　学術研究論文査読委員
 環境情報科学センター
　　環境情報科学学術論文集査読委員
吉本充宏
　日本火山学会
　　 理事、火山防災委員会委員長、学校教育委員会、ジ
オパーク支援委員会オブザーバー、大会委員会委員、
広報委員会委員
　地球惑星科学連合
　　環境災害対応委員会
山本真也
　日本有機地球化学会 
　　選挙管理委員会委員
本郷哲郎
　日本民族衛生学会
　　幹事、評議員
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2 － 5 　外部研究員受け入れ状況
研修生
自然環境研究部
　（株）野生動物保護管理事務所上席研究員　 1 名
　東京海洋大学　 1 名
環境共生研究部
　JASSO Short Visits　10名
　ソウル大学環境大学院　 1 名
　山梨県立吉田高等学校理数科　 7 名
2 － 6 　助成等
中野隆志
　 日本学術振興会科学研究費助成　基盤研究B（2012〜
2016）
　　研究分担者
　　 「世界自然遺産の小笠原樹木の乾燥耐性と種多様性
の維持機構」
杉田幹夫
　三井物産環境基金　2012年度研究助成（2013〜2015）
　　研究分担者
　　「高山に登るニホンジカにどのように対処するか」
安田泰輔
　 日本学術振興会科学研究費助成　基盤研究B（2012〜
2016）
　　研究分担者
　　 「世界自然遺産の小笠原樹木の乾燥耐性と種多様性
維持機構の解明」
　山梨県試験研究重点化事業（2015〜2017） 
　　研究代表者
　　 「富士山周辺における侵略的外来植物の広域分布推
定に関する研究」
小平真佐夫
　山梨県総合理工学研究機構研究費（2014〜2016）
　　研究分担者
　　 「甲州印伝への山梨県産鹿革の活用とプロダクトの
試作開発」
長谷川達也
　山梨県総合理工学研究機構研究費（2014〜2017）
　　研究分担者
　　 「新しいバイオマーカーを利用した山梨県の有用植
物等資源の探索と活用」
　山梨県総合理工学研究機構研究費（2013〜2015）
　　研究分担者
　　 「富士北麓水資源の保全と活用のための水文科学的
研究」
堀内雅弘
　 日本学術振興会科学研究費助成　基盤研究C（2014〜
2016）
　　研究代表者
　　 「高所環境における経済速度と体温・体液調節から
見た環境適応能」
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　 日本学術振興会科学研究費助成　基盤研究C（2014〜
2016）
　　研究分担者
　　 「環境適応能としての移行速度と経済速度に関する
生理人類学的検討」
　山梨県試験研究重点化事業（2013〜2015） 
　　研究代表者
　　 「急性高山病の要因を脳循環応答から検証する〜安
全な富士登山確立に向けて〜」
菊池佐智子
　 日本学術振興会科学研究費助成　基盤研究C（2015〜
2017）
　　研究代表者
　　 「屋上緑化の水循環機構の解明とランドスケープイ
ンフラへの展開」
　 日本学術振興会科学研究費助成　基盤研究C（2014〜
2016）
　　研究分担者
　　 「ソーラー緑化の多面的環境性能を活用したサステ
イナブルな生活と都市のデザイン」
内山　高
　山梨県総合理工学研究機構研究費（2013〜2015）
　　研究代表者
　　 「富士北麓水資源の保全と活用のための水文科学的
研究」
　山梨県総合理工学研究機構研究費（2015〜2017）
　　研究分担者
　　「雪崩発生条件の解明と観測機器の開発」
　山梨県総合理工学研究機構研究費（2015〜2018）
　　研究分担者
　　「富士山登山の安全確保に関する研究」
　山梨県総合理工学研究機構研究費（2015〜2017）
　　研究分担者
　　「クニマスの保全並びに活用に関する研究」
　山梨県試験研究重点化事業（2015〜2017） 
　　研究代表者
　　 「富士山火山防災のための火山学的研究─噴火履歴
とそのシミュレーション─」
吉本充宏
　 日本学術振興会科学研究費助成　基盤研究C（2012〜
2015）
　　研究代表者
　　 「火山噴出物と津波堆積物の調査に基づく渡島大島
1741年津波の発生原因の再検討」
　 日本学術振興会科学研究費助成　基盤研究C（2015〜
2017）
　　研究分担者
　　 「画像解析と数値モデルに基づいた噴石の運動メカ
ニズムの解明」
　 日本学術振興会科学研究費助成　基盤研究C（2015〜
2018）
　　研究分担者
　　 「草津白根火山の熱水循環・マグマ供給システムの
描像」
　 JICA-JST地球規模課題対応国際科学技術協力事業
（SATREPS）（2014〜2018）
　　研究分担者
　　 「火山噴出物の放出に伴う災害の軽減に関する総合
的研究」
　 東京大学地震研究所・京都大学防災研究所拠点間連携
共同研究（2014〜2015）
　　研究分担者
　　「画像データによる降灰情報収集システム開発」
　北海道河川財団（2015）
　　研究分担者
　　 「広域地震観測網を用いた泥流検知手法の試験およ
び評価」
　山梨県総合理工学研究機構研究費（2015〜2017）
　　研究代表者
　　「雪崩発生条件の解明と観測機器の開発」
　山梨県総合理工学研究機構研究費（2015〜2018）
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Nakada, S., Zaennudin, A., Maeno, F., Yoshimoto, M., 
Hokanishi, N.（2016）Credibility of volcanic ash  thick-
nesses reported by the media and  local residents  fol-
lowing the 2014 eruption of Kelud volcano,  Indonesia. 
Journal of Disaster Research, 11, 53-59.
及川輝樹，山岡耕春，吉本充宏，中田節也，竹下欣宏，
前野　深，石塚吉浩，小森次郎，嶋野岳人，中野　俊（2015）
御嶽山2014年噴火．火山，60，411-415．
Shibata, T., Yoshimoto, M., Fujii, T., Nakada, S.（2015）
Geochemical and Sr-Nd  isotopic characteristics of  the 
quaternary magmas from Pre-Komitake volcano. Jour-
nal of Mineralogical and Petrological Sciences, 110, 65-
70.
安田　敦，吉本充宏，藤井敏嗣（2015）姶良火砕噴火の
マグマ溜まり深度．火山，60，381-398．
○山本真也
小田切幸次，佐野哲也，村中康秀，神谷貴文，内山　高，
山本真也，長谷川達也，中村高志，渡邊雅之，吉澤一家，
内山美恵子，赤塚　慎，古屋洋一（2015）富士北麓水資
源の保全と活用のための水文科学的研究．山梨県総合理
工学研究機構研究報告書，10，77-90．
Tyagi, P., Yamamoto, S., Kawamura, K.（2015）Hydroxy 
fatty acids in fresh snow samples from northern Japan: 
long-range  atmospheric  transport  of Gram-negative 
bacteria by Asia winter monsoon. Biogeosciences, 12, 
7071-7080.
○常松佳恵
Künzli, P., Tsunematsu, K., Albuquerque, P., Falcone, 
J-L., Chopard, B., Bonadonna C.（2015）Parallel  simula-
tion of particle transport  in an advection field applied 
to volcanic explosive eruptions. Computers & Geosci-
ences, 89, 174-185.
Tsunematsu, K., Bonadonna, C.（2015）Grain-size  fea-
tures of  two  large eruptions  from Cotopaxi volcano 
（Ecuador） and  implications  for  the calculation of  the 
total grain-size distribution. Bulletin of Volcanology, 77, 
1-12.
［環境教育・交流部］
○本郷哲郎
濱　泰一，小石川　浩，川口征司，本郷哲郎（2016）富
士山の環境保全に対する小中学生の意識と富士山学習の
検討．富士山研究，10，9-22．
菊池佐智子，山本清龍，勝俣英里，遠藤淳子，本郷哲郎
（2016）富士山北麓における観光旅行に関するアンケー
ト調査報告─世界遺産登録前の道の駅滞在者を対象に
─．都市計画報告集，14，364-371．
菊池佐智子，山本清龍，勝俣英里，遠藤淳子，本郷哲郎
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（2016）富士山北麓における観光旅行に関するアンケー
ト調査報告─世界遺産登録前の鉄道駅利用者を対象に
─．都市計画報告集，14，372-379．
菊池佐智子，山本清龍，勝俣英里，遠藤淳子，本郷哲郎
（2016）富士山北麓における観光旅行に関するアンケー
ト調査報告─世界遺産登録前の富士山五合目滞在者を対
象に─．都市計画報告集，14，380-383．
○小石川　浩
濱　泰一，小石川　浩，川口征司，本郷哲郎（2016）富
士山の環境保全に対する小中学生の意識と富士山学習の
検討．富士山研究，10，9-22．
○川口征司
濱　泰一，小石川　浩，川口征司，本郷哲郎（2016）富
士山の環境保全に対する小中学生の意識と富士山学習の
検討．富士山研究，10，9-22．
［富士山科学研究所］
山梨県富士山科学研究所（2016）平成27年度学校教員研
修会報告書．
山梨県富士山科学研究所国際シンポジウム実行委員会 
（2016） 国際シンポジウム　2015「火山地域の観光と防
災」報告書．
山梨県富士山科学研究所国際ワークショップ実行委員会 
（2016）火山災害軽減のための方策に関する国際ワーク
ショップ報告書．
山梨県富士山科学研究所監修（2015）富士山の地形・地
質．富士山環境保全ガイドブック，富士山憲章山梨県推
進会議．
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［自然環境研究部］
○中野隆志
賈　 舒 征，中 野 隆 志， 奈 良 一 秀（2016）Trophic 
strategies and mycorrhizal associations of Pyrolaseae 
in subalpine coniferous  forests on Mt. Fuji．第63回日
本生態学会大会（仙台）
紺野由佳，山村靖夫，中野隆志，安田泰輔（2016）山岳
自動車道路の路傍植生への外来植物の侵入；交通量およ
び除草管理の影響．第63回日本生態学会大会（仙台）
甲野裕理，才木真太朗，吉村謙一，白井　誠，木村芙久，
丸山　温，松山　秦，矢崎健一，中野隆志，相川真一，
石田　厚 （2016） 乾燥による樹木枯死の水分欠損仮説と
糖制限仮説の検証．第63回日本生態学会大会（仙台）
甲野裕理，才木真太朗，吉村謙一，白井　誠，木村芙久，
丸山　温，松山　秦，矢崎健一，中野隆志，相川真一，
石田　厚 （2016） 小笠原のウラジロエノキ稚樹の乾燥枯
死の生理機構．第127回日本森林学会大会（藤沢）  
大脇　淳，中野隆志，北原正彦（2016）富士北麓の植林
伐採地と半自然草原のチョウ群集．第63回日本生態学会
大会（仙台）
杉村尚倫，松山　秦，末弘宗滉，才木真太朗，石田　厚，
中野隆志，安元　剛，神保　充，渡部終五，坂田　剛 
（2016） ポリアミンによる光合成促進が環境適応に果た
す役割．第127回日本森林学会大会（藤沢）
高梨　聡，檀浦正子，中野隆志，小南裕志，深山貴文（2016）
二酸化炭素安定同位体を用いた樹体内炭素動態の解明． 
第127回日本森林学会大会（藤沢）  
高梨　聡，檀浦正子，中野隆志，小南裕志，深山貴文（2015）
二酸化炭素安定同位体連続観測による冷温帯針葉樹林に
おける炭素循環の推定．日本地球惑星科学連合2015年大
会（千葉） 
和田龍一，中山智喜，松見　豊，谷　晃，高梨　聡，深
山貴文，中野隆志，米村正一郎（2015）レーザー誘起蛍
光法による富士山山岳道路沿道における窒素酸化物計
測．大気化学討論会（東京）
Wada, R., Takanashi, S., Miyama, T., Nakano, T., Tani, 
A., Yonemura, S.（2015）Observation of O3 flux by gradi-
ent method in red pine forest. Asiaflux Workshop 2015
（Pune, India）  
○北原正彦
大脇　淳，中野隆志，北原正彦（2016）富士北麓の植林
伐採地と半自然草原のチョウ群集．第63回日本生態学会
大会（仙台）
Yoshida, Y., Nakamura, D.,  and Kitahara, M.（2015）
Changes  to  the home range of a wild  Japanese ma-
caque troop north of Mt. Fuji, Japan, due to pursuit by 
trained dogs.  5th  International Wildlife Management 
Congress（Sapporo, Japan）
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○安田泰輔
安田泰輔（2015）ドローン撮影画像における機械学習を
用いた植生判別．東海北陸雑草研究会（名古屋）
安田泰輔（2016）音声データを用いた外来植物の広域分
布の把握．日本草地学会（石川）
安田泰輔，塩見正衛，高橋繁男（2016）半自然草地にお
ける種の出現率と集中性の動態：テイラーのべき乗則を
用いた状態空間モデル．日本草地学会（石川）
○小平真佐夫
小平真佐夫（2015）シカ密度指標 3 種の比較．第17回富
士山セミナー（富士吉田）
小平真佐夫（2016）ニホンジカ密度指標の再考．第63回
日本生態学会大会（仙台）
○大脇　淳
大脇　淳，中野隆志，北原正彦（2016）富士北麓の植林
伐採地と半自然草原のチョウ群集．第63回日本生態学会
大会（仙台）
 
 ［環境共生研究部］
○長谷川達也
長谷川達也（2016）富士山地下水に含まれるバナジウム
の中性脂肪増加抑制効果の安全性に関する検討．第 5 回
重金属毒性機構解明に関する研究会（十和田）
三浦伸彦，大谷克己，長谷川達也（2015）時間毒性学の
意義．第42回日本毒性学会（金沢）
上垣良信，佐藤哲也，長谷川達也（2015）3d遷移金属
錯体の混合媒染効果に関する研究．日本繊維機械学会　
第21回　秋季セミナー（大阪）  
○堀内雅弘
Dobashi, S., Kiuchi, M., Endo, J., Horiuchi, M., Koyama, 
K.（2015）The Effects of Prolonged Exercise in Hypoxia 
on Cognitive Function. American College of Sports 
Medicine, Annual Meeting（San Diego, USA）
土橋祥平，堀内雅弘，小山勝弘（2015）局所的な筋への
冷却刺激は 3 日間連続の高強度運動時のパフォーマンス
低下を抑制する．日本運動生理学会（東京）  
土橋祥平，遠藤淳子，木内政孝，堀内雅弘，小山勝弘
（2015）低酸素環境下の運動は硝酸塩の事前摂取による
認知機能改善効果を消失させる．日本体力医学会（和歌
山） 
Horiuchi, M.（2015）Energy cost of walking and the eco-
nomical speed during walking under hypxic condition. 
The 12th  International Congress of Physiological An-
thropology（Chiba, Japan）
Horiuchi, M., Endo, J., Dobashi, S., Kiuchi, M., Koyama, 
K., Subudhi, W, A.（2015）Effects of progressive normo-
baric hypoxia on dynamic cerebral autoregulation. Eu-
ropean College of Sports Science（Malmö, Sweden）
堀内雅弘，遠藤淳子，近藤光一，宇野　忠，森川真悠子， 
能勢　博（2015）糖質・電解質溶液摂取が富士登山中の
エネルギー消費量と心拍数におよぼす影響．日本体力医
学会（和歌山）
菊池佐智子，遠藤淳子，堀内雅弘（2015）森林セラピー
への期待と感想からみた武田の杜保健休養林の計画．土
木学会（岡山大学）  
Koyama, K., Mochizuki, C., Dobashi, S., Takeuchi, K., 
Horiuchi, M.（2015）Cooling Attenuates the Reduction in 
Muscle Performance During Repeated Three Consecu-
tive Days of Strenuous Exercise. American College of 
Sports Medicine, Annual Meeting（San Diego, USA）
相良裕子，杉山将太，土橋祥平，堀内雅弘，小山勝弘（2015）
異なる低酸素環境下における認知機能．日本体力医学会
（和歌山）
Takayama, N.,  Saito, H., Fujiwara, A., Horiuchi, M.
（2015）The effect of slight thinning of managed conifer-
ous forest on landscape appreciation and psychological 
restoration. Japan Geoscience Union Meeting（Yokoha-
ma, Japan）
宇野　忠，堀内雅弘（2015）富士登山における急性高山
病発生状況に及ぼす要因の検討．第54回日本生気象学会
大会（札幌）
○池口　仁
小笠原　輝，池口　仁（2016）山梨県の中山間地におけ
るこれからの生活についての一考察．生態人類学会（札
幌）
○宇野　忠
堀内雅弘，遠藤淳子，近藤光一，宇野　忠，森川真悠子，
能勢　博（2015）糖質・電解質溶液摂取が富士登山中の
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エネルギー消費量と心拍数におよぼす影響．日本体力医
学会（和歌山）
宇野　忠，堀内雅弘（2015）富士登山における急性高山
病発生状況に及ぼす要因の検討．第54回日本生気象学会
大会（札幌）
○小笠原　輝
小笠原　輝，池口　仁（2016）山梨県の中山間地におけ
るこれからの生活についての一考察．生態人類学会（札
幌）
○菊池佐智子
菊池佐智子（2015）富士山北麓の来訪者の総合満足度．
一般社団法人環境情報科学センター（日本大学会館）
菊池佐智子，遠藤淳子，堀内雅弘（2015）森林セラピー
への期待と感想からみた武田の杜保健休養林の計画．土
木学会（岡山大学）  
Kikuchi, S., Koshimizu, H.（2015）Examination of combi-
nation green roof with photovoltaic generation. 
WGIC2015.（Nagoya, Japan）
菊池佐智子，輿水　肇（2015）光透過量の異なる太陽光
パネル下の環境測定と芝草の状態．日本芝草学会（日本
大学）  
菊池佐智子，輿水　肇（2015）芝生地上部に設置した黒
色太陽光パネルの裏面下部の温度と電力量の季節変化．
日本造園学会（東京大学）
菊池佐智子，田口真弘（2015）北米 2 都市の緑化推進に
向けた取り組みの状況と日本での適用に関する研究．日
本都市計画学会（宮崎） 
 
菊池佐智子，本郷哲郎（2015）利用場所別の来訪回数と
旅行で重視した事柄の関連性分析．日本建築学会（東海
大学）
○遠藤淳子
Dobashi, S., Kiuchi, M., Endo, J., Horiuchi, M., Koyama, 
K.（2015）The Effects of Prolonged Exercise in Hypoxia 
on Cognitive Function. American College of Sports 
Medicine, Annual Meeting（San Diego, USA）
土橋祥平，遠藤淳子，木内政孝，堀内雅弘，小山勝弘（2015）
低酸素環境下の運動は硝酸塩の事前摂取による認知機能
改善効果を消失させる．日本体力医学会（和歌山） 
Horiuchi, M., Endo, J., Dobashi, S., Kiuchi, M., Koyama, 
K., Subudhi, W, A. 2015 Effects of progressive normo-
baric hypoxia on dynamic cerebral autoregulation. Eu-
ropean College of Sports Science（Malmö, Sweden）
堀内雅弘，遠藤淳子，近藤光一，宇野　忠，森川真悠子，
能勢　博（2015）糖質・電解質溶液摂取が富士登山中の
エネルギー消費量と心拍数におよぼす影響．日本体力医
学会（和歌山）  
菊池佐智子，遠藤淳子，堀内雅弘（2015）森林セラピー
への期待と感想からみた武田の杜保健休養林の計画．土
木学会（岡山大学）
［火山防災研究部］
○内山　高
古川竜太，石塚吉浩，山﨑誠子，萬年一剛，長井雅史，
三輪学央，吉本充宏，常松佳恵，内山　高，馬場　章
（2015）箱根火山2015年噴火の降灰分布．日本火山学会
（富山）
長井雅史，三輪学央，萬年一剛，石塚吉浩，山﨑誠子，
古川竜太，吉本充宏，常松佳恵，内山　高，馬場　章，
鈴木雄介（2015）箱根火山2015年噴火の火口近傍地域の
観察．日本火山学会（富山）
萬年一剛，菊川城司，本多　亮，原田昌武，長井雅史，
三輪学央，古川竜太，石塚吉浩，山崎誠子，吉本充宏，
常松佳恵，内山　高，馬場　章（2015）箱根火山2015年
噴火の火口と噴気孔─形成・崩壊・活動．日本火山学会
（富山）  
Takeshita, Y., Matsushima, N., Teradaira, H., Uchiyama, 
T. and Kumai, H.（2015）The Ontake-Byakubi tephra, a 
marker tephra bed for indication of the GSSP of Low-
er-Middle Pleistocene Boundary. XIX  INQUA 2015 
NAGOYA JAPAN（Nagoya, Japan）
Yamamoto, S., Uchiyama, T.（2015）Stable carbon isoto-
pic compositions of plant biomarkers in the sediments 
from Lake Yamanaka,  the northern  foot of Mt. Fuji, 
over  the past 12ka. XIX INQUA（International Union 
for Quaternary Research）Congress（Nagoya, Japan）
吉本充宏，内山　高，常松佳恵，馬場　章，藤井敏嗣，
荒牧重雄，山下憲美，相原靖志，近藤照夫，荒井健一，
藤田浩司，廣谷志穂，成毛志乃，佐々木　寿，岸本博志，
木場啓太，千葉達朗（2015）富士山における観光客・登
山者に対する火山防災の取り組み─噴火時避難ルート
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マップの作成─．日本火山学会（富山） 
吉本充宏，内山　高，山本真也，常松佳恵，馬場　章
（2016）9201富士山における地下水観測・9202富士山の
噴火事象系統樹の高精度化のための基礎研究．「災害の
軽減に貢献するための地震火山観測研究計画」平成27年
度成果報告シンポジウム （東京大学 武田先端知ビル　
5 F 武田ホール・ホワイエ）
○吉本充宏
有賀貴史，中村美千彦，奥村　聡，吉本充宏（2015）富
士火山宝永噴火の地震トリガー説の岩石学的検証．日本
地球惑星科学連合2015年大会（千葉）  
古川竜太，石塚吉浩，山﨑誠子，萬年一剛，長井雅史，
三輪学央，吉本充宏，常松佳恵，内山　高，馬場　章
（2015）箱根火山2015年噴火の降灰分布．日本火山学会
（富山）
石峯康浩，及川輝樹，吉本充宏（2015）積分モデルによ
る御嶽山2014年噴火での火砕流発生条件推定の試み．日
本地球惑星科学連合2015年大会（千葉） 
亀谷伸子，石﨑泰男，濁川　暁，吉本充宏，寺田暁彦，
上木賢太（2015）テフラ層序からみた草津白根火山の最
近5000年間の噴火活動．日本火山学会（富山） 
前野　深，中田節也，吉本充宏，嶋野岳人，西奈津美，
Akhmad Zaennudin，井口正人（2015）溶岩ドーム破壊
で始まったケルート火山2014年のプリニー式噴火．日本
地球惑星科学連合2015年大会（千葉） 
萬年一剛，菊川城司，本多　亮，原田昌武，長井雅史，
三輪学央，古川竜太，石塚吉浩，山崎誠子，吉本充宏，
常松佳恵，内山　高，馬場　章（2015）箱根火山2015年
噴火の火口と噴気孔─形成・崩壊・活動．日本火山学会
（富山）
森　俊哉，橋本武志，寺田暁彦，篠原宏志，風早竜之介，
吉本充宏，田中　良（2015）UAVを用いた御嶽山の噴
煙観測．日本地球惑星科学連合2015年大会（千葉） 
長井雅史，三輪学央，萬年一剛，石塚吉浩，山﨑誠子，
古川竜太，吉本充宏，常松佳恵，内山　高，馬場　章，
鈴木雄介（2015）箱根火山2015年噴火の火口近傍地域の
観察．日本火山学会（富山）  
中田節也，吉本充宏，前野　深，鈴木由希，外西奈津美，
井口正人（2015）インドネシアのシナブン火山で継続す
る溶岩ドーム／流噴火．日本火山学会（富山） 
及川輝樹，吉本充宏，中田節也，前野　深，石塚吉浩，
竹下欣宏，小森次郎，嶋野岳人，石峯康浩（2015）映像
と現地調査に基づく御嶽山2014年噴火の推移．日本地球
惑星科学連合2015年大会（千葉） 
Shibata, T., Yoshimoto, M., Fujii, T., Nakada, S.（2015）
Fractionation of garnet and amphibole of Pre-Komitake 
prior  to Fuji  and Komitake volcanoes,  Japan. Gold-
Schmidt（Prague, Czech Republic）
柴田知之，吉本充宏，藤井敏嗣，中田節也（2015）先小
御岳火山のマグマの分化にかかわるザクロ石・角閃石の
分別作用．日本地球惑星科学連合2015年大会（千葉）
萬年一剛，菊川城司，本多　亮，原田昌武，長井雅史，
三輪学央，古川竜太，石塚吉浩，山崎誠子，吉本充宏，
常松佳恵，内山　高，馬場　章（2015）箱根火山2015年
噴火の火口と噴気孔─形成・崩壊・活動．日本火山学会
（富山）  
Tsunematsu K., Kaneko, T., Ishimine, Y., Yoshimoto, M., 
Fujii, T., Yamaoka. K.（2015）Numerical Study of Clast 
Transport of 2014 Ontake Eruption, Japan. 26th IUGG 
General Assembly 2015（Prague, Czech Republic）
常松佳恵，金子隆之，石峯康浩，吉本充宏，藤井敏嗣，
山岡耕春（2015）御嶽山の2014年噴火における火山岩塊
の数値的研究．日本地球惑星科学連合2015年大会（千葉）
常松佳恵，吉本充宏，新堀賢志，井口正人，中田節也 
（2016）画像データによる降灰情報収集システムの開発．
「災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画」
平成28年度成果報告シンポジウム（東京大学　武田先端
知ビル　 6 F 武田ホール・ホワイエ）
常松佳恵，吉本充宏，新堀賢志，中田節也，井口正人（2016）
画像データによる降灰情報収集システムの開発．京都大
学防災研究所　研究発表講演会 （宇治）
山田浩之，佐藤元宣，小笠原永久，吉本充宏（2015）噴
石衝突に対する山小屋の安全性に関する実験的検討．日
本火山学会（富山）  
安田　敦，金子隆之，嶋野岳人，吉本充宏，藤井敏嗣（2015）
斑晶とメルト包有物の組成および組織から推定する富士
山宝永噴火の珪長質マグマ溜まりでのマグマプロセス．
日本火山学会（富山） 
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吉本充宏，渡辺康二（2015）無人ヘリを活用した火山泥
流感知システムの開発．一般財団法人北海道河川財団 
平成26年度RIC研究助成成果報告会（札幌）
吉本充宏，内山　高，常松佳恵，馬場　章，藤井敏嗣，
荒牧重雄，山下憲美，相原靖志，近藤照夫，荒井健一，
藤田浩司，廣谷志穂，成毛志乃，佐々木　寿，岸本博志，
木場啓太，千葉達朗（2015）富士山における観光客・登
山者に対する火山防災の取り組み─噴火時避難ルート
マップの作成─．日本火山学会（富山）
吉本充宏，内山　高，山本真也，常松佳恵，馬場　章
（2016）9201富士山における地下水観測・9202富士山の
噴火事象系統樹の高精度化のための基礎研究．「災害の
軽減に貢献するための地震火山観測研究計画」平成27年
度成果報告シンポジウム（東京大学 武田先端知ビル　
5 F　武田ホール・ホワイエ）
○山本真也
De Batist, M., Heyvaert, V., Hubert-Ferrari, A., Fuji-
wara, O., Shishikura, M., Yokoyama, Y., Brückner, H., 
Garrett, E., Boes, E., Lamair, L., Nakamura, A., Miyairi, 
Y., Yamamoto, S.（2015）New geological evidence of past 
earthquakes and tsunami along the Nankai trough, Ja-
pan. AGU Fall Meeting 2015（San Francisco, USA）  
Lamair L., Hubert-Ferrari A., Boes E., Schmidt S., Ya-
mamoto S., Fujiwara O., Miyairi Y., Yokoyama Y., De 
Batist M., Brückner H., Heyvaert V., Garrett E., the 
QuakeRecNankai Team（2015）The last 300 years sedi-
mentation in Fuji lakes: the impact of natural disasters 
with a special focus on earthquakes. XIX INQUA（In-
ternational Union for Quaternary Research）Congress
（Nagoya, Japan）
Lamair L., Hubert-Ferrari A., Boes E., Yamamoto S., 
Garrett E., Fujiwara O., Yokoyama Y., De Batist M., 
Heyvaert V., the QuakeRecNankai Team（2015）Late 
Holocene History of the Fuji lakes（Japan）. XIX 
INQUA（International Union for Quaternary Research）
Congress（Nagoya, Japan） 
山本真也（2016）河口湖で新たに見つかった湖底湧水と
その起源について．総理研研究課題「北麓水資源」の研
究のまとめの集会 （工業技術センター）
Yamamoto, S., Uchiyama, T.（2015）Stable carbon isoto-
pic compositions of plant biomarkers in the sediments 
from Lake Yamanaka,  the northern  foot of Mt. Fuji, 
over  the past 12ka. XIX INQUA（International Union 
for Quaternary Research）Congress（Nagoya, Japan）
吉本充宏，内山　高，山本真也，常松佳恵，馬場　章
（2016）9201富士山における地下水観測・9202富士山の
噴火事象系統樹の高精度化のための基礎研究．「災害の
軽減に貢献するための地震火山観測研究計画」平成27年
度成果報告シンポジウム （東京大学 武田先端知ビル　
5 F　武田ホール・ホワイエ）
○馬場　章
長井雅史，三輪学央，萬年一剛，石塚吉浩，山﨑誠子，
古川竜太，吉本充宏，常松佳恵，内山　高，馬場　章，
鈴木雄介（2015）箱根火山2015年噴火の火口近傍地域の
観察．日本火山学会（富山）
萬年一剛，菊川城司，本多亮，原田昌武，長井雅史，三
輪学央，古川竜太，石塚吉浩，山崎誠子，吉本充宏，常
松佳恵，内山　高，馬場　章（2015）箱根火山2015年噴
火の火口と噴気孔─形成・崩壊・活動．日本火山学会（富
山）  
古川竜太，石塚吉浩，山﨑誠子，萬年一剛，長井雅史，
三輪学央，吉本充宏，常松佳恵，内山　高，馬場　章
（2015）箱根火山2015年噴火の降灰分布．日本火山学会
（富山）
吉本充宏，内山　高，常松佳恵，馬場章，藤井敏嗣，荒
牧重雄，山下憲美，相原靖志，近藤照夫，荒井健一，藤
田浩司，廣谷志穂，成毛志乃，佐々木　寿，岸本博志，
木場啓太，千葉達朗（2015）富士山における観光客・登
山者に対する火山防災の取り組み─噴火時避難ルート
マップの作成─．日本火山学会（富山） 
吉本充宏，内山　高，山本真也，常松佳恵，馬場　章
（2016）9201富士山における地下水観測・9202富士山の
噴火事象系統樹の高精度化のための基礎研究．「災害の
軽減に貢献するための地震火山観測研究計画」平成27年
度成果報告シンポジウム （東京大学 武田先端知ビル　
5 F　武田ホール・ホワイエ）
○常松佳恵
長井雅史，三輪学央，萬年一剛，石塚吉浩，山﨑誠子，
古川竜太，吉本充宏，常松佳恵，内山　高，馬場　章，
鈴木雄介（2015）箱根火山2015年噴火の火口近傍地域の
観察．日本火山学会（富山）
萬年一剛，菊川城司，本多　亮，原田昌武，長井雅史，
三輪学央，古川竜太，石塚吉浩，山崎誠子，吉本充宏，
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常松佳恵，内山　高，馬場　章（2015）箱根火山2015年
噴火の火口と噴気孔─形成・崩壊・活動．日本火山学会
（富山）  
古川竜太，石塚吉浩，山﨑誠子，萬年一剛，長井雅史，
三輪学央，吉本充宏，常松佳恵，内山　高，馬場　章
（2015）箱根火山2015年噴火の降灰分布．日本火山学会
（富山）
Tsunematsu, K., Donnelly, C., Mori, K., Nishimura K. 
（2016）Probabilistic hazard map with  the Polynomial 
Chaos Quadrature method  -Applying  PCQ  to  the 
northern slope of Mount Fuji-.  Uncertainty in Geosci-
ence: A Workshop on Hazard Analysis（Buffalo, NY, 
USA）
Tsunematsu K., Kaneko, T., Ishimine, Y., Yoshimoto, M., 
Fujii, T., Yamaoka. K.（2015）Numerical Study of Clast 
Transport of 2014 Ontake Eruption, Japan. 26th IUGG 
General Assembly 2015（Prague, Czech Republic）  
常松佳恵，金子隆之，石峯康浩，吉本充宏，藤井敏嗣，
山岡耕春（2015）御嶽山の2014年噴火における火山岩塊
の数値的研究．日本地球惑星科学連合2015年大会（千葉）
Tsunematsu K., Nishimura,K., Mori, K.（2015）Probabi-
listic hazard map with a Polynomial Chaos Quadrature 
method．国際雪・雪崩シンポジウムin ニセコ（ニセコ）
常松佳恵，吉本充宏，新堀賢志，井口正人，中田節也（2016）
画像データによる降灰情報収集システムの開発．「災害
の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画」平成28
年度成果報告シンポジウム（東京大学 武田先端知ビル　
6 F 武田ホール・ホワイエ）
常松佳恵，吉本充宏，新堀賢志，中田節也，井口正人（2016）
画像データによる降灰情報収集システムの開発．京都大
学防災研究所 研究発表講演会（宇治）
吉本充宏，内山　高，常松佳恵，馬場　章，藤井敏嗣，
荒牧重雄，山下憲美，相原靖志，近藤照夫，荒井健一，
藤田浩司，廣谷志穂，成毛志乃，佐々木　寿，岸本博志，
木場啓太，千葉達朗（2015）富士山における観光客・登
山者に対する火山防災の取り組み─噴火時避難ルート
マップの作成─．日本火山学会（富山） 
吉本充宏，内山　高，山本真也，常松佳恵，馬場　章
（2016）9201富士山における地下水観測・9202富士山の
噴火事象系統樹の高精度化のための基礎研究．「災害の
軽減に貢献するための地震火山観測研究計画」平成27年
度成果報告シンポジウム（東京大学 武田先端知ビル　
5 F　武田ホール・ホワイエ）
［環境教育・交流部］
○本郷哲郎
濱　泰一，小石川　浩，堀内一義，本郷哲郎（2015）山
梨県富士山科学研究所の公開講座参加者の満足度．日本
環境教育学会第26回大会（名古屋） 
菊池佐智子，本郷哲郎（2015）利用場所別の来訪回数と
旅行で重視した事柄の関連性分析．日本建築学会（東海
大学） 
小石川　浩，濱　泰一，奥矢　恵，川口征司，本郷哲郎
（2015）富士山の環境保全に対する小中学生の意識．日
本環境教育学会第26回大会（名古屋）
○小石川　浩
濱　泰一，小石川　浩，堀内一義，本郷哲郎（2015）山
梨県富士山科学研究所の公開講座参加者の満足度．日本
環境教育学会第26回大会（名古屋） 
小石川　浩，濱　泰一，奥矢　恵，川口征司，本郷哲郎
（2015）富士山の環境保全に対する小中学生の意識．日
本環境教育学会第26回大会（名古屋）  
○川口征司
小石川　浩，濱　泰一，奥矢　恵，川口征司，本郷哲郎
（2015）富士山の環境保全に対する小中学生の意識．日
本環境教育学会第26回大会（名古屋）
○奥矢　恵
小石川　浩，濱　泰一，奥矢　恵，川口征司，本郷哲郎
（2015）富士山の環境保全に対する小中学生の意識．日
本環境教育学会第26回大会（名古屋）  
高増佳子，奥矢　恵（2015）建築空間を創造するツール
とワークショップのデザイン．2015年度子ども教育支援
建築会議全体会議（東京）
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2 － 8 　行政支援等
北原正彦
山梨県レッドデータブック作成委員会オブザーバー、
新山梨環状道路東部区間環境影響評価技術アドバイ
ザー、一般県道富士吉田西桂線環境影響評価技術アド
バイザー、山梨県ユネスコエコパーク登録推進検討委
員会委員、櫛形山アヤメ保全対策調査検討会委員、山
梨県富士山総合学術調査研究委員会自然環境部会調査
員、南アルプス世界自然遺産登録山梨県連絡協議会学
術調査委員会委員、南アルプス世界自然遺産登録山梨
県連絡協議会学術調査委員会専門部会委員、県立都留
高等学校スーパー・サイエンス・ハイスクール運営指
導委員、県立日川高等学校スーパー・サイエンス・ハ
イスクール運営指導委員会副委員長、国土交通省富士
川砂防事務所「水と緑の渓流づくり調査」技術アドバ
イザー、南アルプス山梨・長野・静岡 3 県総合学術検
討委員会委員、南アルプスユネスコエコパーク登録検
討委員会委員、県内小学生配布郷土自然副読本（改訂
版）作成協力
安田泰輔
河口湖アレチウリ一掃作戦実行委員会委員
中野隆志
河口湖アレチウリ一掃作戦実行委員会委員、環境省御
中道標識整備検討委員会委員
小平真佐夫
富士吉田市鳥獣害対策協議会オブザーバー、山梨県
レッドデータブック作成委員会オブザーバー、山梨県
レッドデータブック哺乳類調査会会員、山梨県イノシ
シ・ツキノワグマ保護管理検討会オブザーバー、山梨
県富士・東部地域野生鳥獣被害対策連絡会議オブザー
バー、警察・自治体の要請によりカモシカ 4 頭、ツキ
ノワグマ 1 頭の麻酔捕獲と移動を行った。
長谷川達也
山梨県立科学館協議会委員
本郷哲郎
富士山青木ヶ原樹海等エコツアーガイドライン推進協
議会、富士スバルラインの適正利用と北麓観光振興検
討委員会、山梨県富士山五合目インフォメーションセ
ンター運営協議会、国際自然保護連合世界保護地域委
員会日本委員会幹事
池口　仁
山中湖村景観審議会　副会長（ 3 回開催　議長担当 1
回）　景観計画の更新　景観条例にかかる規制基準の
見直し　新基準策定　規制基準の運用上の疑義諮問へ
の答申、山梨県富士山保全推進課　眺望点からの景観
モニタリング調査仕様策定
菊池佐智子
「小さな自然再生」事例集制作・編集委員会若手公募
委員、世界屋上緑化会議 名古屋大会 2015（WGIC2015）
実行委員会委員、埼玉県営公園指定管理者選定委員会
委員、FSST Wonder Community西側公園の活用検
討（都市公園・公共スペースへの屋外ソリューション
導入に関する基礎調査）、世界遺産富士山の「収容力」
に関する検討業務、世界遺産富士山の保全状況報告書
作成に関する業務、富士山四合目、五合目グランドデ
ザイン検討委員会オブザーバー
内山　高
環富士山火山防災協議会オブザーバー、富士吉田市環
境審議会委員、山梨県防災会議富士山火山部会オブ
ザーバー、富士山火山防災対策に係る庁内連絡担当者
会議、環境省御中道標識整備検討委員会、富士山火山
防災対策協議会山梨県コアグループ担当者、公益財団
法人粟井英朗財団助成審査委員会委員、地震火山噴火
予知研究協議会機関分担者、富士スバルライン自主防
災協議会防災訓練監修、山梨県富士山避難ルートマッ
プ監修、火山観光温泉サミットin箱根実行委員会委員、
静岡県教育委員会教育プログラムに関する情報収集、
河川砂防管理担当者会議講師
吉本充宏
山梨県防災会議富士山火山部会オブザーバー、富士山
吉田口山小屋修景・整備検討委員会オブザーバー、富
士山火山防災対策に係る庁内連絡担当者会議担当者、
富士山火山防災対策協議会山梨県関係機関担当者、活
火山における退避壕の整備等に関する検討ワーキング
グループ委員、富士山火山防災対策協議会作業部会委
員、噴火時の避難計画の手引き作成委員会委員、富士
山火山噴火緊急減災対策検討会山梨県関係機関担当
者、環富士山火山防災協議会オブザーバー、富士山火
山防災対策協議会山梨県コアグループ会議委員、富士
山火山防災対策協議会オブザーバー、地震火山噴火予
知研究協議会機関代表者、山梨県富士山避難ルート
マップ監修、富士スバルライン自主防災協議会防災訓
練監修、火山観光温泉サミットin箱根実行委員会委員、
山梨大学土木環境工学科地域防災・マネジメント研究
センター委員、噴火予知連絡会御嶽山総合観測班委員
山本真也
山梨県治水課（富士五湖の水質浄化についての情報提
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供、平成27年 6 月15日）、山梨県治水課（富士五湖の
水質浄化についての情報提供、平成28年 1 月28日）
常松佳恵
「第 1 回　火山温泉観光サミット　2016in箱根」後援、
富士山防災協議会、富士山火山防災協議会 3 県コア会
議、環富士山火山防災協議会オブザーバー
馬場　章
環富士山火山防災協議会オブザーバー
奥矢　恵
富士山吉田口山小屋修景・整備指針検討委員会オブ
ザーバー
2 － 9 　出張講義等
平成27年
4 月 5 日
立正大学地球環境科学部　環境システム学科（山梨県
富士山科学研究所）
「富士山・八ヶ岳─火山と湧水・地下水」
内山　高  （火山防災研究部）
4 月10日
東京都北多摩地区消防団連絡協議会（山梨県富士山科
学研究所）
「富士山噴火の可能性と影響について」
内山　高（火山防災研究部）
4 月16日
東京都立葛飾総合高等学校（ 1 年生）（山梨県富士山
科学研究所）
「キャリア調査研修」
菊池佐智子（環境共生研究部）
4 月16日
東京都立葛飾総合高等学校（山梨県富士山科学研究所）
「キャリア調査研修」
馬場　章（火山防災研究部）
4 月16日
東京都立葛飾総合高等学校（山梨県富士山科学研究所）
「キャリア調査研修」
山本真也（火山防災研究部）
4 月18日
日本大学生産工学部電気電子工学科 1 年生オリエン
テーション（山梨県富士山科学研究所）
「宇宙から観る富士山と山梨の環境〜衛星リモートセ
ンシング入門〜」
杉田幹夫（自然環境研究部）
4 月23日
富士スバルライン 5 合目自主防災連絡会（富士吉田合
同庁舎）
「富士山の生い立ちと今後の活動」
内山　高（火山防災研究部）
4 月23日
スバルライン 5 合目自主防災連絡会（富士吉田合同庁
舎）
「富士山の生い立ちと今後の活動」
吉本充宏（火山防災研究部）
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4 月28日
スバルライン 5 合目自主防災連絡会（富士吉田合同庁
舎）
「富士山の生い立ちと今後の活動」
吉本充宏（火山防災研究部）
5 月14日
南アルプス市防災ボランティア地区連絡会（南アルプ
ス市地域防災交流センター）
「他人事ではない富士山噴火」
吉本充宏（火山防災研究部）
5 月18日
早稲田大学高等学院 1 年生（山梨県富士山科学研究所）
「富士山周辺の地下水に含まれるバナジウムと健康」
長谷川達也（環境共生研究部）
5 月18日
早稲田大学高等学院（山梨県富士山科学研究所）
「富士山・八ヶ岳─火山と湧水・地下水」
内山　高（火山防災研究部）
5 月19日
富士スバルライン 5 合目自主防災連絡会（富士吉田合
同庁舎）
「富士山の生い立ちと今後の活動」
内山　高（火山防災研究部）
5 月19日
山梨県砂防ボランティア協会（山梨県立文学館）
「火山噴火、災害など」
吉本充宏（火山防災研究部）
5 月22日
山梨県猟友会（恩賜林記念館）
「シカの生活史〜知床と富士北麓より〜」
小平真佐夫（自然環境研究部）
5 月22日
下吉田第二小学校PTA（下吉田第二小学校）
「火山としての富士山」
吉本充宏（火山防災研究部）
5 月24日
AQUA SOCIAL FES‼　富士山周辺美化ウォーク 
（精進マウントホテル）
「富士山の水─富士五湖の水はどこから来るのか？」
山本真也（火山防災研究部）
5 月26日
東邦大学理学部生物学科　三年生（新潟大学　佐渡ス
テーション演習林）
「東邦大学理学部生物学科　野外生態学実習Ⅱ」
大脇　淳（自然環境研究部）
5 月27日
アジア航測（株）（山梨県富士山科学研究所）
「富士山の植物・その特徴と生態系」
安田泰輔（自然環境研究部）
5 月28日
東邦大学理学部生物学科　三年生（新潟大学　佐渡ス
テーション演習林）
「東邦大学理学部生物学科　野外生態学実習Ⅱ」
大脇　淳（自然環境研究部）
5 月29日
山梨県生涯学習推進センター平成27年度山梨学講座受
講者（山梨県生涯学習推進センター講義室）
「南アルプスの動物相（生物多様性）の特徴とその魅力」
北原正彦（自然環境研究部）
6 月 3 日
茨城大学（富士山周辺）
「富士山の成り立ち（巡検）」
吉本充宏（火山防災研究部）
6 月 5 日
茨城大学（富士山周辺）
「富士山の成り立ち（巡検）」
吉本充宏（火山防災研究部）
6 月 6 日
茨城大学（富士山周辺）
「富士山の成り立ち（巡検）」
吉本充宏（火山防災研究部）
6 月 7 日
茨城大学（富士山周辺）
「富士山の成り立ち（巡検）」
吉本充宏（火山防災研究部）
6 月 9 日
スバルライン 5 合目自主防災会（富士吉田合同庁舎）
「富士山の生い立ちと今後の活動」
吉本充宏（火山防災研究部）
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6 月10日
富士河口湖高等学校（河口湖高等学校）
「富士山火山防災の対応」
常松佳恵（火山防災研究部）
6 月10日
富士河口湖高等学校（河口湖高等学校）
「富士山のゴミ問題〜現状と課題〜」
池口　仁（環境共生研究部）
6 月13日
郡内明るい社会づくり運動推進協議会（山梨県富士山
科学研究所）
「「地震・火山噴火」防災について・防災の心構えにつ
いて」
内山　高（火山防災研究部）
6 月15日
特定非営利活動法人環境防災総合政策研究機構（JICA
札幌）
「御嶽山と富士山」「北海道駒ケ岳の噴火と災害」
吉本充宏（火山防災研究部）
6 月16日
特定非営利活動法人環境防災総合政策研究機構（JICA
札幌）
「視察研修同行　解説」
吉本充宏（火山防災研究部）
6 月18日
藤沢市善行地区自治会連合会（山梨県富士山科学研究
所）
「火山噴火とその災害」
内山　高（火山防災研究部）
6 月18日
忍野小学校児童（山梨県富士山科学研究所）
「火山としての富士山」
常松佳恵（火山防災研究部）
6 月19日
スーパー・サイエンス・ハイスクール（SSH）科目：
都留高等学校（富士山講座）（山梨県立都留高等学校）
「富士山に生息する動物の生態と最近の話題」
北原正彦（自然環境研究部）
6 月24日
日本橋防災懇談会（山梨県富士山科学研究所）
「火山噴火とその災害」
吉本充宏（火山防災研究部）
6 月25日
富士通アイ・ネットワーク・システムズ株式会社（職
員）（富士通アイ・ネットワーク・システムズ株式会社）
「みんなちがって、みんないい─私たちの生活と生物
多様性─」
菊池佐智子（環境共生研究部）
6 月28日
平成27年度（公財）日本鳥類保護連盟山梨県支部総会 
（山梨県国際交流センター）
「秩父多摩甲斐国立公園の自然を学ぶ：蝶類から見た
同公園の特色」
北原正彦（自然環境研究部）
6 月29日
宇都宮市婦人防火クラブ連合会（山梨県富士山科学研
究所）
「火山噴火とその災害」
吉本充宏（火山防災研究部）
7 月 3 日
東京農業大学夏季学習会（山梨県富士山科学研究所）
「富士山の水─富士五湖の水はどこから来るのか？」
山本真也（火山防災研究部）
7 月 3 日
東京農業大学夏季学習会（山梨県富士山科学研究所）
「剣丸尾の森の植生遷移」
中野隆志（自然環境研究部）
7 月 5 日
山梨県立大学観光講座2015（山梨県立大学）
「山梨県内の熱中症発生状況から対策を考える」
宇野　忠（環境共生研究部）
7 月 7 日
南都留郡小中学校長会（山梨県富士山科学研究所）
「火山防災について」
吉本充宏（火山防災研究部）
7 月 8 日
山梨県商工会議所女性会連合会講演会（富士急ハイラ
ンド・リゾートホテル）
「最近の山梨県の熱中症発生状況の特徴から対策を考
える」
宇野　忠（環境共生研究部）
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7 月10日
筑波大学水文科学分野（筑波大学山中湖研究所）
「富士山・八ヶ岳─火山と湧水・地下水」
内山　高（火山防災研究部）
7 月10日
筑波大学水文科学野外実験B（筑波大学山中湖研修所） 
「富士山の水─富士五湖の水はどこから来るのか？」
山本真也（火山防災研究部）
7 月14日
NHK甲府放送局（NHK甲府放送局）
「富士山の噴火についての基礎知識」
吉本充宏（火山防災研究部）
7 月16日
NTT東日本山梨支店災害対策室（山梨県富士山科学
研究所）
「富士山火山防災について」
内山　高（火山防災研究部）
7 月16日
静岡県立大学（静岡県立大学）
「富士山周辺の自然環境と人間生活」
小笠原　輝（環境共生研究部）
7 月29日
富士河口湖町教育協議会（山梨県富士山科学研究所） 
「火山噴火、災害など」
吉本充宏（火山防災研究部）
7 月30日
早川町三里地区振興協議会農林水産省事業セミナー 
（早川町）
「中山間型自然公園における地域活性化のための自然
環境保全プログラムの開発」
本郷哲郎（環境教育・交流部）
7 月31日
早川町三里地区振興協議会農林水産省事業セミナー 
（早川町）
「中山間型自然公園における地域活性化のための自然
環境保全プログラムの開発」
本郷哲郎（環境教育・交流部）
8 月 3 日
静岡県立磐田南高等学校（山梨県富士山科学研究所）
「富士山の自然と昆虫」
大脇　淳（自然環境研究部）
8 月 3 日
静岡県立磐田南高等学校（山梨県富士山科学研究所）
「富士山北麓の植物について」
中野隆志（自然環境研究部）
8 月 4 日
甲府西高等学校（山梨県富士山科学研究所）
「亜高山帯火山地形の植生について」
中野隆志（自然環境研究部）
8 月 4 日
甲府西高校　理科主催　科学探究プログラム（山梨県
富士山科学研究所）
「富士山の成因、火山地形、溶岩の性質について」
内山　高（火山防災研究部）
8 月19日
稲城市消防本部防災講演会（山梨県富士山科学研究所）
「富士山の降灰対策。処理策　降灰時の備蓄品等」
内山　高（火山防災研究部）
8 月19日
スーパー・サイエンス・ハイスクール（SSH）甘利山
野外研修会（山梨県立韮崎高等学校）
「甘利山の生態系の現状と変化の実態」
北原正彦（自然環境研究部）
8 月19日
　 早川町三里地区振興協議会農林水産省事業セミナー
（早川町）
　 「地域の食と農、野生生物をテーマとした体験プログ
ラム」
　本郷哲郎（環境教育・交流部）
8 月20日
　 早川町三里地区振興協議会農林水産省事業セミナー
（早川町）
　 「地域の食と農、野生生物をテーマとした体験プログ
ラム」
　本郷哲郎（環境教育・交流部）
8 月28日
甲府地区広域行政事務組合（ホテル談露館）
「日本の地下では何が起きているのか？活発化する火
山活動と地震のメカニズム」
吉本充宏（火山防災研究部）
8 月28日
山梨大学教育人間科学部（山梨県富士山科学研究所）
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「富士山の歴史に学ぶ、富士五湖 1 万年の物語」
山本真也（火山防災研究部）
9 月 2 日
山梨大学教育人間科学部（山梨県富士山科学研究所）
「富士山の植物　その特徴と生態」
中野隆志（自然環境研究部）
9 月 8 日
地震学国際サマースクール（山梨県富士山科学研究
所・富士山周辺）
「富士山の過去の噴火に伴う溶岩流の内部構造や形状
について」
常松佳恵（火山防災研究部）
9 月12日
第35回富士山麓を歩こう「健康づくり美化ウォーク」・
野外講座（山梨県富士山科学研究所）
「世界文化遺産・富士山の生物多様性・生態系の特徴
と環境保全の課題」
北原正彦（自然環境研究部）
9 月18日
スーパー・サイエンス・ハイスクール（SSH）科目：
都留高等学校（富士山講座）現地研修会（山梨県富士
山科学研究所）
「動物生態学の研究内容と実験室の見学」
北原正彦（自然環境研究部）
9 月18日
スーパー・サイエンス・ハイスクール（SSH）科目：
都留高等学校（富士山講座）現地研修会（山梨県富士
山科学研究所）
「富士山の歴史に学ぶ、富士五湖 1 万年の物語」
山本真也（火山防災研究部）
9 月18日
韮崎高等学校（韮崎高校アリーナ）
「活火山である本当の富士山の姿を伝えたい」
内山　高（火山防災研究部）
9 月18日
健康科学大学（健康科学大学）
「総合基礎科目「富士山と環境」「地球環境変動」」
山本真也（火山防災部研究部）
9 月27日
平成27年度ミヤマシジミ研究会公開講演・研究発表会
（長野県辰野町民会館）
「特別講演「富士山麓の草原に生息するチョウ類の生
態と保全」」
北原正彦（自然環境研究部）
9 月28日
山梨県産業安全衛生大会（甲府市総合市民会館）
「特別講演」
荒牧重雄（顧問）
9 月30日
健康科学大学（健康科学大学）
「富士山火山防災」
内山　高（火山防災研究部）
10月 1 日
山梨県中央市立田富図書館（中央市立田富図書館）
「火山噴火とその災害」
吉本充宏（火山防災研究部）
10月 2 日
甲府彰友会（ホテル談露館）
「火山噴火とその災害」
吉本充宏（火山防災研究部）
10月 2 日
健康科学大学（健康科学大学）
「火山災害とその軽減を考える」
吉本充宏（火山防災研究部）
10月 6 日
北海道鹿部町総務・防災課（北海道鹿部小学校及び駒ヶ
岳噴火跡地）
「火山噴出物の生成過程と地層による噴火履歴・環境
への影響についてと火山噴火の仕組みと火山防災及び
火山からの恩恵について」
吉本充宏（火山防災研究部）
10月 8 日
山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
「環境毒性学」
長谷川達也（環境共生研究部）
10月 9 日
日本の森を守る地方銀行有志の会関東甲信越支部研修
会（山梨県富士山科学研究所）
「富士北麓地域の身近な自然環境は住民にどう利用さ
れてきたか」
小笠原　輝（環境共生研究部）
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10月13日
勝山小学校
「大地のつくりと変化」
馬場　章（火山防災研究部）
10月14日
健康科学大学教職員・大学職員
「富士山の火山災害とその軽減を考える」
馬場　章（火山防災研究部）
10月15日
山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
「環境毒性学」
長谷川達也（環境共生研究部）
10月16日
基礎講座「富士山と環境」（健康科学大学）
「大きな枠から環境を把握する」
杉田幹夫（自然環境研究部）
10月21日
富士宮市民カレッジ受講生（富士宮市役所）
「富士山周辺の地下水に含まれるバナジウムと健康」
長谷川達也（環境共生研究部）
10月23日
鎌倉女学院中学校 1 年生（山梨県富士山科学研究所）
「富士山周辺の地下水や湧水に含まれる微量元素バナ
ジウムと健康」
長谷川達也（環境共生研究部）
10月26日
山梨県立大学　山梨学Ⅱ（ 1 〜 3 年生）（山梨県立大学）
「山梨の気象と健康「盆地一帯の熱中症と対策」」
宇野　忠（環境共生研究部）
10月27日
伊勢崎市区長会（山梨県富士山科学研究所）
「火山噴火とその災害」
吉本充宏（火山防災研究部）
10月28日
山梨県立八ヶ岳自然ふれあいセンター20周年開館記念
イベント（八ヶ岳ふれあいセンター）
「八ヶ岳の成り立ち」
内山　高（火山防災研究部）
10月28日
船津小学校（船津小学校）
「大地のつくりと変化」
馬場　章（火山防災研究部）
10月29日
山梨県立八ヶ岳自然ふれあいセンター20周年開館記念
イベント（八ヶ岳ふれあいセンター）
「八ヶ岳の成り立ち」
内山　高（火山防災研究部）
10月29日
船津小学校（船津小学校）
「大地のつくりと変化」
馬場　章（火山防災研究部）
10月29日
山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
「環境毒性学」
長谷川達也（環境共生研究部）
10月31日
静岡県立大学（富士山縄文の里大鹿館）
「調査手法に関する講義」
小笠原　輝（環境共生研究部）
11月 1 日
静岡県立大学（富士山縄文の里大鹿館）
「調査手法に関する講義」
小笠原　輝（環境共生研究部）
11月 1 日
アジア火山学コンソーシアム参加者（富士山周辺）
「富士山巡検」
常松佳恵（火山防災研究部）
11月 2 日
山梨県立大学講義科目　山梨学Ⅱ受講学生（山梨県立
大学飯田キャンパス）
「山梨県立大学講義科目山梨学Ⅱ：甲府盆地の生き物
と地球環境問題」
北原正彦（自然環境研究部）
11月 5 日
甲府市立敷島小学校（甲府市立敷島小学校）
「大地のつくりと変化」
馬場　章（火山防災研究部）
11月 5 日
山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
「環境毒性学」
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長谷川達也（環境共生研究部）
11月 6 日
富士吉田市立看護専門学校 3 年生（富士吉田市立看護
専門学校）
「健康と環境〜毒と薬〜」
長谷川達也（環境共生研究部）
11月11日
甲斐清和高等学校（山梨県富士山科学研究所）
「富士山の火山防災」
内山　高（火山防災研究部）
11月12日
山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
「環境毒性学」
長谷川達也（環境共生研究部）
11月13日
府中かんきょう市民の会（山梨県富士山科学研究所）
「火山防災について」
内山　高（火山防災研究部）
11月13日
富士吉田市立看護専門学校（ 3 年生）（富士吉田市立
看護専門学校）
「健康と環境〜地球温暖化とその対策〜」
宇野　忠（環境共生研究部）
11月17日
富士急建設（株）（山梨県富士山科学研究所）
「火山噴火とその災害」
吉本充宏（火山防災研究部）
11月18日
富士山五合目自然解説員研修（恩賜県有林財産保護組
合）
「急性高山病：基礎知識と対応について」
堀内雅弘（環境共生研究部）
11月19日
山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
「環境毒性学」
長谷川達也（環境共生研究部）
11月20日
静岡県教育委員会御殿場・裾野地区（裾野市民文化セ
ンター）
「学校が求められる富士山火山防災について」
内山　高（火山防災研究部）
11月20日
富士吉田市立看護専門学校（ 3 年生）（富士吉田市立
看護専門学校）
「健康と環境〜熱中症発生の仕組みとその予防〜」
宇野　忠（環境共生研究部）
11月23日
第21回里山学会（十日町市）
「農家が支える生物多様性」
大脇　淳（自然環境研究部）
11月27日
富士吉田市立看護専門学校 3 年生（富士吉田市立看護
学校）
「環境と健康〜高所適応〜」
堀内雅弘（環境共生研究部）
11月27日
山梨県立土地家屋調査士会（山梨県立文学館）
「地震と噴火の関連性及び県民の防災意識と対応」
藤井敏嗣（所長）
11月27日
山梨県立八ヶ岳自然ふれあいセンター20周年開館記念
イベント（八ヶ岳ふれあいセンター）
「八ヶ岳の成り立ち」
内山　高（火山防災研究部）
11月27日
健康科学大学総合基礎科目「富士山と環境」（健康科
学大学）
「富士山をとおしてみる環境」
小笠原　輝（環境共生研究部）
11月28日
山梨県立八ヶ岳自然ふれあいセンター20周年開館記念
イベント（八ヶ岳ふれあいセンター）
「八ヶ岳の成り立ち」
内山　高（火山防災研究部）
11月29日
富士吉田市富士山火山対策室（富士散策公園→雁ノ穴）
「富士山火山雁ノ穴観察会」
吉本充宏（火山防災研究部）
12月 4 日
富士吉田市立看護学校 3 年生（富士吉田市立看護学校）
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「環境と健康〜温度変化と生体適応〜」
堀内雅弘（環境共生研究部）
12月 4 日
甲府地方気象台（甲府地方気象台）
「富士山の火山防災」
吉本充宏（火山防災研究部）
12月10日
静岡県教育委員会富士地区（富士市民会館）
「学校が求められる富士山火山防災について」
内山　高（火山防災研究部）
12月10日
山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
「環境毒性学」
長谷川達也（環境共生研究部）
12月11日
富士吉田市立看護専門学校 3 年生（富士吉田市立看護
専門学校）
「健康と環境」
長谷川達也（環境共生研究部）
12月11日
静岡県教育委員会富士宮地区（富士市民会館）
「学校が求められる富士山火山防災について」
内山　高（火山防災研究部）
12月16日
富士吉田高等学校（山梨県富士山科学研究所）
「富士山に関わる防災」
常松佳恵（火山防災研究部）
12月17日
山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
「環境毒性学」
長谷川達也（環境共生研究部）
12月18日
富士吉田市立看護専門学校 3 年生（富士吉田市立看護
専門学校）
「健康と環境」
長谷川達也（環境共生研究部）
12月21日
明治大学大学院ガバナンス研究科（明治大学リバティ
タワー（教室））
「Promoting Urban Greening, Green roofs, walls and 
green buildings」
菊池佐智子（環境共生研究部）
平成28年
1 月 7 日
山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
「環境毒性学」
長谷川達也（環境共生研究部）
1 月14日
山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
「環境毒性学」
長谷川達也（環境共生研究部）
1 月15日
東京大学国際交流センター（富士山周辺）
「富士山周辺の自然、環境資源の状況と将来の課題に
ついて理解するためのフィールドワーク」
吉本充宏（火山防災研究部）
1 月15日
東京大学国際交流センター（富士山周辺）
「富士山周辺の自然、環境資源の状況と将来の課題に
ついて理解するためのフィールドワーク」
山本真也（火山防災研究部）
1 月15日
東京大学国際交流センター（富士山周辺）
「富士山周辺の自然、環境資源の状況と将来の課題に
ついて理解するためのフィールドワーク」
常松佳恵（火山防災研究部）
1 月21日
山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
「環境毒性学」
長谷川達也（環境共生研究部）
1 月22日
財）東京都人材支援事業団東京都技術職員研修（東京
都第 1 庁舎）
「火山噴火が都市インフラ《水道施設等》に与える影響」
内山　高（火山防災研究部）
1 月24日
NPO法人富士山自然学校（山中湖交流プラザ　楽屋
棟集会室）
「火山噴火とその災害」
吉本充宏（火山防災研究部）
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1 月28日
山梨県生涯学習推進センター平成27年山梨学講座「富
士山─過去と現在─」（県防災新館）
「富士五湖 1 万年の物語」
山本真也（火山防災研究部）
1 月28日
山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
「環境毒性学」
長谷川達也（環境共生研究部）
1 月30日
富士山交流事業留学生富士山学習（山梨県富士山科学
研究所）
「Mount Fuji as Sacred Summit and its Economical 
Production」
小笠原　輝（環境共生研究部）
2 月 2 日
環富士山火山防災連絡会（小山町総合文化会館）
「富士山防災対策「噴石災害とその軽減策」」
吉本充宏（火山防災研究部）
2 月 4 日
山梨県生涯学習推進センター平成27年度山梨学講座
（山梨県生涯学習推進センター）
「宇宙から観る富士山」
杉田幹夫（自然環境研究部）
2 月 4 日
山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
「環境毒性学」
長谷川達也（環境共生研究部）
2 月 5 日
「震災対策技術展」実行委員会（パシフィコ横浜）
「自治体・関係者、民間企業向けの火山対策セミナー」
内山　高（火山防災研究部）
2 月17日
甲府地区ガス安全対策協議会（ホテル談露館）
「火山噴火とその災害」
吉本充宏（火山防災研究部）
2 月20日
山梨県立博物館（山梨県総合教育センター）
「富士山のこれからを語る」
藤井敏嗣（所長）
2 月26日
富士山周辺消防連絡協議会（山梨県富士山科学研究所）
「富士山火山防災」
内山　高（火山防災研究部）
2 月29日
富士山学習研究会（山梨県富士山科学研究所）
「富士山火山防災〜適切な避難はどうあるべきか〜」
吉本充宏（火山防災研究部）
3 月 1 日
南都留郡校長会　南都留学校経営研究会（河口湖北中
学校）
「富士山の歴史に学ぶ、富士五湖 1 万年の物語」
山本真也（火山防災研究部）
3 月 2 日
箱根町（湯本富士屋ホテル）
「火山活動と防災対策」
藤井敏嗣（所長）
3 月 3 日
関東東山病害虫研究会第63回研究発表会（山梨県生涯
学習推進センター・やまなしプラザ）
「特別講演「チョウ類を通してみた山梨の生物多様性
の現状と課題」」
北原正彦（自然環境研究部）
3 月 8 日
向原連合自治会役員研修会（山梨県富士山科学研究所）
「富士山火山防災」
内山　高（火山防災研究部）
3 月11日
富士北稜高等学校（富士北稜高等学校）
「防災啓蒙活動　富士山はどのような山か」
吉本充宏（火山防災研究部）
3 月12日
ふじさんネットワーク（プラザヴェルディ）
「富士山における自然環境」
安田泰輔（自然環境研究部）
3 月13日
富士吉田市安全対策課・富士山火山対策室（ふじさん
ホール）
「富士山の火山災害とその軽減を考える」
吉本充宏（火山防災研究部）
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3 月13日
富士山自然学校　冬季講座（山中湖交流プラザきらら）
「富士山の歴史に学ぶ、富士五湖 1 万年の物語」
山本真也（火山防災研究部）
2015年後期（10月〜 2 月）
山梨大学生命環境学部 3 年生（山梨大学）
「植物生態学」
安田泰輔（自然環境研究部）
2 －10　受賞等
なし
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3 　環境教育・交流活動
3 － 1 　環境教育・情報活動
3 － 1 － 1 　教育事業
1 　環境教室
　幼児から大人まで、学校や各種団体を対象に、基礎的
な環境学習を行うことを目的に実施している。周辺の森
の観察、ネイチャーゲームなどを通して、富士山の成り
立ちや森で生きている動植物について学ぶ「自然体験学
習」、スライドや映像を使って、富士山の自然や、自分
たちの生活と地域、さらには地球の環境とのつながりに
ついて学ぶ「地域環境学習」、環境学習室や環境情報セ
ンターを利用する「調べ学習」などのプログラムを組み
合わせて提供している。
　平成27年度の利用団体数は166団体（11,005人）で、
前年度と比較して、団体数で13％、人数で12％の減少と
なった。他にも、雨天時のみ利用の申し込みが29団体あっ
たが、晴天のためキャンセルとなった。県内団体の利用
が83団体（50％）であった。団体種別で見ると、小学校
の利用が100団体と最も多く、中学校36団体とあわせ
81.9％を占めていた。月別の利用状況をみると、 5 月か
ら10月に利用が集中し、冬期の利用は少なくなっている。
　利用者からはプログラム内容やスタッフの解説、対応
に満足している声が多数寄せられている。「自然体験学
習は、少人数のグループで学習できてよかった。」、「映
像を使った学習はクイズ形式で飽きずにできた。」、「て
いねいな説明で分かりやすかった。」、「到着時刻の変更
に柔軟に対応してもらえてよかった。」などの回答が多
かった。
　屋外施設を用いたプログラムでの安全面についても、
事前の注意をより徹底すること、また事前に木道等の点
検を十分に行ったことから事故等はなかった。
　一方、スタッフ同士が連携をとり、学習の均等性をし
っかり担保することが課題としてあげられた。また、県
内の団体数と県外の団体数は同数であり、近隣にあるの
で利用するという形にはなっていない。利用の少ない地
域には、直接学校を訪問するなど広報活動を充実させて
いくことが必要である。
　プログラムの内容については、機材やコンテンツが劣
化している。研修室を使ったプログラムは内容や方法を
見直しした。その際新たな知見を常に反映させていくよ
うにしている。特に、富士山に関する内容をさらに充実
させていくことを検討している。また、これまで利用が
限られている低年齢層（幼稚園、保育園）を対象とした
プログラムの開発にも取り組み、より広範な対象者の要
望に応えられるプログラムを提供していきたいと考えて
いる。
2 　富士山学習支援事業
　富士山が世界文化遺産に登録され、その環境保全のあ
り方が問われるなか、富士山北麓市町村の小中学校にお
いて、富士山学習の気運が高まってきている。また、そ
の輪は山梨県全体にまで広がろうとしている。富士山に
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関わる様々なテーマについて学習する機会を提供するこ
とで、身近にある富士山についてより知り、その自然環
境を保全していこうとする児童生徒の育成を目指し、富
士山学習支援事業を展開してきた。環境教育・交流部ス
タッフが、研究所での研究成果を取り入れたスライド学
習やネイチャーゲームを行っている。本年度は、甲府、
中巨摩、南巨摩などの地域の小中学校からの支援の要請
もあり、富士山についての学習に加え、それぞれの地域
の特徴を考慮したプログラムを実施した。
　地域により密着した学習を推進していくため、北麓の
教育センター、教育研修所と連携した取組を進めた。ま
た、北麓地域小中学校の管理職の学習会や山梨県教育委
員会の学習会で、この事業の紹介を積極的に進め、地域
学習としての富士山学習の大切さを広報した。平成27年
度の利用人数は1,850人と、前年度の2,488人より人数的
には減少したが、中学校の集団学習の人数が減少したた
めである。依頼件数は前年の34件より 4 件増加して38件
の依頼があった。
3 　人材育成事業
（ 1）富士山科学カレッジ
　身近な自然や地域の環境問題に関する知識を習得しな
がら、地域の環境保全に対する関心を持つ人材を育成す
ることを目的に、山梨県に在住、在勤、在学の高校生以
上を対象に、「富士山科学カレッジ」を開講してきた。
今年度は、必修講座として・基礎講座・富士山科学講座・
専門講座（ 1 ）・専門講座（ 2 ）・専門講座（ 3 ）・富士
北麓自然観察会と選択講座・企画展示（ 1 回以上鑑賞）・
森のガイドウォーク（ 1 回以上参加）を受講することで、
富士山に関する基礎的な知識をこれまで以上に習得でき
るよう変更した。全 8 講座を受講した35人に修了証を授
与した。
（ 2）富士山科学カレッジ大学院
　自然と人との関わりや環境保全の取り組みなどについ
て学び、地域、特に富士山の環境保全に主体的に関わろ
うとする姿勢を培うことを目的に、昨年度の富士山科学
カレッジ修了者のうち希望者を対象に開講した。今年度
は、必修講座として・基礎講座・富士山科学講座・専門
講座（ 1 ）・専門講座（ 2 ）・専門講座（ 3 ）・専門講座（ 4 ）・
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臨地講座（ 1 ）・臨地講座（ 2 ）と選択講座Aとして富
士山自然ガイド･スキルアップセミナー（火山系）（植物
系）（動物系）からいずれも 1 講座以上、選択講座Bと
して・富士山研まつり・研究成果発表会いずれかを受講
など、全12講座を受講した14人に修了証を授与した。
4 　自然体験事業
（ 1）もりのおはなしかい（絵本の読み聞かせ）
　幼児から小学校低学年児童とその保護者を中心に、絵
本の読み聞かせをとおして自然に親しみ、日常の生活の
中でも身近な自然に目を向けるきっかけとしてもらうこ
とを目的としている。
　毎月 1 回日曜日に、午前（10：30から）、午後（14：00
から） 1 回ずつ開催し、おはなしかいの前には、30分ほ
どの時間を使っておりがみ教室を行った。
　毎月テーマを設定し、絵本の他に大型絵本や紙芝居、
手遊びを組み合わせて約40分で構成した。今年度は、研
究所オリジナル作品として、生き物の擬態をテーマにし
た紙芝居を作成し 8 月に上演した。同時に、自然の中に
置かれた人工物を発見するネイチャーゲームも取り入れ
たので参加者から大変好評であった。今後もオリジナル
作品を取り入れていきたい。
　雨天時や冬期を除きできる限り屋外で開催し、読み聞
かせ後には自然観察やゲームなどの活動を行った。この
ように自然の中で実施することが本事業の大きな特色と
なっており、それを楽しみにしている参加者も多い。冬
期の活動は室内に限定されがちなので、自然との接点を
求めてバードケーキ作り（ 1 月）や氷のケーキ作り（ 2
月）など立地条件を活かした活動に取り組んだ。
　今年度の参加者は490人（内、子どもの参加者は282人）
であった。昨年度より152人の大幅増加となった。参加
者の満足度も高く、本事業に関する需要は多いと考えら
れるので今後も継続して実施していきたい。おりがみ教
室の参加者は331人と、こちらも96名の増加となった。
折り紙をとおして、参加した子ども達が交流する様子も
見られるようになっている。
　今後は、近隣施設を含め連携した取組も進めていきた
いと考えている。
開催日ごとの参加者数
（ 2）親子森を楽しむ会（参加者数：29人）
期日：平成27年 7 月18日
　小学生を対象として、研究所周辺のアカマツ林の中で
ネイチャーゲームを行い、森にある材料を拾って工作も
楽しんだ。作った作品を、ホール中央のシートに集めて
作品鑑賞を行い、写真撮影を行った。その写真を参加記
念品として持ち帰ってもらった。
　ネイチャーゲームでは、「クイズラリー」、「居眠りお
じさん」というゲームを実施したが、参加者には好評で
あった。子ども達は自然の営みや豊かさを体感しながら、
互いに親睦を深めていた。
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情報センター利用者数　総計 5,069人
個人利用 人　数 4,132人
団体利用 人　数 937人
個人貸出
人　数 581人
図書貸出数 1,625冊
AV貸出数 92本
図書相互貸出 貸出
件数 1件
冊数 1冊
図書相互貸出 借受
件数 4件
冊数 5冊
図書団体貸出
件　数 6件
冊　数 167冊
ビデオ視聴
人　数 11人
本　数 8本
DVD視聴
人　数 88人
本　数 45枚
学習用PC
「しえん君」
人　数 276人
レファレンス（調査相談） 74件
（ ３）森のガイドウォーク（参加者数：699人）
　研究所が立地している剣丸尾のアカマツ林内を、自然
解説員の案内で歩き、富士山の成り立ちや森の遷移、そ
こに暮らす動物の特徴について解説するプログラムを実
施した。
　春12日間、夏39日間、秋 9 日間の計60日間実施し、各
日とも 1 日 5 回（午前 2 回、午後 3 回）行った。春は
146人、夏は460人、秋は93人の計699人が参加した。
　参加者の声やアンケート結果からも、本事業に対する
人気や関心は年々高まっている様子がうかがえる。さら
なる事業の拡大とその周知を積極的に図っていき、多く
の人が気軽に自然と触れ合う機会を提供していきたい。
3 － 1 － 2 　情報事業
1 　環境情報センター
（ 1）資料所蔵状況
　環境情報センターでは、富士山の自然や地域の環境に
ついて学べる図書・映像資料をそろえ、誰でも自由に利
用してもらうとともに、県内に在住または在学、在勤の
人には貸出を行っている。
　一般書、児童書ともに、環境教育・交流部スタッフが
選書を行っている。基本は新刊の中から選書を行うが、
研究所員の推薦や利用者からのリクエストを考慮し、既
刊の資料も有用なものは購入した。
　自然科学分野を中心に収集を行い、富士山に関する資
料だけでなく、火山に関する資料や防災関係の資料など
も購入した。
（ 2）利用状況
図　書
和　書
一般書 13,430冊
児童書 4,126冊
参考図書 2,033冊
富士山関係 706冊
行政図書 599冊
小　計 20,894冊
洋　書 513冊
合　　計 21,407冊
AV資料
ビデオ 584点
DVD（ROM・ビデオ） 226点
CD-ROM等 333点
合　　計 1,143点
逐　次
刊行物
和雑誌
一般雑誌 81タイトル
学術雑誌 103タイトル
紀　要 207タイトル
行政資料 256タイトル
小　計 647タイトル
洋雑誌 152タイトル
合　　計 799タイトル
その他 地図・大型絵本・紙芝居等 173点
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　本年度も利用者が減少した。個人利用者数は増加した
が、団体利用が昨年度に比べ半数ほどに減少したことが
大きな要因である。団体利用は環境教室での利用が主で
あり、環境教室を利用した団体自体が昨年度に比べ減少
していることが影響したと考えられる。
（ ３）情報発信
（３）－1　環境学習用PC「しえん君」
　環境学習用PC「しえん君」は、センターの蔵書検索や、
インターネット上にある環境関連の専門サイトを利用し
た環境学習、身近な自然クイズなどが利用できるシステ
ムである。タッチパネルで操作するので、子どもから大
人までわかりやすく操作でき、円滑に学習できるように
なっている。環境教室でのセンター利用時やもりのおは
なしかいの開催時には、多くの子ども達が利用している。
（３）－2　‌環境情報センター情報紙「けんまるび」
　　　　（プリント版、メールマガジン版）
　より多くの県民にセンターを知ってもらい、利用者増
加を図るため平成20年11月から「環境情報センターだよ
り」を発行し、情報を発信してきた。また、平成21年度
からは「やまなしくらしねっと」のメールマガジン配信
機能を利用し、「環境情報センターメールマガジン」を
毎月 2 回発行してきた。
　これらの発行物は、平成23年 4 月から記事を一体化し、
環境情報センター情報紙「けんまるび」とした。記事と
して特設コーナーや新着図書の紹介、もりのおはなしか
いを始めとする研究所内のイベント案内を載せ、毎月 5
日に発行している。
　プリント版「けんまるび」の配布場所は県内の各図書
館とし、広く県民に情報を届けるように配慮した。
　メールマガジン版「けんまるび」は、引き続き外部サ
イト「やまなしくらしねっと」のメールマガジン機能を
用いて希望者に配信を行った。
2 　企画展示
（ 1）企画展
　従来の写真展に加えて、実物展示や剥製、標本の展示
など展示内容を多様にし広く興味を持ってもらうことを
目的として企画展示を行った。来館者からの声も好評で
あり、展示利用者数は23％の増となった。エントランス
の火山灰を顕微鏡で見られる展示も観察できる種類を増
やしたり、その中の鉱物を取り出したものを観察できる
ようにしたりするなど充実させた。今後も、研究所での
研究内容に関連した展示を充実させ、来館者により富士
山の自然と本研究所について知ってもらえる契機として
いきたい。（総利用者数：10,437名）
（1）－1　企画展～春から初夏～
期日：平成27年 4 月 4 日〜 6 月24日
　27点の山野草の写真や解説パネルで、春の山菜を中心
に山梨県内に自生する山野草を紹介した。さらに、冬芽
や葉、花の実物をあわせて展示し写真のみにならない工
夫を行った。
　昨年度より開催期間のテーマを季節に設定し、幅広い
意味から展示を作り上げたことで多くの来場者を得て概
ね好評のうちに終わることができた。来場者からは「解
説がためになった」「毒があるとは知らなかった」など
の意見も寄せられ、解説書やキャプションが役に立った。
また、アツモリソウについて、「近くに咲いているので、
守っていきたいと思う」と話していた人もおり個体数が
減少していることを知り、植物への関心が高まったとい
える。また、実物の冬芽や葉はスタッフ室の前の顕微鏡
で拡大して見ることができるよう工夫した。写真だけで
なく実物を展示することにより違った視点から興味関心
を持ってもらえたと考える。来年度も、研究員との連携
など多くの視点から展示を作り上げ、さらに興味を引き
立てる内容にしていきたい。（利用者数：3,822名）
（1）－2　企画展～夏から秋～
期日：平成27年 7 月11日〜11月 8 日
協力：中川雄三、早見正一、小口尚良
　約100点の写真やパネル、剥製や標本実物なども取り
入れ、富士北麓地域に棲む動物を知ってもらえるような
展示を心掛けた。前半はこの地域に棲む哺乳類、後半は
蝶類に重点を置いた。これは、本研究所の研究員の協力
を得て研究の様子や成果を紹介することも含めたもので
ある。本研究所にて研究員が取り組んでいる内容を知っ
てもらい、研究内容が身近な生活との接点があることを
分かってもらえるよう工夫して展示を作り上げた。学齢
期の来館者にも興味を持ってもらえるよう前半と後半を
通して展示内容に関連したクイズを設置し、クイズラ
リー形式で参加できるような工夫も取り入れた。
107
　前半は、哺乳類を重点として富士北麓地域に生息する
シカの調査の様子や、その方法などについて知ってもら
えるよう工夫して展示を行った。より具体的に知っても
らえるよう調査に使う実物を展示したり、実際に記録さ
れた調査の画像を織り交ぜてシカの生態を身近に感じて
もらえるようにした。
　さらに、頭骨標本やフンを樹脂で固めたものを展示し
たが、それらには、注目してほしいことをキャプション
としてつけた。スタッフは、来館者に対して展示されて
いるひとつひとつを丁寧に解説するよう心掛けた。この
ことは、より深い理解につながっていたように思う。
　また、生物多様性センターより剥製を借用し、写真だ
けでなく実物を見てもらうことで動物の生態をより現実
に近い形で感じてもらえるよう工夫した。剥製の展示は
好評で、動物の生活の様子を写真と剥製との比較をする
ことでより具体的に感じてもらう機会になったと考えて
いる。来年度もこの形を継続し、多くの方々に参観して
もらえるよう心掛けていきたい。
　後半は、富士北麓の蝶をテーマに展示を行った。富士
北麓地域には、多様な植生がある。青木ヶ原樹海をはじ
めとする森林地域、北富士演習場をはじめとする半自然
草原、人々が居住する市街地など。実に多くの植生を有
するのが本地区である。そのことを知ってもらうために、
環境省の植生図を拡大してエントランスの床にはりつけ
た。その上で、それぞれの場所にはそれぞれの生態系が
あり、それらに適応した蝶の種が生息していることを紹
介した。
　さらに、富士北麓の半自然草原には絶滅危惧種を含め
て多くの種が生息していること。「蝶の生態系を守るた
めにはあるがままの自然を守っていくだけではない。人
が手を加えることで多様性が守られることもある。」と
いう、本研究所の長年の研究成果を多くの方に知ってい
ただく良い機会になったと考える。
　展示にあたって写真はもちろんであるが、写真で紹介
した種類の蝶の標本を合わせて展示することで実際の生
態について詳しく知ってもらえたと考えている。さらに
は周辺に生息する蝶の多様な生態に気づいてもらえる
きっかけになっていたと考えている。特に、国蝶である
オオムラサキを顕微鏡で見られるよう工夫したコーナー
は好評であった。（利用者数：5,765人）
（1）－３　企画展～冬から初春～
期日：平成27年11月28日〜平成28年 2 月23日
監修：藤井敏嗣、荒牧重雄
　約60点のポスターとパネル及び実物で、火山を知るこ
と、これまでの噴火から富士山で考えられる事柄を焦点
化し展示した。特に火山災害・火山防災・火山の恵みと
いう観点から多面的に富士山を紹介した。
　エントランスに展示してある地層標本に関わって研究
員の調査活動を取り上げ、地層からわかることはどんな
ことかをまとめた展示を作成した。
　「噴火そのものを防ぐことはできないが、実際に噴火
が起こった時にはどう行動すべきか。」を分かってもら
うために、ハザードマップのあらわしていることや実際
の噴火ではどう行動すべきかを考えられるような展示を
行った。また、「富士山は山体が他に比べて極めて大き
いため、どこでどのような形態の噴火活動が起こるかが
ポイントであり、それらに応じた避難が必要である。」
ことを分かってもらうよう工夫を行った。
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　さらに、火山災害に備えるための防災グッズの展示も
行った。ヘルメットやゴーグル、カッパなどの火山災害
特有のものから非常食、水などの一般災害にも使用でき
るものまで多くの実物を展示したことで実際に手にして
もらうこともでき、防災意識を高める一助になっていた
と考える。
　また、赤色立体模型も展示し溶岩に見立てた液体を立
体に流してみてその様子を観察することも行った。これ
により、噴火の規模、場所によって流れていく場所が違
うことや火口から遠い場所まで溶岩が流れていくことな
ど平面地図では理解しにくい事柄も、見やすい形で伝え
ることが可能になったと考える。
　今年度は、箱根山の噴気活動や口永良部島の噴火など
噴火についてたいへん注目された年だった。今後も日本
の火山を紹介できるように資料を集めていくとともに、
顕微鏡等を使い火山灰を見たり溶岩に触れたりすること
で多くの人が火山に興味を持ち学習できる環境整備に努
めていく。写真展示だけでなく、さまざまな資料を関連
させて展示できるように計画していきたい。（利用者数：
850人）
（ 2）写真展
　研究所スタッフ・専門家・愛好家などの写真やパネル
を展示して、自然の美しさや環境の大切さを伝えるため、
さらに今年は研究所の活動を広く知ってもらうための工
夫を加えた企画展示を開催した。
　一昨年度より行っている「ある日の風景写真展〜富士
山・身近な自然写真展〜」は公募方式の実施であり、富
士山研に足を運んだことのない人の応募・来館もあった。
（利用者数：426名）
ある日の風景写真展
期日：平成28年 2 月27日〜 3 月21日
　「富士山」あるいは「身近な自然」をテ－マとした写
真を募集し、応募作品の展示を行うことによって富士山
とその麓に広がる雄大な自然に再度目を向けるととも
に、自然保護意識の高揚・啓発を図ることを目的に、一
昨年度より開催している。
　50点の応募があり、また、応募者の来館もあり、そこ
で新たに環境について学習する姿も見受けられた。昨年
度より広報を 5 ヶ月早くしたことで、周知され、多くの
作品が出品されたと考える。今後は、より多くの方々に
「富士山」や「身近な自然」に目を向けてもらえるよう
な取組を推進してきたい。
　 3 年間の継続事業として公募型の写真展を実施してき
たが、周辺の施設でも同様のイベントをしていることや
本施設としての独自性を企画展という形で集中させた方
が有効であるとの判断から、来年度はこの事業は中止と
した。
（ ３）出張写真展
　より気軽に富士山研の持つ財産を身近で学んでもらう
ことを目的として、「出張写真展」を実施した。北麓の
小中学校を対象に事業を紹介した。昨年度の実施は 6 校
あったが、今年度は 4 校と 1 施設での実施となった。そ
の搬入から搬出までスタッフが率先して行うことによ
り、学校現場からは感謝の声が寄せられた。学校を会場
として保護者、地域の方々にも広く参観してもらうこと
ができた。さらに、富士山学習支援事業とタイアップし
て出張写真展を活用することも試みた。
　子どもたちの学習機会を増やすとともに、学校現場を
支援していく意味でもこの「出張写真展」を「富士山科
学研究所」の事業として積極的に展開していきたい。
さらに、本年度は関係団体との連携としてリニア見学セ
ンターにて出張写真展を行った。観光で訪れた方々に見
ていただくことで、自然の美しさや素晴らしさを感じて
もらえる機会になった。
3 　環境学習室
　来館者が自由に環境学習を行える施設として開設して
いる。しかし、学習機器は老朽化などによる不具合のた
め、開館当初から稼働している機器は 8 台中 4 台にまで
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減ってしまった。利用者数減も歯止めがかからず、最も
多かったH21年度に比べると現在はその1/4程度にまで
減少してしまっている。また、現在稼働している機器に
ついても情報の陳腐化は否めない状況となっている。
　稼働できなくなった機器に代え、マリモの展示や地球
温暖化を解説するパネルの展示などを行ってきたが、
H26年度の研究所改編後は、より『富士山』を意識し様々
な岩石や火山の噴出物、富士山大室山の溶岩の展示や御
嶽山、阿蘇山、大室山の火山灰を実体顕微鏡で見られる
コ－ナ－を設置した。火山としての富士山が注目される
中、多くの方々に興味を持って観察していただいき、自
然環境への興味関心の喚起に役立てることができた。
　本年 3 月 9 日に、学習室は機器の老朽化に伴う不具合
が多く一時閉鎖することになったが、今後は富士山を題
材とした新しい観点で植物や動物、生態系など“見せる
展示”のあり方を検討していくことが必要である。
4 　情報収集・提供
身近な環境調査
　児童・生徒の環境への興味・関心を高めるため、身近
な自然を対象として、県内各地でソメイヨシノの初咲き
調査を実施した。調査結果は掲示用地図などにまとめて
参加校に配布するとともに、広報紙やインタ－ネットを
通じて広く県民に提供した。
　ただ、他の機関からの情報を利用して同様の結果が得
られることや、調査の依頼が年度の切り替えの時期にあ
たるので学校現場の事務負担が大きいこと等を勘案して
H28年度からは中止することとした。
調査期間：平成27年 3 月〜 4 月（参加校数：118校）
3 － 2 　広報・交流活動
3 － 2 － 1 　広報事業
1 　ICT広報
（ 1）ホームページの管理更新
　研究所の改編に伴い、平成26年度に設置されたホーム
ページを使って、研究課題の更新や各種事業の広報およ
び報告を行なった。
　ホームページのURL
　http://www.mfri.pref.yamanashi.jp/
（ 2）Facebookの管理更新
　研究所の多種多様な活動をバランスよく紹介できるよ
う、記事内容を計画的に作成し、管理更新を行なった。
具体的には、研究員とその研究活動・成果の紹介、交流
イベントの事前告知、環境教育に関する事業の紹介、月
1 度の富士山の季節変化に関する記事などである。短文
で大量に情報発信するというFacebookの利用方法も考
えられるが、研究所のページであることを鑑み、文章量
がやや多くなっても、読んでいて楽しく、新たな発見が
あるような記事を心がけた。特に、研究活動の紹介はで
きるだけ分かりやすく、一般の方々が興味・関心をもて、
且つ研究所に親しんでもらえるよう努めた。また、ビジュ
アルに訴えるよう写真を使用した。
　あわせて、外部の方々や外部機関と共同して行なって
いる研究や事業を積極的に紹介することで、外部を通じ
て研究所Facebookが拡散し、認知度が上がるように情
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報発信した。また、チラシ等へのURL記載や出張講義
等での紹介などFacebookの存在をアピールした。 1 年
間で78本の記事を投稿し、ページへの「いいね！」件数
は平成26年度（下期のみ）の約2.5倍、300を越えるまで
に増加した。
　FacebookのURL
　https://www.facebook.com/Mt.FUJI.research.institute
2 　出版広報
（ 1）ニューズレター
　今年度は 4 号を発刊した。紙面（ 4 ページ）は研究内
容をわかりやすく解説する「研究紹介」のほか、公開講
座などの様子を紹介する「トピックス」、環境教育・情
報部門の事業やイベントなどを紹介する「マツボックリ
通信」、「イベント情報」「環境情報センター便り」で構
成されている。
研究紹介
「糖質・電解質溶液の摂取が、富士登山時のエネルギー
消費量と心拍数に及ぼす影響」．堀内雅弘（環境共生
研究部）（Vol.19 No. 1 ）
「富士山を特徴づける森林限界の動態」．安田泰輔（自
然環境研究部）（Vol.19 No. 2 ）
「山中湖の湖底堆積物から見つかった噴火による植生
変化の証拠」．山本真也（火山防災研究部）（Vol.19 
No. 3 ）
「富士山の地下水に含まれるバナジウムの健康影響に
関する基礎研究」．長谷川達也、遠藤淳子（環境共生
研究部）（Vol.19 No. 4 ）
トピックス
「自然公園としての富士山－ 6 〜地域との協働による
自然公園管理〜」（Vol.19 No. 1 ）
公開講座「世界遺産としての富士山の保全を考える」
（Vol.19 No. 2 ）
公開講座「国際シンポジウム・ワークショップ2015〜
火山地域の観光と防災〜」（Vol.19 No. 3 ）
公 開 講 座「 平 成27年 度 研 究 成 果 発 表 会 」（Vol.19 
No. 4 ）
環境情報センター便り
「特設コーナー〜エントランスホールの企画展と併せ
て〜」（Vol.19 No. 1 ）
「秋の自然観察〜どんぐり〜」（Vol.19 No. 2 ）
「冬の星空を楽しみませんか？」（Vol.19 No. 3 ）
「さくら、桜、サクラ！」（Vol.19 No. 4 ）
マツボックリ通信
「人材育成事業について」（Vol.19 No. 1 ）
「地域環境観察：春の自然と山野草観察会」（Vol.19 
No. 2 ）
「地域環境観察：秋の北麓自然観察会」（Vol.19 No. 3 ）
その他
イベント情報（Vol.19 No. 1 〜 4 ）
スタッフボイスミニ（Vol.19 No. 1 〜 4 ）
（ 2）‌富士山研究　Mount‌Fuji‌Research（ISSN：1881-
７564）
　第10巻を発刊した。
原著論文
「山岳道路車両規制が与える大気汚染物質濃度への影
響と近隣森林内大気への影響の解明」
和田龍一、神林学、高梨聡、深山貴文、中野隆志、谷
晃、米村正一郎、松見豊
「富士山の環境保全に対する小中学生の意識と富士山
学習の検討」
濱泰一、小石川浩、川口征司、本郷哲郎
「富士北麓、山中湖における水中光量と消散係数」
芹澤如比古、上嶋崇嗣、芹澤（松山）和世
「富士五湖における水質の周年変化と長期的変動」
中村誠司、上嶋崇嗣、渡邊広樹、芹澤（松山）和世、
芹澤如比古
報告
「青木ヶ原における森林性鳥類の営巣環境」
岡久雄二、佐々木礼佳、大久保香苗、東郷なりさ、小
峰浩隆、高木憲太郎、森本元
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（ ３）その他出版物
　山梨県富士山科学研究所年報第18号
　（ISSN：1344-087X）
　山梨県富士山科学研究所研究報告書（第35号）
　 「都市近郊の森の癒し機能の効果的な発揮に関する研
究」（ISBN：1345-5249）
　環境教育事業の概要2014
３ 　マスコミ対応および富士山相談
　マスコミからの取材に応じ、44件（新聞22件、テレビ
20件、ラジオ他 2 件）に対応した。また、一般の方から
の質問も含め、24件の富士山相談に対応した。　 
3 － 2 － 2 　交流事業
1 　出張講義事業
　各種団体からの講師派遣依頼に対応した（出張講義リ
ストは 2 － 9 出張講義等に別掲）。
2 　公開講座事業
（ 1）富士山科学講座2015
　「世界遺産としての富士山の保全を考える」
　平成27年 5 月23日（土）に富士山科学講座を開催した。
県内外から約100名の参加者があり、『世界遺産としての
富士山の保全を考える』と題して、吉田正人筑波大学大
学院教授、山本清龍岩手大学准教授、小石川浩富士山科
学研究所主幹が講演した。
　吉田教授は、『世界遺産としての富士山の自然的価値
と文化的価値』をテーマに講演を行い、火山や生態系と
いった富士山の自然を背景に信仰などの文化的価値が生
まれたと説明した。また、世界遺産としての管理も、文
化的価値のみに偏らず､ 自然的価値をいかに守るかが重
要であると述べ、今後の世界遺産管理についての視点を
示した。
　山本清龍准教授は『富士山の適正利用に向けて』をテー
マに講演を行い、富士山で生じている課題について説明
し、富士登山者への調査結果を基にエコツーリズムの普
及や富士山保全協力金による価値の保全、世界遺産登録
後の山梨県、静岡県両県が登山者管理戦略を策定してい
く取組など､ 富士山の適正利用が進む現状を解説した。
　小石川浩主幹は『学校教育との連携〜次世代への継承
を目指して〜』をテーマに講演を行い、これからの富士
山の環境保全に向けて、学校教育をとおして富士山の自
然や文化に対して触れたり学んだりすることが、環境保
全に対しての行動化につながっていくと発表した。
　富士山の環境保全活動に関わる多くの方々の参加を
得、長時間にわたる講演だったが、講演後の質疑の場に
おいても活発な討論が行われ、身近な問題として多くの
参加者が問題意識を共有できた講座となった。
日時：平成27年 5 月23日　13：10〜16：40
場所：山梨県富士山科学研究所　ホール
プログラム：
講演
世界遺産としての富士山の自然的価値と文化的価値
　吉田正人（筑波大学大学院　教授）
富士山の適正利用に向けて
　山本清龍（岩手大学　准教授）
学校教育との連携〜次世代への継承を目指して〜
　小石川浩（富士山科学研究所　主幹）
（ 2）富士山研まつり2015
　より多くの方々、とりわけ山梨県民の方々に研究所が
身近な存在と感じられるようにしたり「科学」に対する
興味･関心を高められる機会になるようにしたりするた
めに開催された富士山研まつりには、340人を超える参
加があった。家族連れも多く、「鉱物観察」、「 3 D溶岩
流シミュレーター」、「おいしい樹型と森の中の樹型探
検」、「富士山・エベレストの空気を味わおう」などの体
験型イベントが特に人気を博していた。
　今年も、森林環境総務課と連携した取り組みとして「や
まなし水の学舎」を実施した。山梨の貴重な資源である
「水」について、来館者も改めて関心を寄せているよう
だった。また、富士山河口湖音楽祭2015実行委員会との
共同企画で「木木木（もり）の音〜森と池上さんの音コ
ラボ〜」を行った。「音」を接点にして「森」に目を向
ける学びの場となり、多くの家族連れがその音に親しみ、
楽器づくりを楽しんだ。生物多様性センターと共同で
行ったクイズラリーも盛況で、両施設のイベントを見学
体験することで夏休みの 1 日を楽しんでもらうことがで
きた。
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日時：平成27年 8 月 2 日　 9 ：00〜16：30
（ ３）平成2７年度研究成果発表会
　富士山の自然環境の保全に資する研究や富士山の火山
防災などに関する情報の提供・発信を目指し、組織改編
2 年目となった本年は「富士山」をテーマとし、 3 題の
口頭発表と24題のポスター発表を行った。
　口頭発表ではまず、中野隆志が「青木ヶ原樹海と周辺
地域の森林の構造と遷移」と題し、青木ヶ原周辺地域の
森林構造の解明を行い、明らかとなった点について発表
した。次に、堀内雅弘は、「富士登山はスポーツになり
えるか？〜その効能と危険性〜」と題し、登山をスポー
ツとして捉えた場合、健康維持にどのような好影響があ
るのかを概説するとともに、富士山の登山者の安全性に
関する調査で、脱水症状と心拍数増加の関係を示した。
最後に常松佳恵からは、「噴火現象のシミュレーション
〜富士山火山防災における数値シミュレーションの役割
と課題〜」と題し、富士山研で行っているシミュレーショ
ンの開発を紹介し、噴火現象のシミュレーションとハ
ザードマップの新たな利用方法について発表を行った。
　口頭発表の後は、当研究所で現在取り組んでいる24題
のポスターについて、各研究員が、直接来場者と研究に
関する詳しい話をしたり議論したりしながら、研究成果
の説明を行った。
　当日は100名あまりの参加者があり、活発な質疑応答
やポスターセッションが行われた。
日時：平成28年 1 月17日　13：00〜15：30
場所：山梨県立図書館イベントスペース西面
プログラム：
講演
　「青木ヶ原樹海と周辺地域の森林の構造と遷移」
　中野隆志（自然環境研究部）
　 「富士登山はスポーツになりえるか？〜その効能と危
険性〜」
　堀内雅弘（環境共生研究部）
　 「噴火現象のシミュレーション〜富士山火山防災にお
ける数値シミュレーションの役割と課題〜」
　常松佳恵（火山防災研究部）
ポスター発表
（ 4）国際シンポジウム・ワークショップ2015
　富士山周辺は、観光客が年間3,000万人も訪れる日本
有数の観光地域である。ひとたび大規模噴火が発生した
場合には、地域住民も含め、多くの観光客や来訪者の効
果的な避難を実施することが必要となる。噴火災害や避
難行動についての理解を深め、啓発を促進することが喫
緊の課題といえる。これまでの国内、海外での事例をも
とに、これら課題への対応策を考えるための国際シンポ
ジウム・ワークショップを開催した。
　11月 6 日（金）、富士吉田市民会館において国内外の
専門家を招き、国際シンポジウムを開催した。ハワイの
キラウエア火山では、溶岩流の災害予測と住民への情報
提供について、箱根山では、今年起こった噴火とそれに
よる観光への影響についての対応、富士山では、地震及
び火山噴火対策についての取り組みと課題、そしてイン
ドネシアでは、火山観光の可能性と諸問題について 4 人
の講師からそれぞれの火山地域における事例が紹介され
た。当日は、多くの行政関係者や火山研究者、ツアーガ
イドなど火山防災に関わる多くの方々の参加があった。
　 7 日（土）から 8 日（日）にかけては、シンポジウム
の内容をさらに深く掘り下げた国際ワークショップを開
催した。第 1 部では、「火山地域の観光と防災について
の現状と課題」をテーマに国内外の専門家 4 名が講演し、
第 2 部では「来訪者への火山防災情報のさまざまな発信
の在り方」について行政、研究者、マスコミ、警察など
関係する機関がそれぞれの立場で講演した。第 3 部では、
「観光地としての火山地域への提言」と題して当研究所
荒牧名誉顧問がコーディネーターを務め、パネルディス
カッションを行った。
　今回のシンポジウム･ワークショップでは、火山噴火
による災害を軽減していくために、火山に対する正しい
理解を促すための方策や研究者・行政・住民間の連携の
在り方について積極的な討論が行われた。今後、より一
層火山に関する科学研究を推進するとともに、それらを
どのようにして住民へ届けるかという、教育や情報伝達
の重要性について、改めて考えさせられる機会となった。
（4）－1　国際シンポジウム
日時：平成27年11月 6 日　13：30〜16：40
場所：富士吉田市民会館　小ホール
プログラム：
開会挨拶：守屋　守（山梨県企画県民部長）
シンポジウム全体概要、趣旨説明
講演 1 　ハワイの観光と防災対策
　Dr. James Kauahikaua（元ハワイ火山観測所）
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講演 2 　箱根山火山噴火2015年噴火と観光への影響
　萬年一剛（神奈川県温泉地学研究所）
講演 3 　富士山における取り組み
　渡辺岳文（富士吉田市富士山火山対策室）
講演 4 　インドネシアの観光と防災
　Dr. Agung Harijoko（ガジャ・マダ大学）
住民との意見交換
　Dr. James Kauahikaua（元ハワイ火山観測所）
　萬年一剛（神奈川県温泉地学研究所）
　渡辺岳文（富士吉田市富士山火山対策室）
　Dr. Agung Harijoko（ガジャ・マダ大学）
　Dr. Estuningtyas Wulan Mei（ガジャ・マダ大学）
　Dr. Wiwit Suryanto（ガジャ・マダ大学）
閉会挨拶
　藤井敏嗣（山梨県富士山科学研究所）
司会進行：吉本充宏（山梨県富士山科学研究所）
（4）－2　国際ワークショップ
日時：平成27年11月 7 日　13：00〜17：00
場所：山梨県富士山科学研究所　ホール
プログラム：
開会の挨拶：堀内浩将（山梨県理事（防災危機管理））
主旨説明：藤田英輔
  （国立研究開発法人　防災科学技術研究所）
開会挨拶　藤井敏嗣（山梨県富士山科学研究所）
講演 1 　チリにおける最近の噴火：防災と観光
　Dr. Hugo Moreno（南アンデス火山観測所）
講演 2 　メラピ山の噴火について
　Dr. Estuningtyas Wulan Mei（ガジャ・マダ大学）
講演 3 　箱根の例について
　田村洋一（田むら銀かつ亭）
講演 4 　島原の例について
　杉本伸一（ いわて復興応援隊三陸ジオパーク推進協議
会事務局）
司会進行：内山　高（山梨県富士山科学研究所）
日時：平成27年11月 8 日　 9 ：30〜16：00
場所：山梨県富士山科学研究所　ホール
主旨説明：吉本充宏
講演 1 　 エトナ火山における登山者や観光客向けの防災
情報の発信
　Dr. Simona Scollo（ イタリア国立地球物理火山学研究
所）
講演 2 　富士山火山防災対策への取り組みについて
　山下憲美（山梨県総務部　防災対策専門監）
講演 3 　 気象庁のレベル化や登山者への情報発信につい
て
　土井恵治（気象庁地震火山部）
講演 4 　マスコミの視点からの情報発信について
　二宮　徹（NHK解説員）
講演 5 　 富士山における住民・来訪者への情報発信につ
いて
　野中卓志（山梨県警察本部）
講演 6 　ジョグジャカルタ地域の情報発信
　Dr. Wiwit Suryanto（ガジャ・マダ大学）
講演 7 　ハワイの情報発信
　Dr. James Kauahikaua（元ハワイ火山観測所）
パネルディスカッション
コーディネーター　
　荒牧重雄（富士山科学研究所）
パネリスト
　Dr. Hugo Moreno（南アンデス火山観測所）
　Dr. James Kauahikaua（元ハワイ火山観測所）
　Dr. Simona Scollo（ イタリア国立地球物理火山学研究
所）
　Dr. Agung Harijoko（ガジャ・マダ大学）
　二宮　徹（NHK解説員）
　土井恵治（気象庁地震火山部）
閉会挨拶
　田中久善（山梨県富士山科学研究所）
司会進行：内山高（ 山梨県富士山科学研究所）
（ 5）公開講座
　「外来植物アレチウリの生態と防除に向けた取組」
　富士河口湖町との共同開催で信州大学農学部渡邉修准
教授を招いて公開講座を開催した。本研究所の安田泰輔
研究員がコーディネーターを務め、渡邉准教授からは、
農業生産や生態系に影響を与える外来植物のモニタリン
グから繁殖力の非常に強いアレチウリの恐ろしさが報告
された。続いて安田研究員が、アレチウリの駆除に向け
て駆除に使える詳細な地図作成、分布を解釈する上で必
要となる生育地特性の把握、将来に備えて潜在的な侵入
地域の予測等について発表した。NPO富士山クラブの
青木直子さんからは、アレチウリ防除に向けた取組とし
て、地域の見本となる住民参加型の防除活動、河口湖モ
デルの構築の必要性が話された。最後に、富士山レン
ジャーの上原正孝さんより富士河口湖町、河口湖アレチ
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ウリの一掃作戦実行委員会主催の一万人の清掃活動につ
いて紹介があった。富士山の環境保全活動に関わる多く
の方々による活発な討論が行われた。
日時：平成27年 5 月17日　13：30〜15：00
場所：山梨県富士山科学研究所　ホール
プログラム：
アレチウリの発芽生態と空撮による群落検出法について
　渡邉　修（信州大学農学部　准教授）
河口湖におけるアレチウリの分布
　安田泰輔（自然環境研究部　研究員）
防除への取り組みについて
　青木直子（NPO法人富士山クラブ）
1 万人の清掃活動
　富士河口湖町役場
（ 6）富士山自然ガイド・スキルアップセミナー
　自然の魅力や不思議をわかりやすく、効果的に伝えて
いくためには、科学的に得られた知見に対する正しい理
解が欠かせない。自然解説に役立つ自然科学の基礎的情
報を提供するとともに、自然を理解しようとする基本的
な姿勢を学び取ってもらうことを目的として、現在第一
線で研究を続けている研究者を講師に招き、本セミナー
を開催した。全 7 回のセミナーには、富士山で自然ガイ
ドを行っている者だけでなく、一般県民からも多くの参
加があり活発な議論が行われた。
日時及び内容：
第 1 回　平成27年12月 5 日（土）13：30〜16：00
　火山─マグマ生成から噴火まで
　　藤井敏嗣（山梨県富士山科学研究所　所長）
第 2 回　平成27年12月19日（土）13：30〜16：00
　富士山で起きる地震
　　鵜川元雄（日本大学文理学部　教授）
第 3 回　平成28年 1 月 9 日（土）13：30〜16：00
　富士北麓の自然と草原性のチョウ類
　　大脇　淳（山梨県富士山科学研究所　研究員）
第 4 回　平成28年 1 月30日（土）13：30〜16：00
　野生動物管理の実際
　　小平真佐夫（山梨県富士山科学研究所　研究員）
第 5 回　平成28年 2 月13日（土）13：30〜16：00
　富士山の植生の特徴と動態、外来植物の侵入について
　　 山村靖夫（ 茨城大学理学部　教授・山梨県富士山科
学研究所　客員研究員）
第 6 回　平成28年 2 月27日（土）13：30〜16：00
　三宅島をはじめとする伊豆諸島の植生とその遷移
　　 上條隆志（ 筑波大学大学院　生命環境科学研究科　
教授）
第 7 回　平成28年 3 月12日（土）13：30〜16：00
　富士山の火山防災
　　荒牧重雄（山梨県富士山科学研究所　名誉顧問）
3 　地域環境観察事業（参加者数：219人）
　地域の自然や環境を様々な視点から捉えることによ
り、環境への興味・関心を高めることを目的に環境観察
会を実施した。各季節に応じた、それぞれ違った観察を
行うことができるので、楽しみにしている人が多く、受
付開始 2 時間で定員に達してしまうほどの人気のある観
察会もある。参加者からも「講師の解説が分かりやすい」
と大変好評を得ている事業である。
（ 1）春の自然と山野草観察会
　北富士演習場の敷地内で、春の自然を楽しみながら山
野草の採取と同定を行った。今回は募集方法を先着順か
ら抽選に変えたことで多くの募集を受け付けることがで
きた。今年度が 8 回目の観察会だが、申込みの状況やア
ンケート結果から､ 山野草について関心を持っている人
が多いことが分かった。富士山麓の自然を学んでもらえ
るよい機会であると同時に、各自が山野草の仲間分けを
したり他の人の採集植物を見たりしながら学習できる、
学習効果の高い観察会となっている。（参加者数：22人）
期日：平成27年 5 月17日
講師：戸沢一宏（森林総合研究所主任研究員）
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（ 2）野鳥観察会（日本野鳥の会富士山麓支部共催事業）
　研究所周辺の森とパインズパークを会場として初夏の
自然を楽しみながら野鳥を軸とした自然観察を行った。
野鳥だけでなく植物や他の動物の解説などもあり、参加
者は自然を十分堪能しながら学習することができた。知
識豊富な講師による解説は、「分かりやすかった。」と好
評だった。また、身近な地域の状況について再認識する
良い機会となった。
　鳥の姿がなかなか見られないことから残念に思う参加
者もいるが、鳥の姿を見ることのみが目的ではないこと
を周知し、その声を楽しんだり、自然の素晴らしさを体
感したりすることが目的であることを今後も参加者に
しっかり伝えていきたい。（参加者数：14人）
期日：平成27年 5 月24日
講師：中川雄三（日本野鳥の会富士山麓支部）
　　　水越文孝（日本野鳥の会富士山麓支部）
　　　渡辺信介（日本野鳥の会富士山麓支部）
（ ３）富士山五合目植物観察会
　観察会の中でも人気があるもので、二日間実施しても
キャンセル待ちが出るほどである。本年度、先着順から
抽選に変えたが、大きな混乱もなく事業を終えた。
　参加者は、歩きながら講師の話を聞いて疑問点を質問
していた。また、植物の写真を撮ったりして 1 つでも多
く植物のことを覚え、学習しようという意欲が見られた。
植物が環境に適応していく話を聞く中で、「富士山のい
ろいろな特性が分かりたいへん興味深かった。」といっ
た感想が寄せられ､ より富士山のことが身近に感じられ
る観察会となった。写真を撮ったり解説を聞いたりする
とき、植物を踏み荒らさないように事前の注意を今後も
徹底し、富士山の環境保全も合わせて啓発していける観
察会としていきたい。（参加者数：62人）
期日：平成27年 7 月25日、30日
講師：丸田恵美子（元東邦大学教授）
　　　山村靖夫（茨城大学教授）
　　　中野隆志（自然環境研究部主幹研究員）
　　　安田泰輔（自然環境研究部研究員）
（ 4）富士山火山観察会
　年々人気の高まりを見せている観察会で、定員を一昨
年度に50名から60名に増やした。受付を先着順から抽選
と変更したことで大きな混乱もなく定員に達し、キャン
セル待ちが出るほどとなった。宝永火口や駒門風穴を見
学するコ－スとしたが、日頃山梨県側の富士山に親しん
でいる参加者にとって、静岡県側の富士山は興味深いも
のだったようである。 1 日目は天候の関係で宝永火口の
観察を行うことができなかったが、 2 日目は天候に恵ま
れ予定通りに観察会を実施することができた。参加者か
らは、話が聞きやすい、質問もすぐできる、など高評価
をいただいた。
　今後の課題としては、若い世代や子ども世代の参加者
が少ないので､ 広報の仕方を工夫していく必要がある。
また、富士山や溶岩について学習するコ－スの再検討も
課題となっている。（参加者数：59人）
期日：平成27年 8 月29日、 9 月 3 日
講師：内山　高（火山防災研究部主幹研究員）
　　　吉本充宏（火山防災研究部主任研究員）
　　　山本真也（火山防災研究部研究員）
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　　　常松佳恵（火山防災研究部研究員）
　　　馬場　章（火山防災研究部研究員）
（ 5）秋の富士北麓自然観察会
　富士北麓の自然環境を知り、地域の環境への興味関心
を高めることを目的に開催している。研究所周辺の剣丸
尾の森を歩きながら、秋の草花・動物などの様子や溶岩
樹型などの観察をとおして、北麓の自然について学習し
た。富士山世界遺産構成資産の 1 つである「吉田胎内」
の見学ができたということで、参加者の満足度は非常に
高かった。
　この観察会についても若い世代の参加を望む声が多
い。そこで、親子観察会という形態に変更して実施する
方策をとっていきたい。（参加者数：44人）
期日：平成27年10月17日
講師：中川雄三（日本野鳥の会富士山麓支部）
　　　水越文孝（日本野鳥の会富士山麓支部）
　　　渡辺信介（日本野鳥の会富士山麓支部）
4 　地域交流事業
（ 1）自然解説員育成研修
　これまでに富士山科学カレッジ大学院を修了した者に
対し、生涯学習支援の一環として、富士山に関する知識
をさらに深めることと、地域の環境保全に主体的に取り
組む活動のひとつとして、自然解説員を育成することを
目的とした研修を行った。さらに、この研修修了後には
研究所内の観察路を利用する「森のガイドウォーク」で
自然解説を行ってもらうことで、研究所と地域の方との
連携を深めることも大きな目的のひとつとして捉えてい
る。
　教育スタッフや富士山科学研究所自然解説員が行うガ
イドウォークに参加し、インタープリターの研修を積ん
だ。その後、自分自身でガイドプログラムを作成し、教
育スタッフや自然解説員にガイド実習を行うことでさら
に研修を重ね、今年度は 5 人が修了した。
（ 2）学校教員研修会～体験で学ぶ火山研修会
　富士山の噴火の可能性や防災に対する地元の関心が高
まっているなか、火山の噴火のしくみや防災に関するト
ピックを理科教育に組み込むことの重要性が増してきて
いる。本研修会は、講義、実験（実習）、野外巡検を通
して、火山に関する知識を深め、学校現場での実験（実
習）に役立つ教材・教育方法などを体験することにより、
理科教育の一層の充実を図ることを目的に実施された。
山梨県総合教育センターとの共催により、県内小・中・
特別支援学校の教員を対象に39人の参加があった。
期日：平成27年 8 月 6 日（木）、 7 日（金）
講師：林信太郎（秋田大学教育文化学部教授）
　　　高田　亮（（独）産業技術総合研究所主任研究員）
　　　藤井敏嗣（山梨県富士山科学研究所所長）
　　　荒牧重雄（山梨県富士山科学研究所名誉顧問）
　　　内山　高（火山防災研究部主幹研究員）
　　　吉本充宏（火山防災研究部主任研究員）
　　　常松佳恵（火山防災研究部研究員）
　　　馬場　章（火山防災研究部研究員）
内容：
8 月 6 日「火山学講義及びアナログ実験」
　火山学講義「火山のしくみ」「火山としての富士山」
　セミナー「火山ってなんだろう」
　火山岩に含まれる鉱物の観察
　アナログ実験
8 月 7 日「野外巡検」
　富士山御庭周辺、西湖コウモリ穴
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4 　研究所の体制
4 － 1 　運営委員会
　外部研究者や幅広い分野の有識者等から中長期的な視
点で指導、助言を仰ぎ、中期目標・中期計画や年次計画
に反映させることによって意、質の高い研究所運営を図
る事を目的とする。
委員（50音順）
　住　明正　　独立行政法人国立環境研究所理事長
　中山隆治　　環境省自然環境局生物多様性センター長
　早川正幸　　山梨大学理事（委員長）
　古屋三千雄　山梨県公立小中学校長会長
　溝口総三郎　富士吉田市産業観光部長
　吉田正人　　 筑波大学大学院人間総合科学研究科世界
遺産専攻教授
　渡邉慈仁　　 山梨県市町村教育委員会連合会長（富士
吉田市教育長）
　渡辺玉枝　　登山家
開催状況
　平成28年 2 月25日
　　協議内容　 ①中期計画について
　　　　　　　②研究倫理について
4 － 2 　所内構成員
所　　　長　　　　藤　井　敏　嗣
副　所　長　　　　田　中　久　善
特別研究員　　　　北　原　正　彦
研究管理幹　　　　本　郷　哲　郎
研究管理幹　　　　長谷川　達　也
客員研究員　　　　池　谷　　　浩
  （政策研究大学院大学　特任教授）
客員研究員　　　　山　村　靖　夫
  （茨城大学理学部　教授）
特別客員研究員（名誉顧問）
　　　　　　　　　荒　牧　重　雄
特別客員研究員（特任研究員）
　　　　　　　　　瀬　子　義　幸
特別客員研究員　　能　勢　　　博
  （信州大学大学院医学系研究科　教授）
特別客員研究員　　高　田　　　亮
  （（独）産業技術総合研究所　主任研究員）
特別客員研究員　　林　　　信太郎
  （秋田大学教育文化学部　教授）
特別客員研究員　　藤　田　英　輔
  （（独）防災科学技術研究所　主任研究員）
特別客員研究員　　山　本　清　龍
  （岩手大学農学部　准教授）
総務課
　課　　　長　　　田　村　雅　徳
　副　主　査　　　小　林　雄　樹
　主　　　任　　　近　藤　聖　子
　非常勤嘱託　　　加々美　秀　樹
　非常勤嘱託　　　堀　内　むつみ
　臨 時 職 員　　　刑　部　美　佐
環境教育・交流部
　教育・情報
　　部　　　長　　本　郷　哲　郎（事務取扱）
　　主　　　幹　　川　口　征　司
　　非常勤嘱託　　白　須　裕　里
　　非常勤嘱託　　大　林　紗　季
　　臨 時 職 員　　三　浦　さゆり
　　臨 時 職 員　　秋　山　日香里
　　臨 時 職 員　　森　嶋　章　子
　広報・交流
　　主　　　幹　　小石川　　　浩
　　非常勤嘱託　　奥　矢　　　恵
　　非常勤嘱託　　堀　内　むつみ（兼務）
　　主任研究員　　杉　田　幹　夫（兼務）
　　主任研究員　　宇　野　　　忠（兼務）
　自然環境研究部
　　部　　　長　　中　野　隆　志
　　主任研究員　　杉　田　幹　夫
　　研　究　員　　安　田　泰　輔
　　非常勤嘱託　　小　平　真佐夫
　　非常勤嘱託　　大　脇　　　淳
　　臨 時 職 員　　勝　俣　英　里
　　臨 時 職 員　　前　田　沙　希
　環境共生研究部
　　部　　　長　　長谷川　達　也（事務取扱）
　　主任研究員　　池　口　　　仁
　　主任研究員　　宇　野　　　忠
　　主任研究員　　堀　内　雅　弘
　　研　究　員　　小笠原　　　輝
　　非常勤嘱託　　菊　池　佐智子
　　臨 時 職 員　　遠　藤　淳　子
　　臨 時 職 員　　半　田　陽　子
　火山防災研究部
　　部　　　長　　内　山　　　高
　　主任研究員　　吉　本　充　宏
　　研　究　員　　山　本　真　也
　　非常勤嘱託　　常　松　佳　恵
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　　非常勤嘱託　　馬　場　　　章
　　臨 時 職 員　　笠　井　明　穂
　　臨 時 職 員　　野　澤　すみれ
4 － 3 　所内委員会
倫理委員会
　委　員　長　　　藤　井　敏　嗣
　委　　　員　　　田　中　久　善
　　　　　　　　　北　原　正　彦
　　　　　　　　　本　郷　哲　郎
　　　　　　　　　長谷川　達　也
　　　　　　　　　内　山　　　高
　　　　　　　　　中　野　隆　志
　　　　　　　　　御園生　　　拓（外部）
　　　　　　　　　高　橋　智　子（外部）
動物実験倫理委員会
　委　員　長　　　藤　井　敏　嗣
　委　　　員　　　田　中　久　善
　　　　　　　　　長谷川　達　也
　　　　　　　　　中　野　隆　志
　　　　　　　　　宇　野　　　忠
　　　　　　　　　小笠原　　　輝
動物飼育施設運営委員会
　委　員　長　　　宇　野　　　忠
　委　　　員　　　長谷川　達　也
　　　　　　　　　小　林　雄　樹
　　　　　　　　　小　平　真佐夫
共用研究備品管理委員会
　委　員　長　　　内　山　　　高
　委　　　員　　　長谷川　達　也
　　　　　　　　　中　野　隆　志
　　　　　　　　　田　村　雅　徳
　　　　　　　　　吉　本　充　宏
　　　　　　　　　堀　内　雅　弘
　　　　　　　　　馬　場　　　章
　　　　　　　　　大　脇　　　淳
査読委員会
　委　員　長　　　長谷川　達　也
　委　　　員　　　宇　野　　　忠
　　　　　　　　　中　野　隆　志
　　　　　　　　　吉　本　充　宏
　　　　　　　　　菊　池　佐智子
　　　　　　　　　山　本　真　也
ネットワーク管理委員会
　委　員　長　　　杉　田　幹　夫
　委　　　員　　　池　口　　　仁
　　　　　　　　　宇　野　　　忠
　　　　　　　　　小　林　雄　樹
　　　　　　　　　安　田　泰　輔
　　　　　　　　　近　藤　聖　子
　　　　　　　　　奥　矢　　　恵
　　　　　　　　　常　松　佳　恵
毒物・劇物及び特別管理産業廃棄物管理委員会
　委　員　長　　　長谷川　達　也
　委　　　員　　　小　林　雄　樹
　　　　　　　　　山　本　真　也
　　　　　　　　　小　平　真佐夫
4 － 4 　沿革
平成 3 年11月
　「環境科学研究所検討委員会」の設置
平成 4 年11月
　「環境科学研究機関設置準備室」を環境局内に設置
平成 5 年 2 月
　「環境科学研究所顧問」 9 名を委嘱
　　　　 3 月
　「環境科学研究所基本計画」の策定
平成 7 年11月　　　起工式
平成 9 年 4 月 1 日　組織発足
　　　　　　30日　竣工式
平成 9 年 4 月　　　入來正躬所長　就任
平成15年 4 月
　「環境資源学」に関する研究室を設置
平成16年 4 月
　荒牧重雄所長　　就任
平成16年 4 月
　 「自然環境研究部」を「自然環境・富士山火山研究部」
に改称（「富士山火山防災情報センター」を設置）
平成26年 4 月
　 「山梨県環境科学研究所」を「山梨県富士山科学研究所」
に改編
　藤井敏嗣所長　就任
　 研究室を廃止し、 1 課 4 部（環境教育・交流部、自然
環境研究部、環境共生研究部、火山防災研究部）に改
組
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4 － 5 　予算
平成27年度予算（単位：千円）
事　　　　業 予 算 額
所運営費
研究・企画費
環境教育推進費
環境情報センター費
134,712
138,527
19,604
6,294
計 299,137
※職員給与費は除く
4 － 6 　施設
敷地面積　30ha
施設名 構　　　造 延べ面積
本　　館
鉄筋コンクリート造り
（一部鉄筋一部木造）
地下 1 階地上 3 階
2,500.631㎡
研 究 棟
鉄筋コンクリート造り
地下 1 階地上 2 階
3,429.005㎡
管 理 棟
コンクリートブロック造り
地上 1 階
98.280㎡
附 属 棟
コンクリートブロック造り
地上 1 階
171.277㎡
温    室 鉄骨造り  地上 1 階 101.286㎡
ポーチ屋根 鉄骨造り 17.6㎡
合　　　　計 6,318.079㎡
4 － 7 　主要研究備品
設置場所 備　　品　　名
中央機器室
分光光度計、原子吸光光度計
ICP質量分析装置
ガスクロマトグラフ質量分析装置
CHN分析装置
高速冷却遠心機
ドラフトチャンバー
イオンクロマトグラフ
生化学分析システム
分析走査型電子顕微鏡
安定同位体比質量分析システム
生体高分子解析システム
超純水製造装置
人工気象室
恒温恒湿室
シールドボックス
101実験室
画像解析装置、地理情報装置
スペクトルラジオメーター
3 次元画像解析装置
マイクロ波データ解析システム
3 Ｄスキャナー
103実験室
生体電気現象記録装置
テレメトリーシステム
自律神経シグナル測定システム
脳血流測定システム
呼吸代謝測定システム
105実験室
蛍光顕微鏡システム
血圧・心拍連続記録システム
急性実験用血圧心拍解析システム
胃電計装置
201実験室
TOC自動分析装置
ドラフトチャンバー
マイクロプレートリーダー
高速液体クロマトグラフ
高速液体クロマトグラフ質量分析計
ICP-MS試料導入装置
203実験室
フーリエ変換赤外分光分析装置
廃プラスチック熱分解装置
ポリフェノール測定装置
204実験室
マイクロウェーブ分解装置
自動水銀分析システム
蛍光光度計
岩石試料薄片自動作成装置
205実験室
α線測定器
地震計
蛍光Ｘ線分析装置
屈折率鉱物画像解析システム
屈折率測定装置
水位・水温連続記録計
地震データ転送システム
206実験室
生物顕微鏡システム
ラジオテレメトリーシステム
野外測定システム
繊維定量装置、脂肪定量装置
動物個体サイズ・シェイプ解析装置
207実験室
野外環境モニタリング機器
グロースキャビネット
温室効果ガス動態測定システム
エコタワー環境測定機器
生態系炭素収支モニタリングシステム
環境〜生理反応実験装置
携帯型土壌呼吸測定システム
携帯用光合成蒸散測定装置
動物飼育観察室 クリーンラック
冷凍庫室 超低温槽（－80℃）
クリーンルーム クリーンルーム及び内部機器
敷 地 内 露 場 気象観測システム
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山梨県富士山科学研究所中期目標
　山梨県富士山科学研究所（以下「研究所」という。）の業務運営について、次のとおり中期目標（以下「目標」という。）
を定める。
平成26年 7 月23日
 山梨県企画県民部長
1 ．基本方針
　研究所は、日本のシンボルであり世界文化遺産である富士山を重点的に研究する機関として、その自然特性や人との
関わりなどについて研究を進めるとともに、富士山の保存管理や活用方策の構築に向け、科学的な側面から提言を行う。
さらに、研究成果の積極的な発信や教育事業への活用などを通じ、県民に親しまれる研究所となるよう、職員一人一人
が日々の業務に真摯に取り組む。
2 ．目標の期間
　目標の期間は、平成26年度から平成30年度までの 5 年間とする。
3 ．富士山及び地域環境に係る研究の目標
　これまで環境科学研究所において蓄積してきた研究成果などを活かしつつ、富士山の自然環境や人との共生に関する
研究拠点として、研究所に期待される当面の重要な役割は、次の 3 点である。
○世界遺産・富士山の保全策の構築への貢献
○富士山火山防災対策の強化への貢献
○山梨県の環境政策への提言
　これらに対応するため、本計画期間内に重点的に取り組むべき研究の方向性を次のとおり定める。
　（ 1）富士山の自然特性の解明と保全
　　 　世界遺産としての富士山の価値は、山体そのものの景観に加え、森林や水資源などの自然環境がベースとなって
おり、その普遍的な価値を保つためには、自然環境が適切に保全されていくことが必須である。こうしたことから、
自然環境の現況調査、自然環境を作り上げている機構の解明、自然環境に悪影響を与えている要因の解明と保存管
理策等に資する調査・研究を行う。
　（ 2）人と自然の共生と富士山の適正利用
　　 　世界遺産登録を受け、富士山を訪れる来訪者は、今後ますます増加するものと見込まれる。さらに、富士山の自
然環境に寄り添って人々の生活や産業活動が営まれている富士山麓では、開発と保全との調和という課題も抱えて
いる。こうしたことから、富士山の普遍的価値の適切な活用に向け、来訪者などによるインパクト評価や、地域住
民などを巻き込んだ効果的な保全活動のあり方などに関する調査・研究を進め、人と自然が共生する地域形成に貢
献する。
　　　また、適正利用に当たっては安全性の確保が必要である。安全な利用に資する研究も行うこととする。
　（ ３）富士山の火山活動と防災対策に関する研究
　　 　富士山火山防災に関する研究拠点として、火山活動の観測、活動履歴や噴火特性などに関する調査研究を行う。
また、気象庁、（独）防災科学技術研究所、大学など、富士山の火山活動観測・調査研究を行っている機関との連
携強化を図りながら、富士山火山防災対策の強化に貢献する。
　（ 4）地域環境の課題解決に資する研究
　　 　県政上の喫緊かつ早急な取り組みが必要な重要課題に対し、研究員の専門性・創造性を活かした研究活動を展開
する。また、研究所単独では取組が困難な領域課題に対し、他の県立試験研究機関などと共同・連携して取り組む。
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4 ．教育事業、情報の収集・提供業務に関する目標
　富士山を中心とした県内の環境全般に関する県民の理解を深めるとともに、自然解説ガイドの養成などを図るため、
研究所の研究成果などを取り入れた新たな環境教育プログラムの開発及び実施を進める。
　また、富士山の自然や県内の環境全般に関する各種情報を収集・整理し、提供する。その際、特に利用者の関心が高
いテーマに関する資料にアプローチしやすいよう掲示や検索などの利便性の向上を図る。
さらに、富士山世界遺産センターなど世界遺産関連機関と連携・調整を図りながら、学習展示室における展示内容を見
直す。
5 ．研究成果等の情報発信、交流業務に関する目標
　県民への説明責任を果たし、研究所活動の成果を県民に還元するため、研究成果をはじめ環境教育事業等の活動内容
について、積極的な広報に努める。
　さらに、富士山を中心とした県内の環境全般に関するセミナーやシンポジウムを一層充実させるとともに、富士山世
界遺産センターをはじめとする世界遺産関連機関や環境教育関連機関等と連携を図りながら、地域一体となった交流活
動を推進する。
6 ．業務運営の効率化に関する目標
　本目標に沿って中期計画を策定し、研究活動などを計画的に展開する。行政や社会のニーズを研究活動に反映させ、
研究成果や研究所の機能を有効に活用するため、本庁関係所属との連携体制を構築し、逐次情報交換・協議などを行う。
　また、人員の配置や組織編成などを弾力的に見直し、研究開発の重点化や研究ニーズに柔軟に対応する。
研究所運営にあたっては、内部評価の導入に加え、運営委員会や課題評価委員会など、研究所の運営や研究など諸活動
に対する第三者評価を実施し、組織や業務運営、活動内容などについて不断の見直しを行う。
　効率的な組織運営のため、研究所内での情報共有と担当者間の連携・協議のための体制を構築し、それらを活用する。
さらに、外部資金の積極的な獲得を目指す一方、大学をはじめ他の研究機関などとの連携・協力関係を強化する。
　本目標や中期計画などを踏まえ、各職員が創造性を持って職務に取り組むとともに、所長のリーダーシップの下、研
究所が一体となって県民からの期待に応え得る業績を上げるものとする。
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